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　フェンスの向こうには、外灯や車のライトが光っている。とろとろ動く車のライトは、ここから見ると蛍けい光こう塗と料りようを塗られたアリの行列みたいだった。歩道を歩く人々は、家が恋しいのかどこか早足だ。

　一羽のカラスが高層ビルの屋上で羽を休め、そんな街の光を眺めていた。

「こんばんは」

　雌めすのカラスが隣となりにとまり、話しかけた。

「たくましいのね。今まで見てきた男たちよりもすごく大きい羽……。一目ぼれしちゃったわ。あら……あなた、足が三本あるのね」

　そう、そのカラスは普通のカラスよりも二回り大きく、さらには足が三本あった。雌カラスはそれに驚おどろきはしたものの、嫌けん悪おすることも恐怖することもなかった。それ以上に、そのカラスは魅み力りよく的てきだったのである。もちろん、カラス視点で。

「おいらはこの世界の住人じゃないんでね。お嬢じようさん、おいらに惚ほれるとヤケドするぜ」

　カラスが言った。クールなセリフに似合わず、その声は少年のようなやや高い声だった。

「おもしろいことを言うのね。でも、あなたの姿を見たら、冗じよう談だんってわけでもなさそう。ねえ、聞かせて？　あなたの世界のこと」

　カラスは、やれやれこれだから女ってやつはみたいな言葉が一いつ緒しよに漏れてきそうな溜ため息いきをつき、しかし嫌いやがることもなく、むしろ嬉き々きとして語り出した。なんだかんだで聞いて欲しいのである。

「おいらの住む世界は『ハテシナ』って世界で、そこの住人たちは『ハテビト』って呼ばれてるんだ。人間たちはその存在を知らないけれど、時折、感性や才能に優すぐれた人間がハテシナを垣かい間ま見みて、それを後世に伝えようとして記き録ろくに残す。それが人間たちの間で神話とか伝説、童話って言われてるものなんだな」

「まあ！　ということは、あなたももしかしたら、その人間たちに伝わる物語に登場しているかもしれないのね？」

「まあね。でも、しっかりとハテシナを見ることのできた人間なんていない。だから、適当に自分で話を付け足しているんだ。登場人物の名前も勝手に命名したりしてさ。おいらも、人間たちに自分がどういう形で知られているかなんて知らないのさ」

「そういえば、あなたの名前をまだ聞いてなかったわね。教えてくださる？」

　雌カラスが、そっと距きよ離りを縮ちぢめ、羽をすり寄せる。三本足のカラスはまんざらでもなさそうに一度「ふふん」と鼻を鳴らした。

「おいらの名前は……」

　カラスの言葉はそこで途と切ぎれた。少し離はなれたある一点を見つめる。

「どうかなさったの？」

「すまないねお嬢じようさん。仕事の時間だ」

　いいところで名乗らず、しかも「仕事だ」なんて言った自分をちょっとかっこいいとか思いながら、カラスは大きな羽を広げた。

「あ、お待ちになって！」

　雌めすカラスの声は届かず、カラスは夜空の中に飛び去っていった。

　カラスが見つめていた先には、ネオンでも、もちろん太陽光でもない二筋の白い光が空から真っすぐに降りてきていた。







　１、 刀かブラシか







「いよっし！　着地成功っと。こっちも夜かあ。ハテシナとあんま変わらないんだね。街並みも似たような感じだし」

「そうだな。俺おれはタケシロ。よろしくな」

　タケシロが言うと、隣となりにいた少女はこっちを見て露ろ骨こつに驚おどろいた。見た目は高校生くらい。実際の歳としはわからないが、外見だけならタケシロと同じくらいだ。

「うわ！　誰だれかいる。敵？　敵なの？　いいの？　殺しちゃうよ？」

　少女は「あちょー」とか言いそうな変な構えをとった。こっちに気づいていなかったということは、さっきのは独り言だったようだ。随ずい分ぶんと大きな声である。

　パートナーがいるとは聞いていたが、会ったのは今が初めてだ。こんな変な奴やつだとは聞いていない。タケシロは大きくため息をついた。

「味方だ。ついでに言うと、お前に殺されるほど弱いつもりはねえ」

「味方？　そういえば、二人ふたり組ぐみだとか誰だれかが言ってたような……。あ！　思い出した思い出した。パートナーいるって言ってたわ。タケシロだっけ？　いやーごめんね。いきなり殺そうとしちゃって」

　少女はタケシロの背中をバッシンバッシン叩たたくと、豪ごう快かいに笑った。怒る気も失うせるような、見事な笑え顔がおだった。

「ビルの屋上みたいだな」

　景色けしきを見渡して、タケシロは今自分がいる場所を確かく認にんした。

「人目につかなくていいんじゃない？」

　屈くつ伸しん運動をしながら少女が言った。ひとしきり膝ひざを曲げたり伸ばしたりすると、肩をぐるぐると回し、次は指を一本ずつ丁てい寧ねいに動かして、最後にぐっと握り込んだ。

「うん。空気が合わないってことはないみたいだね。体もちゃんと動くし」

　少女は長い黒髪を肩の辺あたりで赤いゴムで二つに結ゆわいていて、白ベースに赤や緑のラインがごっちゃに絡んだ模も様ようのＴシャツに足首が見えるジーンズと、すっきりした格好だった。口の端には、どこか自信あり気な笑えみを浮かべている。

　タケシロも同じように軽いストレッチをして、体の感覚を確たしかめた。茶ちや色いろのシャツに黒ジーンズ、そしてスニーカー。動きやすく、標準的な格好だ。問題ない。

「俺も大丈夫だ」

　空気は合うが、不ま味ずい。原因はそこら中を走っている車のケツから吐き出されている気体である。そのうち喉のどが痛くなったらどうしようか。

「さて、上陸にも成功したし、名前決めよっか」

「何の？」

「私らのに決まってるじゃん。これから日本で動くわけなんだから、日本人っぽい名前がないと不便じゃん」

　当然でしょと言わんばかりに、少女は人差し指を立ててみせた。

「それもそうか。いや、前回は日本用の名前なんて使わなかったし」

「え？　あんたこっち来るの二回目？」

「ああ。まあな」

　少女は横目でじとっとタケシロを見て、唇を尖とがらせた。

「ふーん……。何かちょっと負けた気分。ま、いっか。そんなことより名前よね」

　名前を決めるのがよほど楽しみだったのか、少女は腕を組んであれこれ考えているようだった。やがて、一つ手を叩たたいた。

「やっぱりあっちでの名前を基もとにした方がいいよね。まるっきり違う名前じゃ、変な感じだし」

　その『変な感じ』とやらがタケシロには理解できなかったが、どうやら少女はそれで納得したらしい。

「そういや、名前聞いてなかったな」

　キッチンに材料を並べて、さあはりきってカルボナーラでも作るかと腕まくりをした時だった。家にハテシナからこっちの世界へのゲートを開ける、黒いローブをすっぽりかぶったいかにもうさん臭い奴やつが来て、おもむろにゲートを開いてそこに放り込まれた。三十秒ほど真っ暗な中を落下し、視界が開けたと思ったら人間の世界の空の中で、着地をしたら隣となりにこいつがいたというわけだ。こっちに来る時は、いつもこんな感じに唐とう突とつだ。

「私はアマギリ。これを日本人っぽい名前にすると……よし、『天あま霧ぎり美み琴こと』！　これに決めた！　よろしく！」

　漢字を指で空中に書いて、にかっと満面の笑えみで少女は言った。

「『美琴』はどっから？」

　タケシロが差し出された手を握ると、少女は力強く握り返してきた。

「響ひびきで」

「なるほど」

　今までのやりとりで、なんとなくこいつがどんな奴なのかわかってきた。

「あんたは？　タケシロだっけ」

「ああ。さて、どうするかな」

『タケシロ』はそのまま名みよう字じにしよう。漢字をあてるなら、そうだな、『建たけ代しろ』でいいか。名前はどうしようか。特にこだわりもないが。

「神しん一いち郎ろうってのはどう？」

　美み琴ことがさっきと同じように空中に指で字を書いた。

「どっから？」

「この世界の日本では、私らって神様的な感じで伝わってるって話じゃない？　ま、実際はそんなことないんだけど。だから『神』で、日本人だから『一郎』」

　確たしかに、メジャーに行った野球選手も、何かの書類に書き方の例として書いてあるのも一郎さんだ。せっかくこれから日本人になるのだ。日本男子らしい名前も悪くない。

「そうだな。俺おれは今から建たけ代しろ神一郎だ」

　晴れて名前が決まったところで、二人ふたりは改めてお互いの拳こぶしをぶつけた。

「さあて、これからどうしよっかな」

　美琴が大きく伸びをした。夏が終わり九月に入ったが、それでもまだ夜は暑い。今日本ではクールビズとか何とか言うのが行われているらしいが、暑いならクーラーをガンガンに効かせるべきだと神一郎は思う。寒いくらいに温度を下げて、冬の布ふ団とんで寝るというのがたまらなくいいのだ。

「そのうち伝令役が任務を伝えに来てくれるだろ。けど、その前に……」

　やっておかなければいけないことがある。いや、正せい確かくには始末しておかなければいけないものがある。

「そうね。おーい！　隠れてないで出てきなさい。気ぃ使ってくれなくていいからさ」

　どかっと置かれている給水タンクに向かって、美琴が声をかける。すると、陰から二人の男が姿を現した。金髪と茶髪のコンビで、服は上から下まで白で統一されていた。すらっとした長身は、モデルのようなプロポーションである。

「気づかれていましたか」

　金髪が一つ息をつく。キザな感じで、丁てい寧ねいだが鼻につく喋しやべり方だ。

「これだけ英えい力りよくビンビン出してたら、嫌いやでも気づくってね」

「俺たちが降りてきたばっかりだから、時間をくれたってのか」

「そうです。いきなり殺されてしまっては、悔くいも残るでしょうから」

「そりゃどうも」

「さ。ではよろしいですか？」

　言いながら、金髪茶髪、二人の手に青白い光の粒りゆう子しが集まってくる。それは徐じよ々じよに形を成し、剣けんの姿をとった。月光を受け、銀の刃やいばが光る。あー、そういえばそろそろサンマが美お味いしい季節だ。不意にそんなことを思った。

「きれいな剣だこと。脂の乗ったサンマみたいね」

　美琴も同意見だった。

「大根おろしは欠かせねえな」

　神しん一いち郎ろうも前にいるコンビと同じように、光の粒りゆう子しから武器を形作る。神一郎の手に握られたのは、白い柄えに金の鍔つば、黒塗りの鞘さやに収められた一振りの日本刀だった。

　それを見た美み琴ことが目を丸くする。

「ちょっとあんた！　それクサナギじゃん！」

「見りゃわかるだろ」

「何であんたが持ってんの!?　クサナギは三年前から行方ゆくえ不ふ明めいのはずでしょ？」

　近くで大きな声を出すからうるさい。説明するのは面めん倒どうだが、しないとまたうるさくなりそうだ。

「三年前の話だ、家に帰ったら庭に埋まってた」

「でっけえ噓うそ！」

　どっちにしろうるさかった。

「本当だ。四の五の言わずに信じろ」

　本当に驚おどろいたのは三年前の神一郎である。庭に出たら、この刀が地面に半ばまで突き刺さっていたのだ。しかも日本のハテシナにおける三大武具ジンギの一つではないか。三大武具のうち攻こう撃げきに特化した武具で、持ち主には膨ぼう大だいな力を与えるという。何かのドッキリかと思ってカメラを探したが、見つからなかった。

「何で今まで隠してたのさ。届け出ればよかったじゃん。金きん一いつ封ぷうくらいでたかもしれないのに」

「色いろ々いろ事情があってネコババした。あんま詮せん索さくしてくれるな」

「……あっそ。なら何も言わない。私としてもクサナギがあるのは心強いし」

　美琴はすんなり追求をやめた。さっぱりした奴やつは嫌いじゃない。そして、一つ言っておくことがある。

「実はな……」

　神一郎は柄を握にぎり締しめ、刀を抜こうとするが、びくともしない。神一郎の腕がぷるぷると震ふるえるだけだ。やがて諦あきらめ脱力し、言った。

「抜けねえんだ。これ」

「…………」

　数秒の沈ちん黙もく。無表情だった美琴の顔は、口元、目元と段だん々だんと崩れていき、ついに完全崩ほう壊かいした。

「あ──はっはっはっは！　マジで!?　抜けない!?　ダッセ──！　そりゃあんたの英えい力りよく不足だっての！　猫に小こ判ばん？　豚に真しん珠じゆ？　牛に……牛に何だっけ？」

「ヴィトンだ」

「そうそう牛にヴィトン！　って、んなわけあるかーっ！　あ──はっは！」

　よくもまあこんなに笑えるものだ。美み琴ことは「やっべお腹なか痛い」とか言いながらのたうち回っている。蹴けっ飛ばしてやろうか。

　蹴っ飛ばした。

「あいたっ！」

「お前もさっさと武器出せ」

「はいはいっと……」

　何とか落ち着いて美琴が取り出したのは、不ふ思し議ぎな形をした武器だった。木製の棒ぼうの先っちょに、緑のチクチクしそうな毛がたくさんついている。

　どこかで見たことがある。公衆トイレだ。もしくは映画か何かで、水兵さんが口笛吹き吹きお尻しりを振り振りしながら甲かん板ぱんを掃そう除じしているやつだ。

「デッキブラシだな」

「そうね」

「清掃用具だな」

「武器よ」

「だっせぇ」

「うるさい！」

　美琴が振り回したブラシを軽くよけて、「ださ」ともう一回言ってやった。さっきの仕返しだこの野郎。

「出動命令来てたの知らなくて、武器を用意する暇ひまなかったの！　だいたい、あんな手紙で来ても気づくわけないじゃん！　ダイレクトメールかと思って開けずに捨てちゃったっての！　それに、まさか自分に来るとは思わなかったし」

　普通、出動が決まると一週間前くらいには連絡が来る。実際、神しん一いち郎ろうも事前に手紙が送られてきている。その間に、武器だの何だのを自分で用意するのだ。神一郎の場合はクサナギを持っていたので、調ちよう達たつする必要はなかったのだが。

「何してたんだよ。忙しかったのか？」

「ネットゲームにハマっちゃってね。パーティのみんな、今いま頃ごろどこにいるのかなあ。あれ？　私ログアウトしたっけ」

「知らねえよ」

「ってかパソコンつけっぱ!?　やっば！」

　美琴は艶つやのある黒い髪を搔かきむしり、何だか本当に困ったような顔をしている。さっきからころころとよく表情を変える奴やつだ。まあ、面おも白しろいけども。

「そんでアレか。適当にブラシ持ってきたのか」

「まあね」

　自業自得だった。

　すると、置き去りにされていた金髪茶髪コンビが口を開いた。

「漫まん才ざいはそのくらいにしてくれませんかね。それにしても、クサナギがまさかそこにあるとは……。こういうのを日本では鴨かもがネギを背し負よってくる、と言うらしいですね」

「物知りだな」

「どうも」

　茶髪が剣を構えた。

「そろそろ始めようか。私は天使勢力のハテビト。名は……」

「おっと。自己紹介なんていらないね。これから死ぬ奴やつの名前なんて聞いたって何の得にもならないからね」

　美み琴ことがブラシの先を茶髪に向ける。かっこつかねえなあ、ブラシじゃ。しかし本人はいたって本気なので、言わないでおく。

「ふん。勝つ気でいるとはね」

　美琴の正面には茶髪。神しん一いち郎ろうの正面には金髪という形で対たい峙じしている。神一郎も、鞘さやに入ったままの刀を強く握った。
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「あんた、その刀でどうすんの？　抜けないんでしょ？」

「仕方ないからこのままぶっ叩たたく。お前は？」

「仕方ないからこのままぶっ叩く」

「はっ。気が合いそうだ」

　美み琴ことが地面を蹴ける。一歩で茶髪との間合いを詰め、ブラシを横に薙ないだ。

「っはあ！」

　茶髪はブラシを剣で受けるが、堪こらえることができずに体勢を崩す。そこに美琴の蹴りが入った。

「くうっ……」

　小さく呻うめきが漏れ、茶髪は顔を歪ゆがめた。

「ははっ。イケメンが台無しね」

　これからしばらく行動を共にするのだから、パートナーの実力は把は握あくしておきたいところだ。武器はアレだが、美琴はなかなかできるみたいだ。

「俺おれと組むんだから、強くないと困る」

「言うじゃん」

　美琴が横目にニッと笑う。

「今度はあんたのお手並み拝見ね。私と組むんだから、強くないと困るね」

「うい」

　視し線せんを前に戻すと、いたはずの金髪がいなかった。

「トイレか？」

「ならあんたが便器ってことじゃん？」

　それは困る。神しん一いち郎ろうは刀を顔の横に持っていき、背後からの剣を受け止めた。

「不意打ちかよ」

「よそ見した方が悪いと思いますが」

「おう、同感だ」

　振り向きざまに刀を振るうが、金髪は後ろに跳とんでそれをよけ、神一郎に向かって跳び込んできた。

　連れん撃げき。そこそこ速いのだろうが、反応できないわけではない。一つ一つ丁てい寧ねいに鞘さやで防ぐ。そして思った。こんなものか、と。攻撃に重みがない。子供が使うようなおもちゃのバットで叩たたかれているような気分だ。そう、効果音をつけるなら「ポカポカ」といったところだ。

「もういいか？　死ねよ」

　神一郎が刀を打ち下ろし、それを受けた金髪の剣を砕くだく。目を丸くする金髪の首に、鞘つきのクサナギをぶち込んだ。

「がっ……！」

　断だん末まつ魔まも少なめに、金髪は崩れた。まだ息はあるようだが、首の骨は完全に折れている。神一郎はもう一度首に刀を突き立て、とどめを刺した。

「抜けなくても使えるな、この刀。さすがは三大武具ジンギってとこか」

　一人ひとり片付けたし、美み琴ことが泣いて頼むなら加勢してやろうとも思ったが、あちらもすでに終わっているようで、茶髪が倒れてぴくぴくしていた。とどめの一いち撃げきに頭にブラシを叩たたきつけ、美琴はかいてもないのに汗を拭ぬぐう仕し草ぐさを見せた。

「一丁上がり」

「それさ、血とか掃そう除じできるから便利だな」

「おわっ。それナイス！　あ、でも掃除するならモップの方がよくない？」

「それもそうだな」

　ここから掃除用具について熱あつい議ぎ論ろんが始まるはずもなく、二人ふたりは死体が二つ転がっているこの状況をどうしようかと考えていると、どこからか声が聞こえてきた。

「うおーい！」

「ん？　あ、あそこだ」

　美琴と共に声のした方を見ると、一羽のカラスがこっちへ向かって飛んできている。こっちに向かっているので、当然段だん々だんとその姿は大きくなっていき……。

「でかっ！　カラスでかっ！」

　三本の足でフェンスにとまったそのカラスは、普通のカラスよりも二回り程ほど大きく、さらに真っ黒なので、妙に威い圧あつ感かんがあった。

「お前らか？　今日きようこっちに来たハテビトってのは」

　十代前半のやんちゃな少年のような声で、カラスは言った。

「喋しやべった！　カラスが喋った！　ふがっ」

　いちいちオーバーリアクションな美琴の鼻をつまんで黙だまらせ、神しん一いち郎ろうは答えた。

「そうだけど。お前が伝令役か？」

「そう。ハテシナの空を駆けるブラックフェザーとはおいらのこと。名は──」

「いいから俺おれらの仕事教えろよ、カラ助すけ」

「何その安直ネーミング！　おいらカラ助!?」

　三本足のでっかいカラスは、ピーちゃんと名付けられたインコの気持ちでもわかったのか、ぎゃあぎゃあ鳴き出した。そして、うるさいカラスを美琴のブラシが薙なぎ払はらう。

「痛い！」

「黙れうるさい」

「すいませんでした」

　おとなしくなったカラ助は、ついに名乗ることを諦あきらめたようだ。

「ん？　それクサナギじゃないか？」

　カラ助が神一郎の持つ刀を指さす。じゃなくて、羽根さす。

「ああ、そうだ」

「何でここにあるんだひいっ！」

　神しん一いち郎ろうがその場にクサナギを叩たたきつけると、コンクリートの地面にひびが入った。

「俺おれが持ってるのは誰だれにも言うな。俺は焼き鳥が大好きなんだ」

「わかりました」

　カラ助すけの真っ黒な瞳ひとみが涙ぐんでいるのがわかった。もう帰りたいオーラがむんむん出ている。

「で、指令は？」

　神一郎は刀を粒りゆう子しに戻し、服の乱れを適当に直した。

「とりあえず、天使勢力のハテビトが日本に来てるみたいだから、そいつらを倒せってのが一つ目の指令だ」

「あれか？」

　神一郎は親指で後ろをさした。

「そうあれだ。あれを倒せええええ!?」

　鳥だから表情の違いがわかりづらいが、おそらくカラ助は驚おどろいているのだろう。くちばしをいっぱいに開いて、のけぞったせいでフェンスから落ちそうになった。慌てて羽ばたいて体勢を戻した。

「死んでるし！」

「殺したもの」

　これで、と、美み琴ことが血のついたブラシを見せる。

「お前ら……茶髪の奴やつはともかく、金髪の奴はミカティールっていう有名な天使勢力のハテビトだぞ！　お前らめっちゃ無傷だし！」

　羽をばっさばっさと広げてはしゃぐカラ助。こいつもまたうるさい奴やつだ。

「あのねえ、確たしかミカティールって大天使でしょ？　天使階級の下から二番目じゃん。せめて熾し天てん使しか智ち天てん使し連れて来いっての」

「それ最上位と二番目だな。多た分ぶん、シャレにならねえ程ほど強いぞ」

　それでも負けるつもりはないが。

「ミカティールは大天使から熾天使に格上げになったって聞いたんだけどな……。そうでもないのか？」

　カラ助はぶつぶつ言いながら二つの死体を確かく認にんし、羽毛の中に入れておいたらしい紙切れを取り出した。二本の足で立ち、残りの一本で器用に紙切れを摘つまんでいる。なるほど、三本の足はこういうふうに使うのか。

「なら次の指令を言うぞ。あ、この死体の処理はおいらがやっておくから心配するな」

「ついばむなよ」

「鳥みたいに言うな！」

　鳥だろ。いや、横よこ棒ぼうが一本足りないか。

「いいから早く指令を教えてよ。私もう眠くって」

　美み琴ことは盛大にあくび。すでに夜は更ふけていて、日本のほとんどの人が寝ている時間だ。それは二人ふたりも例外ではなく、美琴のあくびにつられて神しん一いち郎ろうもあくびをした。

「えっとだな……」

「どうせ他ほかのハテビトの排除か、その辺でしょ？」

　同感だ。しかし、カラ助すけはわけのわからないことを言いやがった。

「いや、違うぞ。お前らの仕事は、ある少年のハテビトからの護ご衛えいだ」
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　神一郎と美琴が目的地へ向かったあと、カラ助は一つ息をついた。まさか上陸した途と端たんにハテビトを二人倒してしまうなんて。死体の処理を終えた今でも信じられないでいた。

「やっと追いついたわ」

　そこに、さっきの雌めすカラスがやってきた。カラ助と雌カラスがいた場所から、神一郎と美琴が降りた場所まで、実際かなりの距きよ離りがあった。カラ助はその大きな翼つばさでもって通常の鳥の倍の速度で飛ぶことができる。雌カラスは、カラ助を追って飛び立ったはいいものの、すぐに離はなされ、見失ってしまった。周辺を捜し回り、やっと見つけることができたのだった。

「何だ。来ちまったのか」

　そんなこと言いながら、追いかけてきてもらって内心嬉うれしいカラ助である。

「仕事をしたの？」

「うん。まあね」

「これ……血の匂においかしら。ここで血が流れたの？」

「その通りさ。さっき言ったおいらたちの世界、ハテシナでは勢力争いがずっと続いているからね」

　その勢力争いは、もはやいつから始まったのか、何が原因かもわからないくらい昔からのものだった。もしかしたら「あいつらむかつく」くらいの理由からだったのかもしれない。今となっては、誰だれも確たしかめることのできないことだ。

「争いがあるっていうのはどこも一いつ緒しよなのね。……でも、どうしてあなたたちの世界ではなくて、こっちの世界で戦っているの？　勢力争いは、ハテシナで起きていることなんでしょう？」

「その疑問はもっともだね。おいらたちにも、色いろ々いろ事情があるのさ」

　何な故ぜ、神一郎と美琴が天使勢力のハテビトといきなりケンカをおっ始め、撲ぼく殺さつに至ったのか。ことの発端は、三年前、ハテシナの日本勢力の中で投とう獄ごくされていたオロチが何者かによって人間の世界に放たれてしまうという事件に遡さかのぼる。オロチとは八人組の極悪戦せん闘とう集団。個々の能力は高く、一対一で戦えば並のハテビトでは勝てない。

　そこで、オロチを討とう伐ばつすべく、いくつかの部隊が編へん成せいされる。さらに、日本勢力が誇る三大武具ジンギの解放も許可された。

　戦いは長引き、やっとのことでオロチは討とう伐ばつされたが、その戦いで日本の戦力の要かなめである三人、通称『三さん貴き子し』のうちの一人ひとり、スサノオが殉じゆん職しよく、さらにツクヨミが行方ゆくえ不ふ明めいに。また三大武具も、クサナギとヤサカニがどこかに行ってしまった。

　この戦いでの被害は深刻な上に、さらに問題が起きた。オロチ討伐の舞ぶ台たいとなった日本のどこかに散ったクサナギとヤサカニを手に入れるため、各勢力からハテビトが日本に侵入してきたのだ。しかしクサナギは神しん一いち郎ろうが持っているため、実質行方不明なのはヤサカニだけということになる。

　そうして武具争そう奪だつ戦せんは始まり、ハテビトどうしが日本でぶつかり合うという日本にとってはとても迷めい惑わくな現在の構図ができあがった。

「うーん……。よくわからないわ」

「それでいいのさ。お嬢じようさんが関かかわるような話でもないさ」

　散さん々ざん得意気に話しておきながら、カラ助すけは精せい一いつ杯ぱい格好をつけてそう言った。そして、しっかり口く説どき始めるのだった。
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「盗んだバイクで人轢ひいた～～。動かない～～息がない～～」

　後ろでは美み琴ことが物ぶつ騒そうな替え歌を唄うたっている。ノリノリなのは結構だが、時と場合というものを考えて欲しいところだ。

「ノーヘル二人ふたり乗り、今すぐ止まりなさい！」

　何と言っても追われている。追っているのはもちろん警けい察さつの方だ。パトカーであればスクーターでしか通れないような狭い道に入って撒まくことができるのだが、運悪く白バイに遭そう遇ぐうしてしまった。カラ助から指令を受けた次の日、おやつの時間も過ぎた頃ころのことである。

「神一郎！　さっさと撒まいちゃいなよ！」

「簡かん単たんに言うな。あっちはプロ、こっちは無む免めんだアホ」

　車の間を縫ぬうように走る。それでも白バイはぴったりくっついてくる。

　昨日きのうの夜、カラ助から指令を受け、まずはその少年のところへ行くことにした。

　だが途中で眠気に耐えられなくなり、気温も高いし、まあ寝るだけなら公園でいいかとベンチに横になった。

「襲おそわないでよね」

「死ね」

「ひどっ！」

　体が疲れていたので、朝に起きるつもりがばっちり寝てしまって起きたのは午後。公園に遊びに来た子供たちとお母かあさんたちに見守られながら目を覚ました。美み琴ことはベンチから落ちて砂場で寝ていた。なんという寝ね相ぞう。

　少年は少し離はなれた場所に住んでいて、移動手段を手に入れるところから始まった。

　神しん一いち郎ろうと美琴なら、建物の間をぴょんぴょん跳とんで行くことも可能だが、わざわざ目立つ必要もない。見た目は高校生くらいの普通の人間なのだ。

　しかも腹まで減ってきて、そこで金がないことに気づく。

「ちゃんと食べないと肌に悪いんだよねー。私の美び貌ぼうって国宝級だしー」

「死ね」

「ひどっ！」

　美琴の美貌はともかくとして、空腹が本格的になってきた時に、幸運は訪れた。

　カツアゲ現場に出くわしたのだ。

　いかにも不良ですみたいな髪型をした男三人が、いかにも気弱ですみたいな髪型をした一人ひとりを袋ふくろ叩だたきにしていた。迷わず不良三人を半殺しにし、財さい布ふとそいつらのうちの一人が乗っていたスクーターを手に入れたのだ。

　やってくれたのは美琴。

「ヘイヘイ！　カツアゲはいかんなあ、君たち」

「はあ？　お前何だよ」

「あんたらで言うところの神様」

「はあ？　バカじゃね？　っていうか結構可愛かわいくない？　今から俺おれらと遊び行こうよ」

「死ねええええっ！」

　こんな感じだ。まったく、豊かな国である。

　昼間の道路に車は少なく、スクーターの小回りのよさを活いかせない。アクセルを限界まで回しても六十キロ程度。あっという間に白バイに並ばれてしまった。

「バイクを脇わきに寄せて止まりなさい！」

　仕事熱ねつ心しんな警けい官かんが呼びかけてくるが、もちろん止まる気などない。

「美琴」

「何？」

「殺すなよ」

「一般人を殺す気はないって」

　ちらりと後ろを振り返ると、さすが美琴さん、手にはすでにブラシを握っていた。神一郎は軽くハンドルを右に切り、白バイに寄せた。年配の警官に焦あせりの表情が浮かぶ。

「君たちっ……」

「よう。悪いな。俺たち急いでるんだ」

「そりゃ」

　美み琴ことがブラシの柄えで白バイの後こう輪りんをつつく。ブラシには英えい力りよくが宿やどっているので、後輪は簡かん単たんにパンクした。

「ジェシ──！」

　警けい官かんが叫ぶ。どうやらバイクの名前らしい。女だったのか。

　白バイは失速し、やがて停止した。

　小さくなっていく警官とジェシーを後ろに見ながら、美琴が言った。

「このバイクにも名前つけない？」

「お前に任せる」

「じゃあ、ジェニー」

「かぶってんじゃねえか」

　その後、またパトカーに追われることになったが、運転に慣なれてきた神しん一いち郎ろうについてくることはできなかった。

　あの警官とジェシーが、何人もの暴ぼう走そう族ぞくを検挙してきた『国道の疾しつ風ぷう』と呼ばれていることを二人ふたりは知らない。







　バイクを乗り捨て目的地に着く頃ころには、すでに日が傾いていた。昇降口からはたくさんの生徒がお喋しやべりをしながら出てきている。校庭では部活が始まったようで、いくつもの掛け声が聞こえてくる。

　少年が通っている中学校で、二人はわりとあっさりその少年を見つけることができたのだが、困ったことになった。

　護ご衛えいすべき少年が、すでに襲おそわれていた。

　場所はベタに体たい育いく館かんの裏。三人の生徒に囲まれ、金を請せい求きゆうされていた。カツアゲ現場は今日きようで二回目だ。

「どうする？」

　適当な物陰に隠れ、美琴が言った。その間にも、少年は何発かパンチを貰もらっていた。

　いくらハテビトからの護衛が仕事だからといって、目の前でボコボコにされている人間を放っておくわけにもいかない。神一郎が横目で美琴を見ると、美琴は小さくうなずいた。

「はいそこまでー」

　美琴は少年の胸むな倉ぐらを摑つかんでいたいじめっこの腕を取って、強引に引ひき剝はがした。突然の乱入者、しかも制服を着ていない部外者の登場に、三人組は声を失ったが、すぐに威い勢せいよく突っかかってきた。

「何？　お前」

「俺おれらもこいつに用があるんだよ。どっか行ってろ」

　次に現れた神しん一いち郎ろうに、三人は揃そろってたじろいだ。

　神一郎はここにいる全員より頭一つ分背が高い。彼らには高校のバスケ部主将みたいな感じに見えているはず。そんな男に凍るような目で上から睨にらみつけられたら、中学生にとってびびるなという方が無理な話である。

「うっせえよ！　こいつマジうざくねえ？」

　リーダー格の一人ひとりが他ほかの二人ふたりに同意を求める。二人は渋しぶ々しぶ首を縦たてに振る。二人はすでに神一郎の言うとおりどこかへ行ってしまいたいのだが、リーダーはこれからの立場もあって退ひくに退けないらしい。

「ったく……。しょうがねえな。マジック見せてやるから、それで勘かん弁べんしろよな」

「マジック？　あんたそんな特技あんの？」

　首を傾かしげる美み琴ことをよそに、神一郎は手のひらサイズの石を拾い上げた。三人組は、突然のマジックショーに賛さん成せいも反対もできずに律りち儀ぎに石を見ている。

　神一郎は石を握りこんだ。

「ワン、ツー、スリーっと」

　手の中から、ゴキゴキッと音がした。誰だれが見ても明らかな、それは石が砕くだける音。種がわかった美琴が「アホか」と呟つぶやいた。

　神一郎が手を開くと、そこからサラサラと砂が流れ落ちた。

「ほい。石が砂になっただろ」

　いじめっこ、ついでに少年もぽかんと口を開けて砂になった石を見ていた。砂を石に戻せと言われたら、それはどうにかごまかすしかない。

　静かになった空間に、棒ぼう読よみの美琴が割って入った。

「すごーい！　今度はこいつの骨でやってみせてー。私が鎖さ骨こつ引きずり出すからー」

　最後の一文に妙な威い圧あつ感かんを込めて、リーダーを指差す。リーダーは「げっ」と露ろ骨こつに嫌いやな顔をして、すたこらとどこかへ行ってしまった。遅れて、残りの二人も走り出す。

「これが、ハンドパワー」

　決めゼリフ。

「ハンドパワーっていうか、腕の力ね」

　二人がいじめっこたちの背中を見送って振り返ると、少年は殴られたダメージが大きかったらしく、その場にぐったりと座りこんでしまっていた。

「藤とう堂どう周しゆう慈じだな」

　神一郎が声をかけると、少年はびくっと体を震ふるわせた。校内に私服、さらにマジシャンとなれば怪しいのは当然だ。

「え……？」

「お前は藤堂周慈かと訊きいてるんだよ」

　強引に少年の腕を引っ張って、とりあえず立たせてやった。背は神しん一いち郎ろうより低く、近くで見たらさらに気弱そうだった。

「あ……そうですけど」

　腰が引けていて、明らかに二人ふたりを警けい戒かいしている。かと言って、この場から逃げ出す勇気はないようだ。

　そういえば、声をかけたはいいものの、何をどう話せばいいか考えていなかった。ハテビトのことを言うわけにはいかないし、言ったところで信じてもらえるはずもない。

　と、地じ団だ駄だを踏みながら美み琴ことが口を開いた。

「あーもう！　弱い女め々めしい憎たらしい！　そんなんだからカツアゲなんかされるの！　もっとシャキッとしなさいシャキッと！」

　ほら、大きな声出すから余計に怯おびえてるじゃないか。

　しかし、美琴がイラつくのも無理はない。美琴の性格からして、周しゆう慈じの気弱な態度が気に食わないのだろう。神一郎からしても、あまり好きなタイプではない。

「美琴、世の中には色いろんな人間がいるんだ。こういう奴やつもいるんだよ」

「そんなのわかってる。でもさ、弱ければ強くなればいいじゃん。変われるのに変わろうとしない奴が私は大嫌いなの！」

　八つ当たりに体たい育いく館かんの壁かべを蹴ける。揺れた。中の人はさぞかし驚おどろいたことだろう。バスケのシュートの途中だったらかわいそうなことをした。

「ひっ……」

「落ち着け美琴。俺おれたちには仕事があるだろ」

「はいはい」

「あの……僕もう帰っても……」

「そうはいかねえ」

　こそこそと歩いていく周慈の首を摑つかんで引っ張り戻す。しかも力加減がわからず、周慈は「ぐえっ」とか言ってかなり苦しんでいた。

　しまった。これではいじめっことあまり変わらない。

「とにかく、俺たちはお前の近くにいなきゃならねえんだ」

「そーゆーこと」

　美琴が周慈の前に回り込む。行く手を阻はばまれた周慈は、もう泣きそうな顔だ。

「え、何で……ですか？」

「俺らが知りたいくらいだ」

「ホントよねー」

　突然現れ理由も言わずに近くにいると言う。しかも荒っぽい。とことんタチの悪い二人組だと自分でも思う。

「どうすっかな」

「今はとりあえず近くにハテビトはいないみたいだけど」

　さっきから通りかかる生徒がこっちを見ている。私服だしな。

　教師を呼ばれると面めん倒どうだ。まずはこいつを連れて学校から出ようと思っていると、声がした。

「周しゆう慈じに何してるの！」

「……っ！」

　教師かと思ったが、そこにいたのは少女。車くるま椅い子すだった。茶ちや色いろがかった肩までの髪、夏服であろうベージュのサマーセーターに赤いリボン。深緑のチェックのスカート。

　目には怒りを浮かべ、電動らしい車椅子のレバーを倒してこっちへ向かってきていた。

「お姉ねえちゃん」

　周慈がそう言った。

「お姉ちゃん……？」

　そうか、藤とう堂どうか。同じ名みよう字じは、偶ぐう然ぜんじゃなかったのか。

「誰だれですかあなたたち！　周慈をいじめないでください！」

「別にいじめてないってば。ちょっと話をしてただけだって」

　少女の剣けん幕まくに押されて、美み琴ことは苦にが笑わらい。周慈はちゃっかり少女の後ろに移動していた。

「噓うそです！　周慈の服、土がついてるじゃないですか」

「だからそれは私らじゃないって。ほら、あんたも何か言ってよ」

「…………」

「神しん一いち郎ろう？」

　車椅子の少女を見下ろす。強気な視し線せんは、決してあっちから逸そらそうとはしなかった。

「何ですか？」

　目を逸らす。

「いや……」

　これは誰だれかが仕組んだことなのか。それとも本当に偶然なのか。そんなの確たしかめることはできないし、知りたくもない。

　まさか、また会うことになるとは。

　藤堂春はる菜な。




「っていうかさ、あんたは誰なの？」

「私は周慈の双ふた子ごの姉の春菜です」

「あ、確かに似てるかも」

　吞のん気きに二人ふたりの顔を見比べる美琴に対して、春菜の怒りはおさまらない。

「そんなことはどうでもいいんです。あなたたち、周慈に何をしたんですか！」

「だから何もしてないって。周しゆう慈じからも言ってよ」

「お姉ねえちゃん。この人たちは、別に……」

　うつむき、小声ではあったが、周慈はフォローしてくれた。美み琴ことは一つ息をつく。

「本当なの？　でも、服が汚れてるじゃない」

「それは、あいつらに……」

「また？　呼び出されてもついていったらダメって言ったでしょ？」

　たしか二人ふたりは中学二年のはずだが、まるで親子のような会話だった。周慈が子供なのか、春はる菜なが大人おとななのか、どっちもだろう。

　春菜は周慈の服の土を払うと、神しん一いち郎ろうと美琴を一いち瞥べつした。まるで悪者でも見るような鋭するどい目つきだ。

「あなたたちは周慈に何の用なんですか？」

「用っつーか、なあ」

「私にふらないでよ」

　ならもういいですか、と、春菜は返事を待たずに車くるま椅い子すを反転させて帰ろうとする。慌てて周慈が後を追い、車椅子を押して行った。

「どうすんの？」

「ついていくしかないだろ」

　十数メートルの距きよ離りを空あけて、二人は姉弟きようだいを追った。

　学校を出て少し歩くと、小さな商店街があった。夕飯の材料を買いに来たおばさんたちで賑にぎわっている。八や百お屋やの前でにんじんとじゃがいもを選んでいるおばさんの家の夕飯は、カレーか肉じゃがか。

「普通じゃない？」

「普通だな」

　数歩前で姉の車椅子を押しながら歩く藤とう堂どう周慈のことである。どこからどう見ても普通の人間で、ハテビトに襲おそわれるような理由は皆かい無むだ。人違いかとも思ったが、カラ助すけから貰もらった資料と顔は一致している。

「どうする？」

「どうするも何も、今は様よう子す見みくらいしかできないしな」

「だよねー……」

　つまらなそうに、美琴は小石を蹴けった。転てん々てんと転がり、石は春菜の車椅子の車しや輪りんに当たった。

　車椅子が止まり、春菜が振り返る。

「どうしてついて来るんですか？」

　きつい口く調ちよう。まだ怒っているようだ。周慈の説得もあり、二人がカツアゲをしてないことはわかってもらえたようだが、警けい戒かいは解いていない。周慈はいまだに怯おびえたままだし。

「気にするな。俺おれたちもこっちに用があるだけだ」

「……そうですか」

　再び一定の距きよ離りを保ったまま歩き出した。途中、美み琴ことがコロッケを買って食べていた。

「美う味まそうだな」

「一個食べる？」

「食う」

「はいよ」

　自分の金で買ったわけではないので、美琴は気前がよかった。

「美味いな」

　揚げたてだけあって、表面のサクサク感と中のホカホカ感が最高だった。ソースなしでもこれは美お味いしい。あの店、チェックしておこう。

「でしょ？　周しゆう慈じも食べる──？」

　前を行く周慈がぴくっと肩を動かし、え、と振り返る。しかし、それより早く春はる菜なが答えた。

「いりません！　周慈に変な物あげないでください！」

　正しよう真しん正しよう銘めいコロッケだよ。

「変な物だとさ。美味いのにな」

　二個目をいただこうと美琴の持つ袋に手を伸ばすと、美琴にはたかれた。まだ残ってるじゃないか。

　歩きながら、美琴は横目で頭一つ分背が高い神しん一いち郎ろうを見上げる。

「で？　どうしたの？」

「何が」

「春菜ちゃんだっけ？　見た時、驚おどろいてたじゃん」

　頰ほお張ばったコロッケが熱あつかったらしく、美琴はハフハフと口の中でコロッケをもてあそんでいる。

「あー、やっぱ気づいた？」

「当たり前じゃん。光みつ秀ひでの裏切りを知った時の信のぶ長ながみたいな顔しちゃってさ」

　そんなにマヌケな顔をしてたのか。あまり感情が顔に出るタイプではないと自分では思っているのだが、あれは完全な不意打ちだった。

　周慈の背中で、春菜は見えない。顔は、あまり変わってないと思う。

「詮せん索さくは？」

「しないでくれ」

「オッケ」

　商店街を抜けると、住宅街が広がっていた。どれも庭付き、ガレージは二台分以上で、左ハンドル大量発生と、これでもかという程ほど金持ちエリアだった。時間内にどれだけ外車に傷をつけられるかという勝負ができそうだ。

　おそらく血けつ統とう書しよ付きであろう高そうな犬たちがご主人様に連れられて散歩する中、周しゆう慈じと春はる菜なは一件の家の前で足を止めた。自然と、神しん一いち郎ろうと美み琴ことが追いつく。

「家ここなの？　すげー」

　美琴がバカみたいに口を開けっぱなしにするのも無理はない。周りの高級住宅よりもさらにワンランク上の家だった。庭も広く、大勢でバーベキューができそうだ。何ＬＤＫだ、こりゃ。

　そんな豪ごう邸ていだが、ガレージに車は一台もなかった。

「だからどうしてついて来るんですか！」

　怒ど鳴なり疲れたのか、春菜は若じやつ干かん呆あきれ顔がおだった。周慈は何も言わない。言えないのだろう。神一郎と美琴はまだ怖いし、怒った春菜も怖い。周慈にとっては最悪の状況だ。

「それは後で言うからさ。とにかくお茶にしない？　コロッケ食べたら喉のど渇かわいちゃって」

「あー、俺おれもだ」

　周慈に代わって美琴が車くるま椅い子すを押して中に入っていってしまう。玄関には春菜のためにスロープが設置されていた。周慈と神一郎もそれに続いた。
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「ちょっと……入る気ですか!?」

　口だけで、物理的な抵抗ができない春菜はされるがままに家の中へ。周慈は流されるままに靴を脱ぎ、神一郎は数歩歩いてから土足に気づき靴を放り投げた。

　外見通りに中も広く、白い壁かべと磨みがかれたフローリングは清せい潔けつ感かんが漂っている。さすがに高そうなツボや絵はなかったが、家具はなんとなく高級そうだった。

　リビングに到着すると、周しゆう慈じはまず雑ぞう巾きんで車くるま椅い子すの車しや輪りんを拭ふく作業を始めた。おそらくいつもは玄関先でやるはずだったのだろう。

「神しん一いち郎ろう、お茶淹いれてよ。麦むぎ茶ちやでいいから」

　美み琴ことはすでに椅子に腰掛け、背もたれに体重を預けている。リビングのテーブルは、車椅子の春はる菜なに合わせているらしく、少し低かった。

「断る。よその家の冷れい蔵ぞう庫こを勝手に開けるのは非ひ常じよう識しきだ」

「よその家に勝手にあがり込むのは非常識じゃないんですかっ！」

「ああ、悪い。おじゃましてます」

「言えばいいってわけじゃないです！」

　春菜は電話に向かい、受話器を取った。指の動きは一、一、〇、まずい。神一郎はテーブルを飛び越え春菜の持つ受話器を取り上げた。

「あ……」

『もしもし、どうしましたか？』

「よー久く保ぼ田た、久しぶりー」

『ん？　あ？　松まつ田だか？』

　しまった。電話に出た警けい官かんが本当に久保田だった。しかも神一郎の声は松田に似ていたらしい。誰だれだよ松田って。

「間違えました」

　受話器を置く。見ると、春菜は拳こぶしを握にぎり締しめて震ふるわせていた。

　美琴と目を合わせると、美琴は手のひらを上にして肩をすくめ、「やあトム、フィッシングはどうだった？」「いやあ、さっぱりだったよジョン」みたいな会話が浮かぶジェスチャーをした。こいつ、傍ぼう観かん決め込みやがった。

「もう！　何なんですかあなたたちはっ！」

　顔を真まっ赤かにして、鞄かばんを神一郎に投げつける。神一郎はそれをキャッチしてテーブルに置くと、さっきからおろおろしている周慈に言った。

「マジでお茶を用意してくれ。話はちゃんとする。まずはこの姉ねえちゃんどうにかしよう」

「あ……はい」

　周慈は素直に麦茶を用意するために冷蔵庫へ。その間に、どうにかして春菜をなだめなければいけないのだが、何を言っても聞いてくれそうにない。一体どこが悪かったというのか。

　口で言ってもだめなら、物理的な方法で黙だまらせるしかない。そこで神一郎は、一つの手段をとった。

「ほら、たかいたかーい」

　春はる菜なを車くるま椅い子すごと持ち上げた。春菜の頭が天てん井じようにつきそうになる。

「きゃっ！　えっ？　噓うそっ!?」

　泣く子供もキレた少女も一いつ緒しよだろう。きっとみんな高いところが好きなのだ。

　春菜の悲鳴に何事かと周しゆう慈じが様よう子すを見に来たが、あり得ない光景を目まの当あたりにしてすぐに引っ込んでしまった。

　効果あり。春菜は神しん一いち郎ろうの力技に黙だまってしまった。美み琴ことは「おーすごいすごい」なんて感心している。

「どうだ？」

「どうだって言われても……」

　そこで麦むぎ茶ちやが登場。春菜はそれを飲み干し、神一郎を見据えた。すかさず周慈が麦茶をつぎ足す。

　沈ちん黙もくがやけに長かった。

「周慈に用があるんですか？」

「おう。やっと聞いてくれるか」

　四つの麦茶が用意され、四人が席につく。

　そこで神一郎は大切なことに気がついた。周慈の近くで護ご衛えいをするためには、何か理由をつけなければいけない。しかし、何にも考えてないのだ。

　隣となりの美琴を横目で見ると、任まかせろとばっちりウインクを飛ばしてきた。

　美琴は咳せき払ばらいを一つ。

「率直に言うね。周慈は、チャイニーズマフィアの秘密を知ってしまったの」

　いたって真顔で。

「そこで、私たちＦＢＩが極ごく秘ひに周慈の護衛をすることになったの」

　いたって真剣に。

　春菜は無言。周慈も無言。やっとおかしな空気に気づいた美琴が、ごめんとばっちりウインクを飛ばしてきた。

「これ以上ふざけるつもりなんですか……？」

　今わかったこと。春菜は怒ど鳴なっている時よりも静かにしている時の方が怖い。

「いや、もうふざけない。それでだな、俺おれたちは周慈の近くにいなくちゃいけないんだが、この家に住まわせてくれねえか？」

「……その理由がチャイニーズマフィアですか？」

　おや、コップの麦茶に波は紋もんが出ている。そうか、テーブルが震ふるえてコップが揺れているのか。そんでもって、テーブルが震えているのは置かれた春菜の手が震えているからか。

「いや、チャイニーズは美琴がこの場を和なごませようとして言ったけど見事にスベったジョークだ。実を言うと、俺たちも理由がわかってねえんだ」

　うんうんと美み琴ことが上下に首を振る。そしてすぐに「私スベった!?」と目を丸くした。

「それじゃあ納得も何もできるわけないじゃないですか！　第一、あなたたちが何者なのかもわかってないのに」

「だからＦＢひゃい……」

「その設定引っ張るな」

　代わりに美琴の頰ほおを引っ張った。

　どうしたものか。理由はこっちも知らないから言いようがないし、正体なんて、他ほかの世界から来たハテビトっていうあなたたちとはちょっと違った感じの人なんですなんて言ったら、今度こそ家から蹴けり出されそうだ。やはりマフィアとＦＢＩで押し切るべきだったか。今さら何を言っても噓うそにしか聞こえないだろうし。いや、実際噓なんだが。

「やっぱり家から出て……」

「よしわかった！」

　春はる菜なを遮さえぎったのは美琴だった。椅い子すを後ろに倒し立ち上がる。

「理由の代わりに何かあげる。それでいいでしょ？」

　神しん一いち郎ろうも美琴が何を言っているのかわからなかった。しかし美琴は自信満々の笑えみだ。

「どういうことですか？」

「周しゆう慈じの近くにいなくちゃいけない理由は、私たちもマジで知らないの。これは信じて。でも、私たちをここに住まわせてくれたら、色いろ々いろ見返りがあるよってこと」

「なるほど」

　美琴に感心するというのはなんとなく悔しいが、してしまったものは仕方がない。悪くないアイディアだ。

「じゃあ訊ききますけど、見返りっていうのは具体的に何ですか？」

「そうだね。例えば、さっきのこいつの力見たでしょ？　春菜ちゃんは車椅子だから何かと不便そうだけど、こいつがいればもう安心。どんな段差も車椅子ごとひとっ跳とび。一家に一台、いると便利な神一郎」

「はあ……」

　どこの通販番組だよと言いたげな表情だ。いきなり商品にされた神一郎も同じ心境である。

「それで、お前は何をするんだよ。美琴」

「私はね、周慈をもういじめられなくしてあげる」

　不敵な笑みを浮かべて。

　いきなり自分の名前が出てきた周慈は、「え？」と顔を上げた。

「それは……あなたが周慈をいじめている人たちを説得してくれるということですか？」

「バーカ。説得なんてしなくても、再起不能にしちまえば解決だろうが。周慈が卒業するまで入院しててくれりゃいい。なあ美琴」

　骨折ではせいぜい二ヶ月。内ない臓ぞう、もしくは脊せき髄ずい辺あたりを痛めつけるのが得策だろう。

　春はる菜なが睨にらむ。殺すわけじゃないとフォローしたところで意味はなさそうだ。

「バカはあんたよ神しん一いち郎ろう」

「お？」

「そりゃあ私が出で張ばっていじめっこの骨でも何でも砕くだいちゃえばそこで終わりよ？　でもそれじゃ意味ないじゃん。周しゆう慈じが自分でいじめに打ち勝たないと、本当に解決したとは言えないんじゃない？」

　なんとまあ、マトモなことを言いやがる。神一郎は昨さく夜やのことを思い出していた。こいつ、こんなキャラだったっけか。

「確たしかにそれが理想だろうな。でもよ、こいつだぜ？」

　向かいに座る気弱な少年。さっきから一言も喋しやべらず、神一郎と目を合わせようともしない。

「それをどうにかするんじゃん。周慈、今日きようから特訓だからね」

　ケンカを仕込むつもりのようだ。周慈は細身ではあるが特に体格的に不利があるわけでもなく、戦い方を教えれば勝ち目がないわけではない。あくまで、本人の気持ち次第なのだ。

「ちょっと待ってください！　周慈にそんな乱らん暴ぼうなことなんて……」

　そら来た。神一郎と美琴は同時にため息。

「春菜ちゃーん、ちょっと過か保ほ護ごなんじゃない？　周慈だって中二の男の子なんだからさ、強くなりたいって願がん望ぼう、少しはあると思うよ」

「それはそうかもしれませんけど……」

「っていうかさ、本人の意思を尊重するべきだろ」

　三人の視し線せんが周慈に集まる。周慈は春菜を見て、美琴を見て、神一郎を見て、そしてうつむいた。じれったい。美琴の貧乏揺すりがうるさい。

「どうなの？　周慈」

「僕は……」

　また黙だまる。今日きよう出会ってから、こいつは一度に十数文字しか話してないんじゃないだろうか。はっきりしろよ。あと美琴の貧乏揺すりがうるさい。

　周慈はぎゅっと目を閉じ、開き、美琴を見た。周慈の目を見た美琴は、どこか嬉うれしそうに口元を緩ゆるめた。

「強く……なりたいです」

「……っ！」

　神一郎と美琴の顔に緊きん張ちようが走る。今のは何だ。何が起きた。ちらりと美琴を見ると、美琴もこっちを見ていて目が合った。

　急に目つきの悪くなった二人ふたりに、春菜と周慈は戸と惑まどっているようだった。

「どうかしたんですか？」

「いや、何でもない」

　話は後だ。神しん一いち郎ろうは横目でそう美み琴ことに伝えた。美琴は小さくうなずいた。

　今は、こっちの交渉を優ゆう先せんさせるべきだ。

「周しゆう慈じ……」

「ずっとお姉ねえちゃんに守ってもらってて、強くならなきゃって思ってたんだけど、やっぱりあいつらは怖いし……。だから、何かきっかけが欲しくて……それで……さっき、この人が石を砕くだいて、そしたらあいつらすごく怖がってて……。その時の顔がちょっと面おも白しろくて……。僕も怖かったけど、強いのっていいなって、すごいなって……」

　絞り出すように周慈は言った。ちゃんと長く喋しやべれるじゃないか。そして、あれはあくまでマジックだ。

　肉体的な強さと精神的な強さは別物だ。いじめられないためには、精神的な強さが大切だろう。周慈はその辺を勘かん違ちがいしているようだが、肉体的な強さというのは、自信となって精神にも大きく影えい響きようを与える。今は、これでいいのではないだろうか。

「よーし！　よく言った周慈。あんた、強くなれるからね！」

　美琴は身を乗り出し、無理やりに周慈の手を取るとしっかりと握った。そして力強い笑え顔がお。美琴は見た目だけなら相当な美人だ。それだけは認めてやる。周慈は頰ほおを少しだけ赤くして、照れながらも控ひかえめな笑顔で応こたえた。

「どうする？　お姉ちゃん」

　神一郎にお姉ちゃんと呼ばれたのが気に食わないのか、春はる菜なは眉まゆをひそめたが、すぐに穏おだやかに笑った。

「周慈がいいなら……」

「そうか。なら自己紹介しようか。俺おれは建たけ代しろ神一郎」

「私は天あま霧ぎり美琴。よろしく」

　話はまとまったはずだが、春菜がちらちら神一郎の方を見ている。気になる。まだ何か不満があるのだろうか。いや、不満だらけだろうが。

「どうした？」

「えっと、その、男の人と同居っていうのが……」

「ん？　ああ、心配するな。俺はお前に興きよう味みはねえ」

「っ！」

　背中を向けてリビングを出て行ってしまった春菜。「何か変なこと言ったか？」と美琴に訊きいたら、「バーカ」と返ってきた。

　つい出てしまった今の発言を後悔したのはそれから一分後。そんなこと言うつもりはなかったというのに。

　本当にバカだ。







　車くるま椅い子すの春はる菜なの部へ屋やはもちろん一階で、何かあった時のために周しゆう慈じの部屋も一階だった。二階には部屋が三つあり、そのうちの二つを使わせてもらうことになった。周慈が掃そう除じしているのか、きれいな床ゆかだった。

　窓は一つ、フローリングで何もない部屋。布ふ団とんさえあればいい。客間かどこかから後で運んでこよう。長期滞在になるようだったら、家具を調ちよう達たつしなければいけない。

　すっかり日も暮れて、窓から月が見えた。壁かべにもたれて一息つくと、隣りん人じんの美み琴ことがノックもなしに入ってきた。

「とりあえず、周慈の近くは確かく保ほだね」

「ああ。それよりも……」

　それはついさっきの話。ほんの一いつ瞬しゆんだが、周慈から英えい力りよくを感じた。しかも、かなりの大きさだった。

　ハテビトの強さの基準、英力。普通の人間とハテビトとの一番大きな違い。相手にダメージを与えるのも、攻こう撃げきを防ぐのも、強力な武器を扱うのも、すべては英力の大きさが左右する。

　もちろん、人間である周慈に英力などあるはずもない。現に、今は周慈から英力は感じない。あの一瞬だけだったのだ。

「周慈が普通の人間じゃないってわかっただけでもよしとしない？」

「そうだな。あの英力の正体を探るのは俺おれらの仕事じゃない」

　当面の問題は、さっきの周慈から出た英力を察知した他ほかのハテビトがいないかということだ。一瞬だったから細かい位置までは特定されてないだろうが、英力の出しゆつ所しよを探るためにこの街に入ってきた可能性は十分にある。

　いや、それよりもまず。

　飯めしにしよう。







　２、 剣士か僧侶か







　一階に下りると、台所に春はる菜なと周しゆう慈じがいた。なんか色いろ々いろ装備があって、これがシステムキッチンというやつか。つけっぱなしのテレビからは、ほのぼのしたペットのニュースが流れている。

「いよっし！　周慈、私がケンカってやつを教えてあげる」

「え？　もうですか？」

「当ったり前じゃん！　『善はマッハ』って言うでしょ？」

　音速で急ぐつもりらしい。美み琴ことは周慈を台所から引ひき剝はがし、リビングへ連れて行ってしまった。

「あ、ちょっと……」

「大丈夫。代わりに神しん一いち郎ろうが手て伝つだうから」

「はあ……」

　連行される周慈をぽかんと見送って、春菜はため息まじりに料理を再開した。まな板にはニラ、卵が数個転がっていて、コンロにはフライパン。春菜はニラを細かくきざんでいる。

「かに玉か」

「料理、詳しいんですか？」

「『かに玉の素もと』が置いてある」

「あ……」

　ほのかに頰ほおを赤く染めて、春菜はニラきざみを続ける。後ろでは美琴のケンカ講こう座ざが始まっていた。

「別に今から筋トレ始めろなんて言わないから安心して。筋肉がつくには時間がかかるしね。今の状態で勝てる方法を考えよ」

「はい。お願ねがいします」

　やる気だな、周慈。いい傾向だ。

　ケンカとなっては黙だまっていられない。神一郎も台所から口を出す。

「相手は三人だろ？　武器の一つでも持たしてやればいいんじゃねえの？　不公平ってことはないだろ」

「素人しろうとの周慈に武器を持たせるのは逆に危険ね。奪うばわれちゃう可能性が高いし。やっぱケンカは拳こぶしっしょ」

　お前ブラシ使ってたじゃねえか。いや、あれは武器じゃなくて清せい掃そう用具、セーフか。

　春はる菜なは順じゆん調ちように料理を進めていて、危なっかしいところはない。ためしに上の戸棚を開けてみると、そこはもちろん空からっぽで、道具はすべて春菜の手の届く場所に置いてあった。

「私には興きよう味みがないんじゃなかったんですか？　無理に手て伝つだわなくてもいいですから」

　言葉が危き機きを感じたハリセンボンみたいにトゲトゲだ。

「今日きようの晩ばん飯めしに興味があるんだよ。冷れい蔵ぞう庫こ、開けてもいいか？」

「どうぞ」

　普通の品しな揃ぞろえである。卵に牛乳、マーガリンなど。何か突とつ拍ぴよう子しもない物を期待していたわけではないが。

　次に野菜室を開けてみた。やけに白いと思ったら、大根がひしめき合っていた。野菜室というより大根の部へ屋やだ。

「随ずい分ぶん大根が多いな」

「安かったので……つい」

　それに、八や百お屋やのおじさんが色いろ々いろサービスしてくれるそうだ。確たしかに、車くるま椅い子すで買い物をしている春菜の姿を想像すると、同情を誘うものがある。

　神しん一いち郎ろうは大根を一本取り出すと、ふむ、と大根と向き合った。

「俺おれに一品任まかせてみないか？」

「えっと、はい、いいですけど」

　スペースを分けてもらい、神一郎は調理を開始した。まずは大根を千切りにし、適当に水気を切る。その様よう子すを、春菜は自分の手を止めて見ていた。

「包丁、上う手まいんですね」

「刃物全般な。醬しよう油ゆとごま油ある？　あとみりんも」

「あ、はい、そこに」

　ドレッシングができたら、大根に鰹かつお節ぶしを乗せ、その上からドレッシングをかける。よくかき混ぜて、きざみのりを散らして完成である。シンプル過ぎる大根サラダだ。

「葉っぱ余ったけど、味み噌そ汁しるにでもするか？」

「私は別に構いませんけど……」

「うい。じゃあ作っちゃうな」

　お湯を沸かして味噌を用意。春菜が何だか面おも白しろい顔をしていたので、からかってみようかと思ったが怒られそうだからやめた。

　こうして、食卓は春菜の予定よりも少しだけ豪ごう華かになったのだった。

　夕食の後、神一郎が歌番組を観みていると、春菜が隣となりに並んだ。何か言いたげに神一郎を見ている。

「どうした？」

「あの、さっきの大根サラダの作り方、教えてくれませんか？」

　はまったか、春はる菜な。







　美み琴ことのケンカ教室は続き、食後には庭で周しゆう慈じに正せい拳けん突づきを仕込んでいた。毎日左右百本ずつを義務づけ、運動に慣なれていない周慈はひいひい言いながら庭で練習していた。蹴けりは教えずに、パンチだけを武器にするようだ。色いろ々いろ詰め込んでどれも中途半端になるよりいいかもしれない。

　そして今は真夜中。周慈と春菜は眠りについて、神しん一いち郎ろうと美琴は藤とう堂どう家けの屋根の上にいた。

「いやー、あんた意外に器用だね。美お味いしかったよ」

「どうも」

　作ったのはサラダと味み噌そ汁しるなのだが、ありがたいことに好評だった。しかめっ面つらの多かった春菜の顔も、いくらか緩ゆるんだ気がする。自分が作った料理を美味しいと言ってもらえるのは単純に嬉うれしいことで、また何か作ってやってもいいと思う。

「そういえば、この家って両親はいないのかな。帰ってきてないけど」

「いねえよ」

「知ってんの？」

「一階の和室に仏ぶつ壇だんがあった」

「……そっか」

　この家は、両親が残していってくれた物なのだ。二人ふたりで住むには大きすぎる。

　日付の変わった住宅地はひっそりとしていて、数メートルおきに外灯が辺あたりを弱々しく照らしている。泥どろ棒ぼうが動くにはちょうどいい時間帯だが、犬を飼っている家が多いからやりづらいだろう。藤堂家には犬はいないが、犬よりも厄やつ介かいな居候がいる。嚙かまれるどころじゃ済まされない。

「うおーい」

　と、月をバックにカラ助すけが無意味にカッコよく飛んできた。それにしても無意味だ。

「よう。何の用だ？」

「ちゃんとやってるか確かく認にんさ。護ご衛えいする少年には近づけたか？」

「もう同居まで成功しちゃいました」

　美琴が親指を立てて、その親指でカラ助の首を突いた。

「ぐえ！　同居って普通にすごいな。どうやったんだ？」

「丁てい寧ねいな物腰でお願ねがいしたら、快こころよく了承してくれたぞ」

「……ま、頑張れよ。っていうか、いきなり仕事っぽいな」

　カラ助の声のトーンが落ちる。こいつもちゃんと今の状況を察知しているようだ。

「ああ。ちょっくら行ってくる」

「おいらは他ほかに仕事あるから。じゃあなっ」

　カラ助すけは慌ただしく飛び去っていった。逃げやがった、あいつ。しかし、戦せん闘とう力りよくのないカラ助がいたところで足手まといになるだけだ。あいつも、自分でそう判断したのだろう。

　神しん一いち郎ろうと美み琴ことは屋根から下りて、どちらからともなく歩き出す。

　さっきから英えい力りよくが惜しみなくガンガン伝わってくる。どう考えても誘っている。この街にいるハテビトを。そして、二人ふたりが乗らないはずがない。

「あんだけ弱いだの女め々めしいだの言っときながら、なんだかんだで世話焼くんだな」

　英力を感じる方向を目指しながら、神一郎は言った。

「ホント、我われながら面めん倒どうな性格だと思うね。でもまあ、私たちは周しゆう慈じの近くにいられるし、周慈も強くなれるし、一いつ石せき二に鳥ちようってことでいいんじゃない？」

「ん。責任持って勝たせてやれよ」

「もっちろん！　っていうか、あんたも手て伝つだってよ」

「俺おれは春はる菜なの世話で精せい一いつ杯ぱいだ」

「あらあら、それは失礼」

　だらだらと三十分くらい歩いただろうか。河か川せん敷じきにたどりついた。月明かりのおかげで視界はいい。土日は少年野球の練習でもしているのだろう、ベースやネットの設備が見える。ゆっくりと流れる川かわ面もに、満月が映っている。

「ふいー。夜でもまだ暑いねえ」

　美琴はシャツをぱたぱたと、空気を送り込んでいる。

　相変わらず英力は感じるのだが、特に変わったところはない。強いて言うなら赤いランドセルを背負った子供がいるくらいだ。

「そういや、服買わねえと」

　美琴と春菜では十センチほど差があるし、神一郎と周慈では神一郎の方が圧倒的に背が高いので、服を借りるというわけにはいかない。

「明日あした調ちよう達たつだね。お金はあるし」

　昼間に狩った不良たちのものである。

　河川敷に変化はない。赤いランドセルの少女がつっ立っているくらいだ。

「……あれだよねえ」

「だな」

　英力は間違いなくその少女から発せられている。少女はうつむき加減のまま動く気け配はいはない。

「お嬢じようちゃん、迷まい子ご？」

　十分な距きよ離りをとって、美琴が話しかけてみた。少女はやっと顔を上げ、凜りんとした二つの瞳ひとみで二人を見据えた。小こ柄がらで幼い外見とは不ふ釣つり合あいな、強い意志が全身にたぎっているようだった。
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「夕方の英力はお前らか？」

　低めのよく通る声で、少女は言った。白い肌に長く黒い髪、薄うす手での半はん袖そでパーカーにチェックのミニスカート。日本と季節に合わせたのだろう。危ない趣しゆ味みのおっさんもしくはお兄にいさんが思わず誘ゆう拐かいしたくなるような容よう姿しだ。

「おう俺おれだ。ゴキブリの思わぬ襲しゆう撃げきに遭あって、思わずぴょろっと英えい力りよくを出しちまった」

　今はこう言っておくべきだ。周しゆう慈じの存在を知られては面めん倒どうだ。矛ほこ先さきは自分に向けておいた方がやりやすい。

　美み琴ことも話を合わせる。

「あん時はびびったよねー。まさか変形合体するとは思わなかったし」

「装そう甲こうの薄いところを探すのに苦労したな」

　二人ふたりして少女の様よう子すを窺うかがう。

「日本のゴキブリは侮あなどれぬな」

　小さく眉まゆを動かす。変形合体したゴキブリでも想像してしまったのだろうか。確たしかに、実在すれば恐怖の対象でしかない。

「それで、露ろ骨こつに英力出して私たちを誘って、何の用？」

　わかっているくせに、美琴は訊きいた。

「私の任務はこの国のどこかに散った日本勢力のイルフィニ、ヤサカニとクサナギの入手。当然、その過程で邪じや魔まをするハテビトの排はい除じよも任務のうちだ」

　イルフィニとは、ハテシナに存在するたくさんの武具の中でも、量産できない唯一無二の武具のことである。神しん一いち郎ろうの持つクサナギを含む三大武具ジンギもそれにあたり、単純に強力であったり特殊な力を持っていたりする。もちろん、美み琴ことのブラシは違う。

「よく平然とそんなこと言えるよね。やってることは泥どろ棒ぼうだってのに」

「何とでも言うがいい。イルフィニの中でも三大武具の力は絶大、持っておくに越こしたことはない」

「さあて、何に使う気かねえ……」

　威い嚇かくにもなるし、その気になれば直接的な武器にもなる。人間たちの世界で言うところの核兵器みたいなものか。

　神一郎たちの世界、ハテシナでは、各勢力がそれぞれ強力なイルフィニを持つことによって、均きん衡こうが保たれていた。日本勢力の場合は三大武具がそれだ。しかし、三大武具が他ほかの手に渡ってしまうと、その均衡は崩れ、日本勢力は一気に押おし潰つぶされてしまう可能性がある。逆に、他の勢力にすれば、三大武具を手に入れることによって、頭一つ抜けることができるというわけだ。

「私はこれより任務を開始する。私し怨えんはないが、死んでもらおう」

「こっちのセリフだ。お嬢じようちゃん」

　少女が英えい力りよくを解放する。すると、黒い髪は銀に染まり、瞳ひとみも青へと色を変える。

　少女からの英力が、静電気のように肌にぴりぴりする。

「うわっ……。すごい英力。あのちっこい体でまあ」

「いや、あれは体を小さくすることで、体内の英力の密度を高めてるんだ。上う手まくやったもんだ」

「へー。なら私も小さい体に生まれればよかった。バッタくらいに」

「武器持てないだろ」

　おそらく、あれくらいが限度だ。

　美琴はデッキブラシを、神一郎はクサナギを手にした。試しに軽く引っ張ってみたが、当然のように抜けそうにない。

「それは……まさかクサナギか？」

「覚えときな。こういうのを棚からぼた餅もちって言うんだ」

「そうか……面おも白しろい」

　少女は背負っていたランドセルを開けると、後ろ手に腕を突っ込んだ。中から出てきたのは、どう考えても物理的にランドセルには収まるはずのない長い武器だった。英力を使って収納していたのだろうが、手品みたいな光景だ。

　少女が握るのは、柄えと刃やいばの長さが同じくらいの、背ほどもある武器だった。槍やりっぽい剣、剣みたいな槍、どちらの形容もふさわしいように思えた。鈍い金の刃は、どこか禍まが々まがしい。

「我わが主あるじより預かったこの槍やりのイルフィニ、グングニルとどちらが強いか勝負といこうではないか！」

　少女は一度大きく槍を薙ないで空気を切り裂き、切っ先を神しん一いち郎ろうに向けた。

「げっ」

「グングニルか」

　北ほく欧おう勢力のトップの持つ槍。そんな物を預かっているのだから、この少女はかなりの腕の持ち主であると同時に、信頼されているのだろう。

「その主は来ないんだ」

「主が出向く程ほどのことではない。私で十分だ」

「ふーん。なめられたもんね」

　いや、ここは正直に本人が来なくて幸運だと思っておくべきだ。抜けないクサナギでは文字通り太た刀ち打うちできない。美み琴こともそれくらいわかっているはずだ。その証拠に、さっきから美琴の顔から緊きん張ちようが消えない。

　少女は、会ってから初めて口元を緩ゆるめた。まるでこれから始まる戦せん闘とうを、楽しもうとしているように。巨大な槍が振るえることが、嬉うれしくて仕方がないというように。

「私はレッテ。ヴァルディア一番隊隊長だっ！　いざ尋じん常じように勝負！」

　グングニルを振りかぶり、レッテは真まっ直すぐ突っ込んでくる。神一郎はそれを正面から受け止めた。速すぎて、よけることができなかった。

「くうっ……」

　無む意い識しきに声が漏れる。昨日きのうの天使とは雲うん泥でいの差。槍は重く、鞘さやで受けた瞬しゆん間かんに体が数十センチ後ろにずれたのがわかった。

「どうした。何な故ぜ抜かない」

「余計なお世話だ」

　ヴァルディア。女のみで構成された北欧の戦せん闘とう集団。どれくらい人数がいるかは知らないが、ここに一人ひとりでいるということは少数精せい鋭えいだと考えていい。確たしかに、強い。

「私はシカトかこのガキがっ！」

　レッテの後ろから美琴がブラシを打ち下ろす。レッテは槍から片手を離はなし、その手でブラシを防いだ。ほとんど後ろなど見ずに。

　美琴は歯を食いしばり力任せにもう一度ブラシを振り下ろすが、結果は同じで、レッテは片手でブラシを押さえ込んでしまう。

「邪じや魔まだ！」

「な……」

　レッテは神一郎の刀を弾はじくと、振り向きざまに槍を薙いだ。美琴は間かん一いつ髪ぱつブラシで受けたが、もろとも吹っ飛ばされ、きれいな弧こを描いて川の方へ飛んでいった。そして落ちた。あいつ泳げるかなあ。

「拍子抜けにも程ほどがあるぞ。日本のハテビトよ！」

「うっせえ」

　大きな武器を相手にする場合は、懐ふところにもぐり込むというのが定じよう石せきだ。しかし、レッテは重さなどないかのように軽々と槍やりを扱う。斬きり下ろしても突いても薙ないでも、レッテにクサナギが届くことはなかった。

「はあっ！」

　一いつ閃せん。刀は神しん一いち郎ろうの手を離はなれ、遠くに音を立てて落ちた。

　別に、昨日きのう天使二人ふたりに勝ったからといって調ちよう子しに乗っていたわけではない。ただ思い知った。こんなにも差があるものなのかと。

「素手でやるつもりか？　死ぬぞ」

「もちろん。簡かん単たんには死ねねえな」

「死は怖いか？」

「怖くねえよ。死なねえから」

「そうか」

　レッテはゆっくりと、走そう馬ま灯とうを見る時間をくれてやるとばかりに時間をかけて槍を振りかぶった。

　そうだな。走馬灯を見る暇ひまがあったら、パートナーを信じた方が断然マシだ。

「死ね」

「神一郎ぉぉぉ！　五百円玉落ちてるうううっ！」

「マジか！」

　反射的に身をかがめる。しかし足下には芝しば生ふだけ。硬貨など一円たりとも落ちていない。騙だまされた。代わりに、一いつ瞬しゆん前まで神一郎の上半身があったところをブラシが通過してレッテの顔がん面めんに直ちよく撃げきした。

「ぶっ……」

　よかったな。トイレ掃そう除じしたやつじゃなくて。

　神一郎は空中でブラシを摑つかみ、体勢を崩したレッテに追撃した。

「このっ……」

「美み琴ことぉっ！　五百円って言って正解だったな！」

　後ろでおそらくにんまり笑っているであろう美琴に向かって、神一郎は叫んだ。

「でしょ？」

「百円だったら反応しなかったところだ。俺おれは器うつわが大きいからな！」
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　九月の着衣水泳は、それはそれは最悪だった。レッテに吹っ飛ばされて落ちた川は、流れこそ遅いものの意外に深く水は汚くて、その上服は重くなるわで思った以上にてこずった。

　それでもブラシを持ったまま必死のクロールで岸にたどりつくと、すでに神しん一いち郎ろうは劣勢で、あっという間にクサナギを弾はじき飛ばされてしまっていた。あのバカ。もうちょい頑張れっての。

　美み琴ことはとりあえず噓うそ情報で神一郎を動かし、思い切りブラシを投げ、あのクソガキにぶち込んだ。川に落とされた屈くつ辱じよくはこれで一応チャラにしてあげよう。

　神一郎はブラシでレッテにたたみかけている。しかし、いくらももたないだろう。

「ラッキー」

　美琴はつぶやいた。

　今現在とるべき行動として最良なのは、落ちているクサナギを回収して神一郎に加勢することである。つまり、日本勢力が誇るイルフィニの一つ、クサナギを自分が使えるのだ。

　二つに結ゆわいた黒く長い髪は、水をたっぷり含んで重くなっている。しかしそんなことはお構いなしに美琴は走った。

　強力すぎて封ふう印いんまでされていた三大武具ジンギ、その中の一つを使うことができる。嬉うれしくないはずがない。

　何な故ぜ神一郎が持っているかなど、知ったこっちゃない。いや、やっぱり気になるけど、訊きいたところであいつは何も答えてはくれないだろうし。ま、隠し事がある男っていうのもアリかもしれない。趣しゆ味みじゃないけど。

　おそらく、神一郎と同じように、自分にもあの刀を抜くことはできないだろう。なにしろクサナギの本当の持ち主は殉じゆん職しよくしたスサノオ、日本勢力の戦力の要かなめである三さん貴き子しの一人ひとりだ。英えい力りよくの桁けたが違う。

　刀まであと数歩。ブラシと槍やりがぶつかる音が聞こえる。神一郎はまだ粘ねばっているようだ。

　あと一歩。美琴は刀を拾い上げ、られなかった。

「うっ」

　強く握った刀はその場から一センチも動かず、右腕が肩ごと引っ張られ、美琴のスピードに強引にブレーキがかかった。肩が外はずれるかと思った。

　重い。地面に根を張ってしまったのではないかと思ってしまうくらい、刀はびくともしない。

　刀が重いわけではない。そんなことわかっている。しかし、理解したくなかった。自分に刀を持ち上げるだけの英力がないことを。そして、その刀をあいつは当然のように振るっていたことを。

　自分も、日本勢力の中でそれほど劣っているわけではない。現に、人間の地に降りて任務を任まかされたのも、それなりに力があるからだ。

　あいつ、何者なの……。

　っていうかムカつく。なんかムカつく。

「なめんな……」

　刀を両手で握る。足を踏ん張り、歯を食いしばる。

「なめんなああぁぁっ！」

　重量上げの選手はこんな気持ちなのだろうか。誰だれかに勝つために、自分のプライドのために、重い物を持ち上げるその数秒に全力をかける。あのごつい外国人の兄にいちゃんたちと、友達になれそうな気がした。

「はあっ、はあっ……」

　ざまあ見やがれ。美み琴ことは肩で息をしながら刀を持ち上げた。

　再び走り出す。

　こんな所で死ぬわけにはいかない。ネットゲームだって始めたばっかりだし、同時進行していたＲＰＧもラスボスの前でセーブしたままだ。あ、そういえば今こ年としの冬は白いコートを買おうと思ってたんだ。

　とにかく、死ねない理由は山ほどある。

　神しん一いち郎ろうとレッテはブラシと槍やりを交差させ、互いの力を拮きつ抗こうさせていた。それでも、こっちから見えるレッテの顔には汗ひとつない。

　押されて、神一郎の背中がかすかに反ってきている。

「神一郎！　ご注文はあ!?」

「援えん護ご定食一つ」

「ただ今お届けえっ！」

　美琴は踏み切り、飛び込むようにブラシの上から鞘さやを叩たたきつけた。




　　　　＊　　＊　　＊




　後ろなど見なくてもわかる。負けず嫌い丸出しの気け配はいが、背中から突っ込んできた。美琴のクサナギがブラシと重なる瞬しゆん間かんに、神一郎も合わせて一歩踏み込んだ。

「速いな」

「速い、強い、かわいいがモットーですから！」

　自信満々にそう言い放つ横顔は、確たしかに一般的にかわいいと言えるものなのだろう。ま、好みではないけど。

　美琴インパクトでグングニルを押し返す。戦せん闘とうが始まって初めてレッテの顔が歪ゆがむのを見た。

「くうっ……」

「死にさらせクソガキがああああっ！」

　美み琴ことの英えい力りよくが一いつ瞬しゆんだが爆ばく発はつ的てきに上昇した。刀は振り切られ、レッテを弾はじき飛ばす。小こ柄がらな少女の体は、芝しば生ふを散らしながら青い草の上を滑すべっていった。

　英力は始めから持っている量だけが全すべてではない。テンション、意志、思い込みなど、精神的な部分の影えい響きようでかなり上下する。戦せん闘とうにムラが出ないように、一定に保つのもテクニックだが、声を出したりなんなりで、無理やり英力を引っ張り上げるというのもまたテクニックである。

　美琴はいきなりレッテに川まで飛ばされたにもかかわらず、力の差に愕がく然ぜんとすることなく、その悔しさを反はん撃げきの力にした。

　天あま霧ぎり美琴、強い心の持ち主だ。

「デリバリー美琴……またのご利用を……お待ちしておりまーす」

　息も絶え絶えに決めゼリフ。無理して言うセリフでもない気がする。

「常連になってやるよ。あ、刀返せ」

「うい」

　意外にも、素直に美琴は刀を差し出した。こいつのことだから、『持ってる限り私に所有権がある』みたいなことを言い出すかと思ったが、よく見れば、腕が少し震ふるえていた。

「重かったか？」

「いや、まつ毛くらい軽かったね」

「そりゃまた軽い」

　神しん一いち郎ろうもブラシを返した。使つかい心地ごこちとしては悪くなかったが、あと数回あの槍やりとぶつかり合っていたら折れていただろう。やはり清せい掃そう用具は清掃用具だ。

　とっくに起き上がっているレッテは、ゆっくりとこちらに歩いてきていた。纏まとう英力は、色で喩たとえるならさっきまでが青で今は赤かった。つまり、殺気に満ちているのだ。

「第二ラウンドか？」

「最終ラウンドだ」

　レッテにダメージはほとんどない。しかし、押し負けたということが屈くつ辱じよくだったのだろう。

　美琴の英力はさっきの放出で残り少ない。援えん護ごに回すか。

　レッテが槍を構える。なんとかスピードに目がついてきている。次はかわせるはずだ。

「レッテ」

　突然一人ひとりの男が現れレッテに並んだ。レッテとの戦せん闘とうに集中していたせいで、近づいてくる英力に気づかなかった。黒のスーツを着崩し、白いシャツはボタンを外はずして胸が覗のぞいている。長身の金髪で、どこかのホストのような奴やつだった。

　そして、手にはレッテのグングニルにも劣らない存在感を持つ金かな槌づち。上から下まで金きん色いろで、大工道具ではなさそうだ。あれでは釘くぎが打ちづらくてしょうがない。

「新あら手てっぽいね」

「ああ、しかも厄やつ介かいだぞ」

　レッテの仲間、つまり北ほく欧おう勢力で、ハンマーを持っているといったら一人ひとりくらいしかいない。

「遅かったな、デルトール」

「ちょっと道に迷ってな」

　あれだけ英えい力りよくをぶつけていたのだ。この場所がわからないはずがない。きっと、どこかで様よう子すを見ていたのだろう。あの嫌いや味みっぽい顔でずっと見られていたと思うと腹が立つ。

「デルトール……ってことは、あのハンマーは」

「ミョルニルだな」

　グングニルに並ぶ、とまではいかないかもしれないが、北欧勢力の持つイルフィニの中では上位に位置する。まさか、一度にグングニルとミョルニルを相手にするなんて思わなかった。こりゃあ、昨夜ゆうべのように余裕ぶっかましている場合ではなさそうだ。

「あ」

「どうした？」

「ダジャレ考えた。『ミョルニルに妙に似る』。どう？」

「十三点」

「ひゃー、厳きびしいねえ」

　妙に似るって、どんな状況だよ。そして、こいつには緊きん張ちよう感かんというものがないのだろうか。それとも、自分を落ちつかせるためにわざと軽口を叩たたいているのだろうか。個人的にはそれはないと思う。

　今のでもちろんキレる奴やつがいる。デルトールだ。

「お前ら……神聖なるミョミュミュルでダジャレなど……」

「嚙かんだ──っ！」

　ここぞとばかりに噴ふき出す美み琴こと。神しん一いち郎ろうも我が慢まんできずに声を出して笑った。嚙んだ時の顔、少女マンガのヒロインが美少年の前で顔を赤らめるような。意外にかわいい一面があるじゃないか。

「……レッテ、俺おれがこいつら殺していいか？」

　マンガであれば、こめかみに血管が浮き出ているような、低くうなるような声でデルトールは言った。

「好きにするがいい。私は退路を断とう」

　そう言ったレッテが一いつ瞬しゆん「くくっ」と噴き出したのをデルトールは見逃さなかった。

「レッテ」

「すまぬ」

　素直に謝あやまっていた。いやいや、嚙んだ奴やつが悪いのだ。笑った人間に罪はない。

　デルトールはハンマーを地面に叩たたきつけた。轟ごう音おんと共に、地面が揺れる。神しん一いち郎ろうと美み琴ことは「おおっ」と足踏みをした。

「鉄てつ槌ついミョルニル、その身に刻み込んでやる！」

「今度はちゃんと言えたな」

　もはやデルトールは軽口には反応しない。神一郎を睨にらみつけ、踏み切った。

「はあっ！」

　受けるか、かわすか。おそらくミョルニルは大振りだ。それならば、かわしてカウンターが理想的だ。さっきまでレッテとやり合っていたおかげで、目は追いつく。

　かわせる。

「っ！」

　驚きよう愕がくしたのはデルトール。神一郎はかわすために足を動かし、美琴はレッテの動きをうかがいつつ後ろに回り込もうとしていた。レッテは距きよ離りをおき、特に動作はない。

　それなのに、振り下ろしたデルトールのハンマーが見えない壁かべにぶつかり動きを止めたのだ。

　ガキンと、強化ガラスをバットで殴ったような音が響ひびいた。

「これは……」

　四人の動きは即座にキャンセルされ、立ちつくす。誰だれもが、今の現象を理解できないでいた。

「間に合いました？」

　上品な女の声。声のした方に首を回すと、土手の上からのんびりとこちらへ歩いてくる一人ひとりのハテビトがいた。

　薄うすいピンクのブラウスにベージュのプリーツスカート。茶ちや色いろく長い髪を揺らして、そいつは微笑ほほえんでいた。外見は二十代後半。「お姉ねえさん」と呼ぶと複雑な顔をして喜び、「おばさん」と呼ぶと半ギレで苦にが笑わらいされそうな微妙なお年とし頃ごろだ。

　パン屋にいれば、毎日顔を見るためにパンを買いに来るような純粋な学生が五人くらい生産されそうな穏おだやかなお姉さんだが、両手に持っている物が一大事だった。

　お姉さんは右手には日本刀、そして左手には周囲に銀の飾りがこれでもかとついた手て鏡かがみを持っていた。

「建たけ代しろ神一郎、天あま霧ぎり美琴と名乗っているそうですね」

　ということは、日本のハテビトのようだ。敵ではない。

「頑張っているようですね」

　お姉さんは二人ふたりに並ぶと、ぽんと肩を叩いた。美琴は「あ、ども」なんて言っている。

「誰だ？」

　レッテが問う。お姉さんは口元の笑えみを絶やさず、「んー……そうですねえ」と考えて、やがて言った。

「そうですね。せっかくですから、天あま野の照てる子こ……とでも名乗りましょうか」

　空気が変わった。四人の表情はこわばり、レッテとデルトールは一歩後ろに引いた。そして、槍やりとハンマーを構える。

「アマテラスか」

「初めまして。助すけっ人とに参りました」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、照てる子こと名乗ったお姉ねえさんはまた微笑ほほえんだ。

　実際に見るのは初めてだ。三年前のオロチ討とう伐ばつの時にも違う部隊だったし、最近はひきこもっていたらしいし。

　名前は聞いたことがあるけど、実物を見たことがない。正直、ツチノコみたいなものだと神しん一いち郎ろうは思っていた。

　美み琴ことも初対面のようで、初めて来日したパンダを見るような目でじろじろ観かん察さつしている。

「まさか、三さん貴き子しの一人ひとりが来てくれるとはね」

「とは言っても、残りの二人ふたりはもういませんけど」

　弟であるスサノオとツクヨミ。一人は死に、もう一人は行方ゆくえ不ふ明めい。三貴子も今や姉一人だけだ。

「戦せん況きようはいかがですか？」

「正直あんまりよくない。ヴァルディアとデルトールが相手だしな」

「でもまだ死んでいないということは、善戦しているようですね」

「……まあな」

　この物腰と余裕は何だ。あの二人組とそんなに力の差があるのか、それともただの性格なのか。それでもあいつらへの牽けん制せいは怠おこたっていない。その証しよう拠こに、さっきからレッテもデルトールも様よう子すをうかがっているだけだ。

「さて、それではいきましょうか。アマギリさん、かなり英えい力りよくを消しよう耗もうしているみたいですけど、大丈夫ですか？」

「はっ。あんたがアマテラスだろうと何だろうと、頼りっぱなしってのは嫌いやなんでね」

「ふふふ。いいことですね」

　照子が目つきを鋭するどく変える。レッテとデルトールが飛び込んできていた。しかし、照子はその場から動かず、神一郎と美琴にも動かないように命じた。そして、左手に持った鏡かがみを前に出す。

　槍とハンマーは届かなかった。さっきのように見えない壁かべに阻はばまれ、照子はただ微笑んでいるだけ。

「……ヤタノカガミか。どうやら防ぼう御ぎよ特化のイルフィニのようだ」

　デルトールが呟つぶやく。照子は「その通りですよ」とあっさり認めた。

「すげえな。三大武具ジンギのうち二つがここにあるのか」

　神一郎はクサナギを握り直した。ヤタノカガミを使いこなしている照子と、刀を抜けない自分、力の差を認めるしかなかった。照てる子こは三さん貴き子しなのだからと割り切ってしまうことは簡かん単たんだったが、それができない性格だということくらいわかっている。

「もし負けたら大変なことになりますね」

　負ける気がない奴やつのセリフだ。

　照子の右手に持っている刀の鞘さやが滑すべり落ちる。銀ぎん色いろの刃やいばは姿を見せた途と端たん、長く伸び蛇へびのようにうねった。これは刀というよりも鞭むち。これもイルフィニか。同時に二つのイルフィニを扱うことができるとは。

「出番ですよ。鬼おに切きり丸まる」

　一振りすると、刃は不規則な曲きよく線せんを描きレッテに襲おそいかかる。地を這はうような刃をよけた拍子に片足が浮き、そこに神しん一いち郎ろうが飛び込んだ。

「はあっ！」

　攻こう撃げきは防がれたものの、体重差もあり体勢はこちらが有利。そこから連撃を仕掛ける。

　鬼切丸の刃は方向を変えデルトールへ。刃先の後を追うように美み琴ことが走っていく。

「図に乗るな！」

　デルトールは無む駄だな動きなくバックステップで刃をかわし、美琴を迎むかえ撃うつ。タイミングは完かん璧ぺきだった。美琴に直撃コースだ。

「ははっ。当たらなーい」

「くそっ！　また……」

　しかしハンマーは美琴の顔がん面めん直前で見えない壁かべにぶつかり、美琴は横に回り込む。バットのスイングのように、隙すきだらけの脇わき腹ばらにブラシをぶち込んだ。

「カキーン！」

　クリーンヒットだった。打ったのが野球ボールであれば、センターバックスクリーンまで持っていける当たりだ。さすがのデルトールも体を「く」の字に曲げて、声を漏らした。

「っ……」

　美琴の追撃はハンマーで受け、距きよ離りを取る。レッテも神一郎から離り脱だつし、並んだ。

「レッテ、あの鏡かがみ、破れるか？」

「グングニルの最大出力をもってすれば可能かもしれんが、私にももうあまり英えい力りよくは残されておらぬ」

　レッテの息が上がっている。グングニルを振るっているのだ。いくらヴァルディアといえども、英力の消費は大きいだろう。

　照子が来たおかげで戦せん況きようが覆くつがえった。このまま押し切れるだろうか、いやしかし、美琴の英力はもう数分ともたないだろうし、神一郎もそろそろきつい。

「退ひくか？」

　と言ったのはデルトール。途中からの参戦で、英力だけ見れば残量はあるはずだが、レッテのことを考えての判断だろうか。

「退ひいてくれると助かりますねえ。私も早く帰りたいので」

　照てる子こは相変わらずの微笑ほほえみ。とどめを刺す気はないのか、それとも神しん一いち郎ろうと美み琴ことではこの辺あたりが限界だと思っているのか。悔しいが、事実だ。

「何か用事でも？」

「ええ。帰ってネットゲームをしなくてはいけませんので」

　遊ぶのかよ。待てよ、噂うわさで聞いたことがある。三年前、弟を失った照子はショックでひきこもり、さらに光ひかり回かい線せんを引っ張り込んだとか何とか。

　神一郎の呆あきれた視線に気づいた照子は、人差し指を立てて熱ねつ弁べんを始めた。

「私結構有名なプレイヤーなんですよ？　三年間でレベル５００の剣士になりました」

「すげ──っ！」

　美琴食いついた。

「私まだレベル２５の魔ま法ほう使つかいなんだよねー」

　神一郎は二人ふたりとの間に壁かべを感じた。いや、ヤタノカガミの物ではなく。

「やっと『モニモニの洞どう窟くつ』に行こうと思ったら、出動命令が出ちゃいまして……。パーティのみんなには迷めい惑わくかけてしまいました」

「『モニモニの洞窟』って、難なん易い度どＳのダンジョンじゃん！　すげー」

　美琴のはしゃぎかたが尋じん常じようではない。そんなに面おも白しろいのなら今度やってみるべきか。

　それよりも、前のお二人の様よう子すが気になる。照子と美琴のやりとりを、時間稼かせぎの作戦だと思ってくれたら幸いだ。ただのバカだと思われたらドンマイだ。

「おい」

　デルトールが照子を睨にらみつける。余裕を見せつけられたことで逆上したか。

「今、『モニモニの洞窟』と言ったか？」

　なんと。

「レベル５００の剣士……『カスミ』か？」

「ええ、そうですけど。あなたは……」

「俺おれは……レベル４９７の僧そう侶りよだ」

　はっと、照子が目を丸くする。それは、懐なつかしい友を見るような、感動と喜びが混ざった目だった。

「噓うそ……あなたが『アリス』？」

「……そうだ」

　まさかの邂かい逅こうだった。

　いや、それよりも。

「アリス───っ!?」

　またも美み琴ことが豪ごう快かいに笑った。今度は神しん一いち郎ろうも同時に。そりゃそうだ。あの金髪ホスト風の男が、ネットゲームでアリスと名乗っていたのだ。こんなにも愉ゆ快かいなことはない。抱腹絶倒とはこのこと。神一郎と美琴は芝しば生ふの上をごろごろと転がり回った。

「アリスって……かわい──！」

「デルトールが、あのデルトールが……あっはっはっはっは！」

　息ができない。二人ふたりがひいひいと呼吸困こん難なんと戦っている時、レッテは静かにデルトールを見上げていた。

「デルトール、お前」

「…………」

「ネカマ……だったのか」

「……女を演じていると、周りのプレイヤーが優やさしいんだ」

　つまりこれはあくまで作戦なのだと、そうアリスは言った。照てる子こは納得したのか、うんうんとうなずいている。

　神一郎と美琴はやっと立ち上がった。まだ顔と膝ひざが笑っている。

　照子は鬼おに切きり丸まるを鞘さやにおさめると、言った。

「退ひく理由ができてしまいましたねえ。アリスの持っている『虹にじの宝石』がないと、『モニモニの洞どう窟くつ』には入れませんから」

　だから、ここで殺すわけにはいかないと。

「俺おれとしても、カスミがいないのは辛つらい。あそこのモンスターを倒すにはカスミは不可欠だ」

　だから、ここで殺すわけにはいかないと。

　ゲームの世界で交渉が成立した。言いたいこと、考えるべきことはたくさんあったが、結果オーライということで神一郎は結けつ論ろんを出した。正直、なんか面めん倒どうくさくなった。

「退くぞ、レッテ」

「わかった、アリス」

「……怒ってるのか？」

「いや」

　北ほく欧おうの二人は、川を跳とび越えると、夜の闇やみに消えていった。

　音が戻ってくる。流れる川の音、走る車の音、葉を揺らす風の音が、戦いが終わったということを告げた。

　照子は一つ息をつくと、もうお馴な染じみの微笑ほほえみを見せた。

「お疲れ様です。これが最良の形ですかねえ」

「そうかもな。いや、助かった。あんたが来てくれなかったら、多た分ぶんやばかった」

　結果として、誰だれ一人ひとり死なずにここにいる。あのまま戦っていたら、どうなっていたかわからない。

「ま、私がいたからあんな奴やつら楽勝だったけどねー」

「だったらその汗は何だ？」

　美み琴ことはぺたんと座り込むと、乾いた笑え顔がおで頭を搔かいた。

「あははー。ちょっと英えい力りよく使いすぎたみたい。立てないや」

　大笑いする力はあったくせに。確たしかに、あれは疲れも吹っ飛ぶくらい面おも白しろかった。

「さて、タケシロ君。そのクサナギは？　三年前にスサノオが死んで以来、行方ゆくえ不ふ明めいだったはずですが」

　やっぱり気づくよなあ。セリフによって、照てる子この笑顔が穏おだやかにも威い圧あつ的てきにも見えるから不ふ思し議ぎだ。この人の前で噓うそは通用しそうにない。

「ネコババした」

「あら、それは悪いことですねえ」

「悪いことだよねー」

　お前まで、美琴。

「できれば返したくはないんだけどな」

　日本勢力にとってこれは大切な物だが、神しん一いち郎ろうにとっても、これは命に代えても守るべき物だった。誰だれにも渡せない理由がある。

　力ずくでこられれば負けてしまうが、意外にも照子はそのままお使いくださいとのこと。

「戦いはまだ続きます。昨日きのうの天使二人ふたりを倒した実じつ績せきもありますし、預けておいても大丈夫だと判断しました」

「どーも」

　刀で肩を叩たたく。

「普通のハテビトでしたら、持ち上げることもできないはずなんですけどね。スサノオ部隊、副隊長というのは伊だ達てではないということですか」

　懐なつかしいことを言う。もう三年も前の話だ。いや、三年なんて最近のうちか。

　副隊長。もう捨てた肩書きだ。

「は？　どゆこと？」

　頭の上にクエスチョンマークを三つほど浮かべているのは美琴。照子は「ご存知ありません？」と余裕の表情。

「三年前にオロチを討とう伐ばつするために編へん成せいされたいくつかの部隊の中でも、最強の戦せん闘とう力りよくを持った部隊、それがスサノオを隊長とした部隊です。彼はその副隊長を務めた方です」

　三年前のことは日本勢力に大変な混乱を招いた大事件だが、討伐に向かったのが誰かなんて公表されたわけじゃないから、知らない奴は全然知らない。美琴もその一人ひとりだったようだ。

「……あんた、すごい奴だったの？」

「バカ言え。俺おれは前からすごいぞ」

　しばらくの間、美み琴ことは「ふーん」とか「はーん」とか言って神しん一いち郎ろうの顔をじろじろ見ていた。やがて、「そうは見えないけどねえ」という一言で結けつ論ろんづけた。

「そうだ、一つ質問いいか？」

　美琴が納得したところで、昨日きのうから気になっていたことを訊きいてみることにした。

「何でしょう」

「藤とう堂どう周しゆう慈じの護ご衛えいを俺おれたちに命じたのはあんたか？」

　照てる子この眉まゆがぴくりと動く。

　いくらネットゲームにはまっているひきこもりでも、発言力はあるはずだ。それに、周慈から漏れた英えい力りよくについて、何か知っているかもしれない。

「ええ。私です」

「あいつは何者なんだ？」

　そこで照子は首を傾かしげた。茶ちや色いろい髪が揺れる。

「私にもわかりません。それを確たしかめるという目的を含めて、あなたたちに護衛についてもらったのです」

「何かわかったら報告。何かに襲おそわれたら護衛ってこと？」

　護衛だけだと思っていたら、早速仕事が増えた。

「そういうことです。それでは、頑張ってくださいね」

　そんなにネットゲームがしたいのか、照子は早々に帰っていった。きっとこれから『モニモニの洞どう窟くつ』に挑むのだろうが、ついさっきまで殺しあっていた奴やつとパーティーを組むのか。変な世の中だ。

「ゲームに国境はないの」

　だそうだ。

　帰り道。美琴はほとんど動けないので、神一郎が肩を貸している。秋とはいえまだ九月、そろそろ夜が明ける。春はる菜なたちが起きてくる前に、部へ屋やに戻っておかなければいけない。これ以上怪しまれるのはごめんだ。

　美琴はネットゲームについて散さん々ざん話した後、そういえばと神一郎に言った。

「あんた、副隊長だったんだね」

「まあな」

「なのにあんなに料理上う手まいんだ」

「関係ねえだろ。一人ひとり暮らししてりゃ勝手に身に付くんだよ」

　ハテビトだって食べなくちゃ生きていけない。ハテシナにもコンビニはあるし、スーパーで惣そう菜ざいを買って済ませることもできる。しかし、自じ炊すいの方が安上がりだというリアルな事情と、新たなメニューへの探究心が、神一郎の腕を磨みがきあげたのだった。

「へー。あたしは実家暮らしだからね。楽チン楽チン」

「お前はちっと練習しやがれ」

「嫁よめにいくわけでもないし、いらないね」

　美み琴ことは乾いてきた長い髪の毛先をいじり、「へくちゅん！」という意外にもかわいげのあるくしゃみをした。だが語尾に「大だい魔ま王おう～」がついてきた。

　こいつの旦だん那なになりたいという奴やつがいたなら、心から尊敬してやりたい。

　いつまでたっても出ていかない娘を持つ美琴の親を不ふ憫びんに思っていると、家の近くまで来て「あっ！」と声をあげた。

「どうした？」

「新しい武器、照てる子こに申しん請せいすればよかった」

「はっ。お前にはブラシがお似合いだ」

「うっさい！」

　頰ほおをつねられた。ムカついたので美琴から離はなれると、足にきている美琴は歩けずに道路に突っ伏した。やがて顔を上げ、ニッコリと精せい一いつ杯ぱいのスマイル。

「ごめんねっ。私ぃ、一人ひとりじゃ帰れないからぁ、おんぶして欲しいなっ」

　語尾にハートマークをたんまりつけて。いつもより一オクターブ高い声で。

「自力で帰れ」

「畜ちく生しようぉぉぉ！」

　東の空が白しらみ始め、新たな一日が始まろうとしている時、一人の少女が住宅街をほふく前進で爆ばく走そうしていた。







　３、 医者か帝王か







　控ひかえめなノックの音で目が覚めた。美み琴ことがノックをするわけないし、春はる菜なは二階に上がってこない。ということは、ドアの向こうにいるのは周しゆう慈じだ。

　家具がないフローリングに布ふ団とんだけ敷しいて寝ていた神しん一いち郎ろうは、だるい体を起こした。現在七時、三時間くらいしか寝ていない。しかも汗臭い。

「何だ？」

「朝ご飯……食べますか？」

「……食う」

　腹は減っている。あれだけ動いたのだから当然だ。と思ったら腹が鳴った。

　Ｔシャツにパンツ一枚で下りていったら春菜に怒られることは間違いないので、とりあえずジーパンをはいて部へ屋やを出た。

「おはよう」

「おはようございます」

　周慈は制服に着替えていて、白い半はん袖そでシャツに赤いネクタイ、チェックのズボン姿だった。

「美琴は？」

「これから起こそうかと思ったんですけど」

　周慈が美琴の部へ屋やをノックしようとすると、ドアが開いて美琴が出てきた。足は立てるまでには回復したらしい。

　結ゆわいていない髪はぼさぼさで、開いているのか閉じているのかわからない、まだ半分寝ているような目だった。

「おはよー……」

「あの、おはよう……ございます」
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　周慈の視し線せんは美琴から天てん井じよう、壁かべ、床ゆか、そして神一郎へ。周慈が挙きよ動どう不ふ審しんになるのも無理はない。神一郎でさえ気を遣つかったというのに。

「美琴、下はけ」

　Ｔシャツにパンツ一枚で出てくるな。

「あー……一秒一万円」

「つけとけ」

　美琴は「んー」だか「むー」だか言いながら部屋に戻っていった。

　神一郎は固まっている周慈の肩に手を置くと、耳元で言った。

「あいつ今ノーブラだぜ」

「…………」

「俺おれたち住まわせて、いいことあっただろ？」

「…………」

　よし、今後周しゆう慈じは同居について文句を言わないだろう。ナイス思春期。

　待てよ。神しん一いち郎ろうは考える。同じことが春はる菜なにも通用するのではないだろうか。我われながら、スタイルには自信がある。見よ、この割れた腹筋を。

　神一郎はＴシャツとジーパンを脱ぎ捨てると、意い気き揚よう々ようと階段を下りていった。

「おはよう春菜」

　味み噌そ汁しるかけられた。







「うわっ、味噌臭っ！」

　春菜のジャージをはいて下りてきた美み琴ことが、納なつ豆とうをかき混ぜていた神一郎に向けたセリフである。

「汗臭かったから、味噌でごまかそうと思ってな」

　白米に納豆をかける。ちなみに神一郎の分の味噌汁はない。

　食卓に四人が揃そろった。味み噌そ臭くさい半はん裸らの神しん一いち郎ろう、いまだにノーブラの美み琴こと、朝から半ギレの春はる菜な、美琴を見て顔を赤らめる周しゆう慈じ。とても静かな、いや、静まり返った朝食だった。

「お二人ふたりは、今日きようはどうするんですか？」

　神一郎が自分の茶ちや碗わんを空からにしてたくあんをかじっていると、春菜が口を開いた。

「何しよっかなー。っていうか、もうちょっと寝たいんだよねー」

「俺おれも。午後からは服を調ちよう達たつしに行くかな」

「じゃあ私も行くー」

　金は昨日きのう奪うばった分があるから問題ない。足りなかったらまた適当にカツアゲ現場を襲おそえばいい。狙ねらい目めは繁はん華か街がい辺あたりだろう。

　本来なら周慈の近くにいたいところだが、部外者が学校の中までついていくわけにもいかない。それに、今の周慈からは英えい力りよくが微み塵じんも出ていないので、他ほかのハテビトが周慈を察知することは不可能だ。念のために今度カラ助すけに監かん視しを頼むか。英力を出したり出さなかったり、一体何なんだこいつは。

「あの、そうじゃなくて……。私たちは学校に行くから、その……」

　留守をお前たちに任まかせるのが不安だ、と。確たしかにそうだ。

「心配すんな。物盗とって逃げたりしねーよ」

　半裸の男が言ったところで説得力はない。何といっても信用されていない。都合よく泥どろ棒ぼうでも入ってきてくれれば、そいつを瞬しゆん殺さつして春菜の信用を得ることもできるだろうに。

「別に、そういうわけじゃないんですけど」

　そういうわけだろ。

「じゃあ、学校について行こうか？」

「やめてください」

　きっぱり。

　ここで、意外にも周慈が助けに入ってきてくれた。

「お姉ねえちゃん、僕、二人はそんなに悪い人じゃないと思うんだ」

「そんなに」が気になるが、まあ置いておこう。

　周慈のこのフォローを、神一郎は「美琴ノーブラパンツ効果」と呼ぶことにした。

「わかってんじゃーん。周慈はいい子だねえ」

　美琴はコップの牛乳を飲み干し、さらにつぎ足す。

「周慈が言うなら……」

　周慈にはとことん甘い春菜は渋しぶ々しぶ了承。二人の午前中の安あん息そくは確かく保ほされた。

　朝食が終わり、私がやりますと言う春菜を押し切って神一郎が片付けをする。キッチンには二人分の弁当がすでに用意されていた。中学校なのだから給食だと思ったが、私立なのだろうか。

　食器の量も少なく、淡たん々たんと洗っていると、春はる菜ながやってきた。

「洗せん濯たくかごに入っていたお二人ふたりの洋服なんですけど、妙に汚れてましたよ。夜にどこか行ったんですか？」

　特に美み琴ことの服は擦すり切れていたと、春菜は困り顔だ。

「朝方にジョギングに行ったんだ。川原かわらでちょっと戦って、負けた美琴は罰ゲームとしてほふく前進で帰ってきた」

　負けたという噓うそに文句を言いそうな美琴は、すでに二階に戻って寝ている。

「何と戦ったんですか？」

「悪の組そ織しきと」

「そうですか。大変ですね」

　棒ぼう読よみである。春菜はもはや神しん一いち郎ろうの発言を九割方流すことに決めたらしい。周しゆう慈じを守るために命がけで戦っていたんだと言ってやりたかった。信じてもらえないけど。

「これ、合あい鍵かぎです。外出する時は戸と締じまりとガスの元もと栓せんの確かく認にんをお願ねがいします」

「おう」

　春菜は周慈に車くるま椅い子すを押されて学校に行った。それから神一郎はまず、味み噌そ汁しると汗を流すためにシャワーを浴びた。さっぱりして出てくると洗濯機きに洋服が放り込んであった。春菜はいつも、帰ってきてから洗濯をするようだ。

　春菜の心しん証しようを悪くしすぎると、家を追い出されかねない。ここは家事を手て伝つだって挽ばん回かいしよう。神一郎は洗濯機を回した。全自動なので脱水までやってくれる。

　朝のワイドショーを見て時間を潰つぶす。ハテシナでも人間界でも、どうして芸能人の結婚だとか離り婚こんだとかはこうも盛り上がるのだろうと不ふ思し議ぎに思っていると、ピッピッと音が鳴ったので取り出して庭に干す。美琴の服は破れてしまって使い物にならない。洗って損した。

　庭にいると、犬の散歩中の近所のおばさんに不ふ審しんな目で見られたので、遠い親しん戚せきで二人暮らしは大変だろうから助すけっ人とにきたと言いい訳わけした。おばさんも、まさか空あき巣すが洗濯なんてしないだろうと、特に疑わなかった。

　やり始めたら止まらないのが神一郎である。掃そう除じ機きをかけ、家具のほこりを落とし、窓を拭ふいた。一段落したところで、そろそろ寝ようと思って二階に上がろうとすると、美琴が下りてきた。だから下はけ。

　気がつけば十二時だった。午後から出かけるんだった。寝るタイミング逃した。

「起きたか」

「あんた寝なかったの？」

「いろいろあってな」

「ふーん。あ、腹減った」

「はいはい。作ってやるから顔洗ってこい」

　とりあえず朝の残りのご飯でチャーハンを作り、お昼の番組を観みながら、「そうですね！」と相あい槌づちを打ちつつ食べる。それからお互い外出できるような格好に着替えて外に出た。もちろん戸と締じまりにぬかりはない。周しゆう慈じたちの学校とは逆の方向へ行くと駅があり、その周辺は繁はん華か街がいになっている。平日の昼でも人通りは多く、賑にぎわっていた。

「それにしても、いきなりあんな奴やつらとやり合うことになるとはね。給料上乗せしてもらわないと」

　隣となりを歩く美み琴ことが口を開いた。

「まったくだ。でもあの爺じいさんと婆ばあさん、ケチだからなー」

　ハテシナの日本勢力を統とう括かつする二人ふたり、通称ナギ爺じいとナミ婆ばあは人使いが荒いことで有名だ。そろそろ隠いん居きよしやがれとも思うが、ハテビトの統率や、人間界への派兵のタイミングなど手しゆ腕わんは確たしかだし、あの人たちがいなかったら現状はまた違っていただろう。おそらく、今現在であの二人に文句をつけられるのは照てる子こくらいのものだ。

　でかいデパートに入って、まずは美琴の服を物色。店では夏物処分セールと新作秋物フェアをやっていた。

「ミニスカート欲しいなー」

　と、ひらひらした短いスカートの棚に移動。色いろ々いろ手に取りながら、美琴がひとり言のように言った。

「来るかな」

「来るだろ。昨夜ゆうべあれだけ英えい力りよく出して戦ったんだ。近くにいるハテビトなら気づいたはずだ」

　可能性は低いが、レッテや照子の大きな英力にびびって逆に近寄ってこないハテビトもいるかもしれない。しかし、少なくとも様よう子す見みには来る。ならばそこを迎むかえ撃うつしかない。

　美琴は値ね札ふだを見ずにスカートを選び、次は上に合わせる服を見に行った。

　店員からは彼氏彼女に見えているに違いない。何というか、複雑な気分だ。

「強くなりたい」

　ぎゅっと、持っている服を握りしめる。伸びた。

「強い武器が欲しいか？」

「ううん、違う。強い武器なんていらない。『弘こう法ぼう筆で殺す』っていうじゃん」

　神一郎は両手に筆を持ち、次々に敵を撲ぼく殺さつしていく坊主を想像した。袈け裟さを翻ひるがえし、颯さつ爽そうとなぎ倒していく様子は無む駄だにかっこよかった。

「なれよ、強く。俺おれもなる」

「うん」

　神しん一いち郎ろうと美琴にとって、昨夜は敗戦だった。照子がいなければ、一方的にやられていただろう。もう二度と、負けるわけにはいかない。周慈を守る任務がどうこうではなく、プライドの問題だった。

　視界の端に、ビクビクしている店員が映った。知らぬ間に殺気を放っていたらしく、服を勧すすめに近づこうにも近づけないようだった。というよりも、近くに他ほかの客すらいない。

　さすがに居いづらくなって、さっさとレジで会計した。美み琴ことはちゃっかりポイントカードを作っていた。

「さて、次はあんたの服？」

「いや、その前に靴屋だ」

「どして？」

「ミニスカートにはブーツだろう」

「……センスあるじゃーん」

　ブーツは高く、神しん一いち郎ろうの服を買う金がなくなってしまった。仕方なく二人ふたりは治ち安あんが悪そうなゲームセンターへ。もちろん、適当な不良を狩るためである。

　そこで意外にもシューティングの才能を見せた美琴。そして、そんな美琴に二人組の男がナンパに来た時、美琴は不敵に笑ったのだった。







「いや～、百円で最後までクリアしちゃう人初めて見ましたよ～」

　これはゲームセンターの店長のセリフ。

「ねえねえ、暇ひまならこれから俺おれらと飯めし食いにいかない？　ってか一発どう？」

　これはヤンキーのセリフ。

「ぎゃはは！　お前それはチョク過ぎるっしょー」

　これもヤンキーのセリフ。

「え？　ちょっと、別に俺らは……何そのモップ……」

　またまたこれもヤンキーのセリフ。

「ブラシじゃボケーっ！」

　これは美琴のセリフ。

「ぐえっ！」

　これは再びヤンキーのセリフ。

「ドクロのプリントのシャツが欲しいな」

　そしてこれは神一郎のセリフである。

　臨りん時じ収入で色いろんな物を買い込み、両手に紙袋をぶらさげた二人は、藤とう堂どう家けへの帰路についていた。時刻は午後四時を過ぎ、空はほんのりとオレンジに染まってきている。

　玄関でちょうど周しゆう慈じと春はる菜なに会った。買い物をしてきたのか、春菜はスーパーの袋を膝ひざに乗っけていた。

「周慈、特訓するよ！　着替えてきな！」

「は、はいっ」

　周しゆう慈じはスーパーの袋をリビングのテーブルの上に置いて着替えにいってしまった。美み琴ことはもう庭でやる気満々だし、買ってきた物を冷れい蔵ぞう庫こに収納するのは神しん一いち郎ろうの仕事になった。

　材料から察するに、今日きようはスパゲッティのようだ。またサラダでも作るか。あの大量の大根を早めに処分しなければいけない。

「あーっ！」

　そんなことを考えていると、春はる菜なの声がした。風ふ呂ろ場ばの方から春菜が出てきて、庭を見て怒っているような困っているような変な顔をしていた。

「どうした？」

「洗せん濯たく……したんですか？」

「おう、やっといたぞ。アイロンもやろうか？」

　そろそろ乾いている頃ころだ。美琴の特訓が始まる前に取り込んでしまおう。

「ありがとうございます。……で、でも……」

　春菜の視し線せんの先、ひらひらと風になびく洗濯物。ついでに美琴が呆あきれ顔がおでため息をついている。

　今さら気づいた。しまった、やっちまったか。

「おい。まさか手洗いじゃないといけないやつがあったのか!?　やべえな、縮ちぢんじまったかもしんねえ……」

「違います！　私のしたっ……下着も……洗ったんですかっ！」

「ん？　当たり前だろ」

　庭に出てみる。干されている服の中に、当然ながら春菜の物もある。

「あ、悪い。春菜のブラジャー縮んだっぽいな」

「それは最初からサイズがっ……じゃなくてっ！　手て伝つだってくれるのは嬉うれしいんですけど、洗濯は私がやりますから！」

　そんなこと言っても、やはり車くるま椅い子すの春菜では面めん倒どうだろうし、居候の身としては何かできる限り手助けをするべきだ。その辺の筋は通すつもりでいる。

「ああ！　私の服に触らないでください！」

「別に菌きんなんて持ってねえよ」

　傷つくぞ。

「そうじゃなくて……」

　かごを持ってきて取り込もうとする神一郎に、春菜が声をあげる。これからアイロンがけもしなければいけないというのに、作業が遅れてしまうではないか。

　そこに入ってきたのは美琴だった。神一郎からかごを奪うばう。

「はいはいストップ。あのね神一郎、女の子っていうのは、いくら洗濯物でも、家族でもない男に下着とか見られるのは恥ずかしいの。ちょっと無神経じゃない？」

「そうなのか？」

　春はる菜なを見る。春菜は小さくうなずいた。

「あー……すまん」

「いえ、別に……」

　その間にも美み琴ことはちゃっちゃと洗せん濯たく物ものを取り込んで、かごを春菜に渡した。

「洗濯物を干したり取り込んだりするのは私がやるから。春菜ちゃんはアイロンだけすればいいよ。これじゃダメ？」

「はい。じゃあ……それで」

　美琴に押され気味の春菜は、かごを持って部へ屋やに戻っていった。

　春菜の背中を見送る神しん一いち郎ろうの頭を、美琴がぽんぽんと叩たたいた。

「ま、もうちょっと乙女おとめ心ごころを勉強するんだね。私がレクチャーしてあげようか？」

　パンツ一枚ノーブラで部屋から出てくるような奴やつに一体何を教われというのか。むしろお前が春菜から学べと言いたい。

「それにしても、洗濯までやるとはねえ。偉いじゃん」

「追い出されるわけにはいかねえからな」

　すると、美琴が肘ひじを肩に乗っけてきた。無む駄だに整ととのった顔でムカつく笑えみを寄せてくる。

「まったまたあ。ホントは春菜ちゃんの好感度上げたいんでしょ？」

「黙だまれ」

　蹴けっ飛ばした。美琴が反はん撃げきをしようと構えたところで着替えた周しゆう慈じがやってきた。怖い顔をした神一郎を見て後ずさったが、神一郎はそれをあっさり捕まえて美琴に放り投げた。

「うわあ！」

「ちょっと神一郎。うちの弟で子しに乱らん暴ぼうしないでよね」

　周慈を抱きとめた美琴が唇をとがらせる。周慈は照れているのか耳が赤い。

「はいはい」

　美琴の特訓が始まった。

　夕飯の準備まではまだ時間があるので、神一郎は二階の部屋で一休みすることにした。適当に買ってきたマンガを開く。

　次は誰だれが来るだろうか。また北ほく欧おうのあいつらだろうか。

「…………」

　まただ。周慈から英えい力りよくが漏れている。美琴も気づいているだろう。しかし、今度はこの前のような強いものではなく、近くにいないと感じ取れない程ほどの微弱なものだ。これならば、他ほかのハテビトに気づかれることはない。

「うおーい！」

　聞き覚えのある声がして窓を見ると、そこにはでっかいカラス、カラ助すけがとまっていた。神しん一いち郎ろうは立ち上がらずに、顔だけを向ける。

「よう。何の用だ？」

「ちょっと気になる情報が入ったのさ」

　日本に上陸している各勢力のハテビトが、奇妙な死体になって発見されている。そうカラ助は最初に言った。敵が減っているのはありがたいことだが、いつこちら側に被害が出てもおかしくない。十分に警けい戒かいしろとのこと。

「それで？　奇妙な死体ってのは？」

「それがな。血が抜かれちまってるのさ」

「血が？　吸きゆう血けつ鬼きの勢力か何かか？」

　そんな勢力は聞いたことがない。しかし、あってもおかしくない。

「まだ詳しくはわかってないんだ。わかり次第また来るさ」

　カラ助が飛び去ろうとしたので、神一郎は呼び止めた。さっき回ってきた回かい覧らん板ばんに書いてあったことを訊きいてみよう。

「最近、この辺あたりで家庭菜さい園えんが荒らされてるみたいなんだが、お前、何か知らないか？」

　この家の庭にはないが、何件か被害に遭あっているらしい。もしかしたら、迷い込んだ猿ではないかという話もある。

「家庭菜園？　おいら色いろんな庭に毎日通って食べ物を拝はい借しやくしてるけど、怪しい奴やつは見てないなあ」

「そうか。なら怪しい奴がいたら追っ払ってやってくれ。あ、お前、伝令の仕事は忙しいのか？」

「そうでもないな。でも最近は雌めすのカラスにモテモテでむしろそっちの方が忙しいのさ。何ていってもおいらは──」

「じゃあ周しゆう慈じの学校見張っといてくれよ。俺おれらじゃ目立っちまうからな」

　それだけ言って、神一郎はマンガに目を戻した。

「最後まで言わせてくれよ！　それにおいらのプライベートの時間はどこにいっちまうんだよ！」

　羽を広げて訴えるカラ助。神一郎はおもむろにクサナギを取り出した。「ごくり」みたいな音がしたが、カラ助が唾つばを飲む音だろうか。やけに人間臭いカラスである。神一郎はマンガから目を離はなさずに、呟つぶやくように言った。

「鳥の血抜きをする場合は、首をはねて吊つるすんだっけな」

「……イエッサー」

　三本足のカラスはばっさばっさと飛んでいった。その後ろ姿は、どこか哀あい愁しゆうを帯びていた。

　吸血鬼か、後で美み琴ことにも教えてやらないと。

　庭から声が聞こえる。神しん一いち郎ろうの部へ屋やの窓からは庭が見える。覗のぞき込んでみるとそこでは、美み琴ことと周しゆう慈じが青春の汗飛び散る特訓をしている最中だった。マンガも読んでしまったし、ちょっと口出しに行ってみるか。春はる菜なは部屋でアイロンをかけているから、夕飯の準備はその後になりそうだし。

　玄関で靴を履はき庭に行こうしたところで、神一郎は足を止めた。何だか真剣そうな周慈の声が耳に入ったからだ。

「あの……美琴さん」

「何？」

「ありがとうございます」

「えっ？　突然どうしたのさ」

「僕、ずっと強くならなくちゃって思ってたんです。僕は弟だけど、同おない年どしだし、男だし、しっかりしなきゃって思っても、最後はお姉ねえちゃんに甘えて……。お姉ちゃんは僕に強くなれとかそういうこと言わないから、美琴さんみたいな人に強引に引っ張ってもらわないと、僕はいつまでたっても動けなかったと思うんです。だから……ありがとうございます」

　ちらっと覗くと、周慈が深々と頭を下げていた。美琴はその周慈の頭に手を乗せると、わしゃわしゃと乱らん暴ぼうに撫なでた。

「はは。照れるね。大丈夫、あんたは強くなれるよ。強く、なりたいんでしょ？」

「はい！　あいつらを見返すだけじゃなくて、これからも……お姉ちゃんに心配かけないで、逆に守ってあげられるくらい」

　周慈から少し多めに英えい力りよくが漏れ出た。神一郎は慌てて自分の英力をぶつけて搔かき消した。今のはちょっとやばい量だった。

「オーケー。じゃあ特訓続けよっか。面おも白しろいの考えたんだよね」

「はい。お願ねがいします！」

　安心した。周慈は弱くなんてない。ただ小さなきっかけに恵まれなかっただけなのだ。本当に弱い奴やつは強くなろうとも思わない。

　姉以外で、心の中を打ち明けることができる相手がいるのはいいことなのかもしれない。

　改めて神一郎が庭に出ると、美琴と周慈は何やら楽しそうな特訓をしていた。

「ほいっ」

「うわっ……」

　美琴は昼に買っていた大量のゴムボールを周慈の顔に向かって投げていた。周慈はそれを必死によけている。ボールをパンチに見立てて、反射神経を鍛きたえているようだ。

　しかし、転がったボールを見ると、それだけではないことがわかる。ボールにはマジックで文字が書いてあった。つまりこれは、ボールの文字を読む努力をすることによって、パンチがきても目をつぶらないようにする練習なのだ。

　素人しろうとは目をつぶってしまいがちだ。それではよけられるものもよけられない。なるほど、考えたな。そして面おも白しろそうだ。

「今の読めた？」

「えっと……わかりません」

「ちょっとー、今の一文字だよ？　それくらい読めないと」

　美み琴ことは周しゆう慈じに歩み寄ると軽くデコピンをした。美琴と周慈の身長はほとんど同じだ。顔が近くにきて周慈は照れているようだった。

「あの、見えたんですけど……」

　神しん一いち郎ろうはそのボールを拾って文字を見てみる。

「美琴、これはかわいそうだろ」

『鯔』と書いてある。見えても読めねえよ。他ほかにも転がっているボールには、『不法滞たい在ざい』『白い粉』『冤えん罪ざい』など、とりとめのない物ぶつ騒そうな言葉が書いてあった。そして何な故ぜかストーリー性を感じる。

「あのねえ、鯔ぼらくらい読めないと、パンチもよけらんないよ？」

　そう読むのか。逆に何故美琴が知っているのか不ふ思し議ぎである。

「そ……そうなんですか？」

「いや周慈、関係ないから安心しろ」

　神一郎は美琴からボールとマジックを奪うばうと、文字を書き始めた。もっと簡かん単たんな、カタカナとかにしてやればいいのだ。

「ほほう、なるほどなるほど」

　覗のぞき込んだ美琴はにんまり笑う。

「ほれ、いくぞ」

「はいっ」

　なるべく回転をかけないように、軽く下から投げてやる。緩ゆるやかな放ほう物ぶつ線せんを描いて、ボールは周慈の顔へ飛ぶ。周慈はギリギリまでボールを見てからよけた。
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「ほら、何て書いてあった？」

　今のなら読めたはずだ。しかし、周慈は顔を赤くして何も言わない。

「えっと……その……それは……」

「言ってみ？」

「神一郎さん！」

　運が悪い。アイロンが終わった春はる菜なが玄関から回って庭に来ていた。さっき投げたボールを拾って、周慈と同じく顔を真まっ赤かにしている。

「周慈にこんな言葉言わせないでください！」

「いやー、男女共用って意味の『ユニセックス』って書こうと思ったら、途中でインクが切れちまってな」

「途中でインクが切れたのにどうして後半部分が書いてあるんですかっ！」

　何て適切なツッコミなんだ。感心していると、美み琴ことが援えん護ご射しや撃げきをしてくれた。

「ねえねえ春はる菜なちゃん、それ何て書いてあるの？　言ってみてよ」

「っ！」

　春菜はうつむき、絞り出すように声を出す。握った手が震ふるえているのは怒っているサインだ。最近学んだ。

「セ……セ……」

「セ？」

「セクハラですっ！」

「惜しい！」

「そうじゃありません！」

　春菜は家の中に戻っていってしまった。その後、春菜の機き嫌げんはなかなか直らず、スパゲッティの皿にフォークを突っ込み、しかめっ面つらでくるくる回していた。

　眉み間けんの皺しわがなくなったのは、食後のシュークリームを食べながら、必死にクイズ番組を観みる周しゆう慈じと美琴を眺めている時だった。やはり甘い物には弱いのか。

　まだ特訓をする周慈と美琴は後回しにして、春菜が先に風ふ呂ろに入った。春菜の風呂は、入る時と出る時に周しゆう慈じが手て伝つだう。人手は多い方がいいということで、今日きようからは美み琴ことも手伝うことになった。神しん一いち郎ろうが二時間サスペンスを観みていると、バスタオルを髪にあて、そっと拭ぬぐいながら春はる菜なが神一郎に声をかけた。

「お風ふ呂ろどうぞ」

「もうちょっとで犯人がわかるんだ。待て」

「ふふっ。何か飲みますか？」

　初めて、春菜が笑いかけた気がする。振り向くのは何だか恥ずかしくて、視し線せんはテレビのまま。

「麦むぎ茶ちやくれ。っていうか、自分でやる」

　車くるま椅い子すの奴やつに頼むわけにはいかない。神一郎が腰を上げようとすると、春菜は「そのまま観みててください」と言ってキッチンへ行ってしまった。

　庭からは、特訓の声が聞こえる。「相手の鼻を狙ねらいなさい。威い力りよくがないパンチでも、当たれば涙が出てきて相手は無む意い識しきに目を閉じるの」とか、「相手が腰パンしてるなら、まず蹴けりはないよ」とか、まあ基本的なことだ。

　探偵役の主演俳はい優ゆうが見事に犯人をつきとめ、舞ぶ台たいは定番の崖がけに移った。もう後は、主役がいいセリフを言って犯人が泣き崩れて終わりだろう。ちなみに予想は外はずれた。絶対に娘が犯人だと思ったのに。

「私たちの生活、どうしてくれるんですか」

　神一郎の前に麦茶を置いて、春菜は正面に車椅子をつけた。テレビから視線を春菜に向けると、怒っているわけでも困っているわけでもなく、細めた目はどこか嬉うれしそうだった。

「嫌いやか？」

「昨日きのうは無礼な人たちだなって思ってたんですけど、今は、そうでもないんです」

　春菜は庭で正せい拳けん突づきを練習している周慈に目をやった。美琴にちょこちょこフォームを直されながら汗を流している。

「まだ二日目ですけど、周慈がああやって何かを頑張っているのって、初めてかもしれないんです。ケンカはやっぱり嫌ですけど」

　テレビではスタッフロールが流れていた。事件が解決して、主役が決めゼリフを言ってドラマは終わった。来週は豆とう腐ふ屋や探偵を放送するとＣＭが流れる。一体どうやって事件を解決するのか、犯人よりも気になる。

「お前さ、本当に過か保ほ護ごだよな。双ふた子ごでも姉だからってのはわかるけどよ、普通、お前らくらいの歳としの姉弟きようだいって距きよ離り置くもんなんじゃねえの？」

　例えば部へ屋やが同じだということに不満を持ったり、学校で会っても話しかけなくなったり。意識はしなくても、自然にそうなっていくものだと聞いたことがある。ハテシナに届く人間世界の情報なんてのは曖あい昧まいで適当で、どこまで信じられるかわからないけど。

「普通は……そうかもしれません。友達も、お兄にいさんとあまり話したりしないみたいです。でも、私たち、肉親はお互いしかいませんから」

　そうだ。そんな答えが返ってくることくらいわかっていた。どうして訊きいてしまったんだろうと、今さら後悔した。

「悪い」

　神しん一いち郎ろうは春はる菜なから目を逸そらした。

「いえ。それに、それだけじゃありません。周しゆう慈じは……もしかしたら、今生きていなかったかもしれないんです」

「……訊いていいのか？」

　春菜は伏し目がちに、静かに話し始めた。

「周慈は生まれてすぐ今の医い療りようじゃ治せないような病気にかかったんです。色いろ々いろ治療をしても、小学校を卒業できるかどうかわからないような病気です。もちろん学校にはあまり行けなくて、そのせいで性格も内気になっていってしまって……」

　しかし、周慈は中学二年である。しかも、今まさに庭で元気に運動している。疑問を口にする前に、春菜が続けた。

「でも三年前の小学五年生の時、突然周慈の病気が治ったんです。前触れもなく、本当に突然でした。お医者さんは不ふ思し議ぎだって言ってたんですけど、私たちにはそんなことどうでもよくて、治ったことが本当に嬉うれしかったんです」

「三年前……ね」

　声が震ふるえていると思ったら、春菜は涙ぐんでいた。涙に気づいた春菜は「すみません」とパジャマの袖そでで拭ぬぐった。「いや」と、神一郎は麦むぎ茶ちやを口に含んだ。

「幸せなことっていうのは続かないんですよね……。周慈の退院祝いに、両親と私はケーキを買いました。その帰り道、トラックが突っ込んできて……」

　両親は死に、春菜は下半身の自由を失った。

「全部もしもの話です。周慈の病気が治ってなかったら、私は今ひとりぼっちだったかもしれないんです……！　だからっ……周慈には元気に生きて欲しくて……」

　堪こらえきれずに、春菜は嗚お咽えつを漏らした。神一郎は背もたれに体重を預け、ずっと黙だまっていた。庭から聞こえてくる美み琴ことと周慈の声が、少し遠くに感じた。

　やがて、美琴が庭から戻ってくると、春菜は「おやすみなさい」と小さな声で言って、部へ屋やに戻っていった。

「おやすみー。って、春菜ちゃん泣いてなかった？」

「ドラマのラストがすげー感動的だったんだよ」

「へー。どんなやつ？」

「でっかい絵の前で力つきた子供と犬が天使に連れて行かれてた」

「パクりじゃん」

　一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろうと美み琴ことは周しゆう慈じを誘い、当然ながら周慈はそれをあたふたしながら断り、じゃあ俺おれが一緒に入ってやるよと言った神しん一いち郎ろうは殴られた。

「…………」

　周慈と美琴の後、最後に風呂に入る。温かい湯船につかると、軽く疲れが出た。

　嫌いやなことを思い出した。別に忘れていたわけではない。忘れようとしていたわけでもない。背負っていかなければいけないもの。でも、思い出したくなかった。

　たった三年ごときで薄うすまるはずもなく、あの情景が鮮せん明めいに浮かぶ。

　何をしたらいい。何ができる。

　お湯はぬるくなっていた。







　神一郎は今、周慈たちの通う学校への道を歩いている。その理由は、右手にぶら下がっている二人ふたり分ぶんの弁当箱だ。

　次の日の朝、春はる菜なは昨日きのうの涙のことなどなかったかのように元気に起きてきて、一緒に朝食を食べた。周慈は早朝の特訓ですでにへばり気味だったが、今日きようは金きん曜よう日び、明日あしたは休みだ。

「行ってきますね」

「おう。ドリフトすんなよ」

「しません！」

　二人を見送って、神一郎はテーブルの後片付けを始めた。昨日決めた通り、洗せん濯たくは美琴の仕事になった。

「アホか」

　と、思わずひとり言が出てしまったのは、皿を持ってキッチンに入った時である。そこには二つの弁当箱がきちんと置いてあったのだ。取りに帰って来ないということは、まだ忘れたことに気づいていないのだろう。

「美琴ー、あいつら弁当忘れていったぜ？」

「ははっ。春菜ちゃんもうっかりなところあるんだねえ」

　庭から美琴の声が聞こえる。それと棒ぼうか何かが風を切る音。庭を覗のぞくと、美琴はおもりをつけてブラシの素振りをしていた。

「あんた届けてやんなよ」

「俺かよ」

「私はこれから周慈の特訓のための道具を作らなくちゃいけないの。どうせ暇ひまでしょ？」

　ついでに学校の周りに怪しい奴やつがいないか偵察してくればと、それだけ言って美琴は素振りを再開した。

　仕方ない、行ってやるか。と、その前に。

　弁当箱を開けてみる。さすがにあまり時間をかけることはできないので、おかずは冷凍食品が多く使われていた。それと昨日きのうの残りか。

　昼までにはまだ時間がある。神しん一いち郎ろうは包丁を握った。

　これまでが朝の話。リメイクが完了した弁当箱を持って、神一郎は学校に到着した。正門はしっかり閉じられていて鍵かぎがかかっている。が、神一郎は普通に歩く感覚で門を飛び越えた。時刻は十二時を少し過ぎたところ。校舎を見上げると、屋上にはカラ助すけが数羽のカラスに囲まれていた。神一郎にはカアカアとしか聞こえないが、何かしらの会話がされているのだろう。見張りはしてくれているようだが、これは明らかに職しよく務む怠たい慢まんではないのか。神一郎は石を拾い上げるとそれをカラ助に命中させた。何事かと下を覗のぞき込んだおそらく怒っているらしいカラ助と目が合うと、カラ助はそそくさと頭を引っ込めた。

　昇しよう降こう口ぐちまで来るとチャイムが鳴った。そろそろ鞄かばんを覗いた春はる菜なと周しゆう慈じが弁当の不在に気づく頃ころだ。もし途中で気づいていたとしても、春菜のことだ、持ってきてくれと頼むはずがない。

　校舎には入ったが、二人ふたりの教室がわからない。二年であることは知っているので、廊下にいた生徒を一人ひとり捕まえ場所を聞いた。そんなにびびるな。悪人じゃねえって。

　二年生は三階で、四クラスあった。驚おどろいたのは階段で、車くるま椅い子すが上り下りできるように、昇降機きが設置されていたのだ。もしかしたら、春菜以外にもそういう生徒がいるのかもしれない。

　私服なので思い切り注目の視し線せんを浴びているが、そんなことは気にせず一つ目のクラスに入る。

「春菜か周慈ー、いるかー？」

　成長期の途中の中学生の中では、神一郎は頭一つ分抜ける。当然のごとく三十人ちょっとの目が乱入私服男に向けられた。教室では机をくっつけて、いくつかのグループができあがっている。

「し、神一郎さん!?」

　四人組の中に春菜を発見。そんなに開いたら閉じなくなるんじゃないかというほど目を見開いて、ついでに丸くしている。

「よう春菜。ほら、弁当」

　春菜は顔を赤くしてうつむいている。これは怒った時の現象のはずなのだが、今回は「顔の赤さ具合」が微妙に違う。

「ありがとうございます。あの、すごく目立っちゃってるんですけど……」

　つまりこれは照れているのだ。

「目立とうと思って目立ってるわけじゃねえよ」

　教室内が静まり返っているので、この会話も丸聞こえである。

　黙だまってしまっている春はる菜なの代わりに、隣となりに座っていた友達が声をかけてきた。ショートカットの、活発そうな女の子だ。

「あの！　お弁当届けるってことは、春菜と一いつ緒しよに住んでるんですか？」

「そりゃそうだろ」

「きゃ──！」

　途と端たんにかん高い声をあげてはしゃぐ周囲の女子生徒たち。ファンに囲まれるアイドルというのはこんな感じなのだろうか。ふむ、悪い気分じゃない。

「同どう棲せいしてるの？　ねえ春菜っ！」

「かっこいいじゃん。背も高いしー」

「違うの！　神しん一いち郎ろうさんは親しん戚せきでっ！」

「神一郎さんだってー！　もう名前で呼んでるんだー！」

「だからっ……」

　春菜は懸けん命めいに弁解しているが、テンションの上がった友達は聞きゃしない。困りに困った春菜は神一郎に助けを求めた。

「神一郎さんも何とか言ってください！」

「ん？　弁当だけどな、俺おれなりに作り直しておいたぞ」

「そうじゃなくてっ！」

　いやむしろ、そっちを見てもらいたい。神一郎が弁当箱を開けると、基本の玉子焼きをはじめ、豪ごう華かなおかずがぎっしり詰められていた。ちなみに、最初に入っていた冷凍食品は美み琴ことが食べた。

　春菜は進化を遂げた弁当に見入り、友達はまたもや声をあげる。「料理もできるんだー」「メイドさんみたい」って、メイドは女ではなかったか。神一郎はエプロンドレスを着た自分をイメージしてみたが、すぐに後悔した。見られたものではない。

「食べてみろよ。美う味まいから」

　言われるがままに春菜は玉子焼きを頰ほお張ばると、ゆっくりと嚙かんで飲み込んだ。

「……美お味いしいです」

　こんなことされたら困る、と、不満げに眉まゆをしかめながら。

「はは。良かった」

「……っ！」

　弁当を届けに来られたのがそんなに恥ずかしいのか、春菜の頰は赤いままだ。

「周しゆう慈じはＣ組ですから、行ってあげてください」

「おう、そうだな。あ、帰りに夕飯の材料買っていくけど、食いたいものあるか？」

「え？　えっと……」

　春菜は考えこんでしまった。弁当を食べている最中に夕飯のメニューを考えろっていうのも難むずかしいか。

「なら、牛か豚か鶏とり、どれがいい？」

「じゃあ……鶏肉の料理が食べたいです」

「うい。任まかせろ」

　もちろん、今の会話もクラス全員に聞こえている。

「新婚！　新婚だわこれは！」

「私も彼氏欲しーなー」

「ちょっと……みんなっ！」

　散さん々ざんクラスを騒さわがしくさせて、神しん一いち郎ろうは教室を出た。後から聞いたところ、春はる菜なはかなりの質問攻めにあったそうだ。とりあえず親しん戚せきということで押し通したらしい。

　廊下を歩いていると、周しゆう慈じとばったり出くわした。ナイスタイミング。

　神一郎がいることによほど驚おどろいたのか、周慈は「ふひゃっ！」と声を裏返した。

「ほい。弁当」

「あ、ありがとうございます」

「それと今日きようの夕飯は鶏肉に決まった。……ん？」

　周慈の後ろに、見覚えがある顔があった。この前周慈をいじめていた奴やつらだ。教室から顔だけ覗のぞかせ、神一郎と目が合うとヒュッと引っ込めた。カラ助すけみたいな動きだ。







　図書委員の仕事があるという周慈はまだ学校に残っていて、春菜だけが先に帰ってきた。サンドバッグを昼のうちに作っていた美み琴ことは、周慈がいなくて残念そうにしていた。仕方なく、木に吊つるしたサンドバッグを殴っている。サンドバッグに書いてある顔が神一郎にどことなく似ているのはきっと気のせいだ。

　神一郎は小腹が減ったので冷れい蔵ぞう庫こを漁あさっていた。隣となりでは春菜が弁当箱を洗っている。

「お弁当、ごちそうさまでした」

　投げやりに、唐とう突とつに春菜は言った。

「おそまつさま。お、ハムがあるな」

「……私、すごく恥ずかしくて、怒ろうと思ってたんです。いきなり来ないでください。迷めい惑わくです。って」

「怒ればよかったじゃねえか。俺おれは逆ギレしたりしねえぞ」

　春菜は蛇じや口ぐちを閉め、弁当箱の水を切ってふきんで拭ふいている。神一郎はハムにつけるマヨネーズを捜し始めた。

「あんな嬉うれしそうな顔されたら、怒れるわけないじゃないですかっ」

「お前な、自分が作った料理が美う味まいって言われて、喜ばない奴がいるか？」

　その場でハムにマヨネーズをつけ頰ほお張ばる。さて、もう一枚。

「だからって……あの笑え顔がおは反則です」

　よほどのスマイルだったらしい。美み琴ことに見られたらからかわれていたところだ。「うわっ、かわいー」とか何とか。想像するだけで腹が立ってきた。

「神しん一いち郎ろうー！　腹減ったあ！」

　庭から声。神一郎はやれやれと肩を一度回した。冷蔵庫から食材を取り出して並べる。

「ほら、夕飯作るぞ。手て伝つだえ」

　立場がおかしいことに不満なのか、春はる菜なは眉まゆを吊つり上げて神一郎を見上げたが、やがてふっと微笑ほほえんだ。

「……はい」







　春菜のリクエスト通り若わか鶏どりのソテーを作った。ごはんも炊たいた。大根を減らすために一皿メニューが増えた。

　しかし、周しゆう慈じが帰ってこない。冷さめたら温め直せばいい話なのだが、図書委員とはこうも遅くなるものなのだろうか。学校では携けい帯たい電話が禁止されているので、周慈は持ってはいるが学校内では電源を入れていない。さっきかけたが繫つながらなかった。

「え!?　ウソ？　これって声せい優ゆう変わったの？」

「あ、はい。もう高こう齢れいなので変わったそうです。結構前のことですよ」

　美琴はちょこちょこつまみ食いしながらテレビを観みている。

「うわー。私はあの声が好きだったんだけどなー」

　やがて三十分のアニメも終わり、いよいよ周慈が心配になってきた。

　電話はしたがやはり電源はオフ。春菜は露ろ骨こつに顔色が悪くなってきている。

　ちょっと外見てくる、と神一郎が立ち上がった瞬しゆん間かん、開けっ放しの窓からでかいカラスが飛び込んできた。

「きゃっ！」

「おい！　お前ら……」

「だらあっ！」

　神一郎はカラスのくちばしを摑つかむと思い切り外へ投げた。いきなり入ってきて喋しやべるんじゃねえボケが。

「美琴」

「オッケー。春菜ちゃん、周慈捜しに行ってくるね。お腹なかすいたら先に食べててもいいよ」

「あの……今カラスが……」

「腹話術だ！」

「一いつ瞬しゆんでしたけど……足が三本……」

「腹話術だ！」

　カラスのことを訊きかれる前に、混乱気味の春はる菜なを置いて二人ふたりは外に出た。カラ助すけを捜すと、百メートルほど先の木に引っかかっていた。複雑に引っかかったようで、身をよじる度たびに黒い羽根が抜け落ちている。

「おい！　ひでえじゃねえか！」

　カラ助は罵ば声せいを浴びせるが、もちろん無視だ。

「何があった？」

　神しん一いち郎ろうが無理やり引っ張り出したので、さらに大量の羽根が抜けた。ほう、これが噂うわさの鳥肌というやつか。

「藤とう堂どう周しゆう慈じがハテビトにさらわれたんだ。もしかしたら、最近出てきた吸きゆう血けつ鬼きかもしんねえ」

「ちっ……」

　美み琴ことが舌打ち。

　やっと解放されたカラ助の後を追い、走る。前に戦った川がある方向だ。

　夕飯時なので外に人は少なく、カラスとの会話も問題ない。

　カラ助は神一郎に脅おどされ、じゃなく頼まれ、周慈を監かん視ししていたが、突然現れたハテビトが周慈をさらっていったのだという。奪だつ還かんしようにも自分では戦えないので、後をつけて連れ去られた先だけどうにか見つけ、神一郎たちの所へ文字通り飛んできた。そして投げられた。

「あんた少しは頑張りなさいよ。戦いに散るってのもきれいなもんよ」

「死ぬこと確かく定ていかよ！」

　ちょっぴり羽根が寂しくなったカラ助。美琴はそう言ったが、神一郎たちに知らせたのは最善の選せん択たくだ。戦えばカラ助はマジで死ぬ。

「で、そいつの外見は？」

「全身黒服の……多た分ぶん女だ」

　陸上部の顧こ問もんの先生が見たら思わずスカウトしたくなるような速さで走りぬける。川を越えると、公共の施し設せつだろうか、テニスコートやサッカーグラウンドがあった。だだっ広い空間は、ひっそりと静まり返っていた。

「図書委員なんてサボっちまえばよかったのに」

　美琴が愚ぐ痴ちると、カラ助はキョトン、としたかどうかはわからないがそんなような声をあげた。

「は？　藤とう堂どう周慈はグラウンドでランニングしてたぞ」

「はあ？」

　あの学校の図書委員は活動内容にランニングが含まれているのだろうか。スタミナが必要なほど広大な図書室があるとか。いや、今日きよう学校に行ったが物理的にそれはあり得ない。

　すると、美み琴ことが呟つぶやくように、しまったというふうに言った。

「私だ……私が自主トレしとけとか言ったから……あいつ」

　長い髪を搔かきむしる。

　どうやら、周しゆう慈じは図書委員が終わった後に、美琴の言いつけを守り自主トレをしていたようだ。この時間なら部活も終わっていただろう。そしてひと気のなくなったところをハテビトに襲おそわれた、と。

「はっ。熱ねつ心しんな弟で子しじゃねえか。余計に守りたくなったんじゃねえの？」

「まったくだね」

　サッカーグラウンドを抜け、走り続ける。カラ助すけが羽ばたき、高度を上げた。

「美琴、急ぐぞ」

「はいよ」

　神しん一いち郎ろうは地面を強く蹴けって建物の屋上に登り、そのまま屋上づたいに移動。美琴もその後ろを追う。

　たどり着いたのは工事現場。砂じや利りに鉄てつ筋きんが積つまれ、ショベルカーなどの重じゆう機きが明日あしたに備えて眠っている。工事はまだ序じよ盤ばんらしく、建物らしき物はまだない。追跡してくるカラ助に気づき、逃げることを諦あきらめて人目のつかないここに誘い込んだのだろうか。何にせよ、それはこっちとしても好都合である。

「こんばんはー」

　少女の声。

　声のした方向を見るが、声の主ぬしはカラ助が言った通り黒主体の格好をしているらしく、その姿は夜の背景に溶け込んでいた。

　目を凝こらすと、黒いサマーセーターに黒のキュロットスカート。さらには黒ソックスに黒ワークブーツと、そんなに黒が好きかお前はと言いたくなるような服装だった。肩くらいまでの黒い髪の中には、ちらほらと赤のエクステンションが見える。見た目年ねん齢れいは春はる菜なと同じくらいだろうか。

　そいつは片手に周慈を抱えていた。ぐったりとしているが息はしている。気を失っているようだ。

「一般人には手を出さないのがハテビトとしての最低限のマナーじゃねえのか？」

「そんなのわかってるよ。でもさ、この子フツーじゃないもんね。校庭でランニングしてる時、英えい力りよくがちょこっと出てたもん」

　そう言うと、少女はつっと爪つめを周慈の腕に沿わせた。すると周慈の皮ひ膚ふは切れ、そこから血が滲にじんだ。少女はアイスキャンディーを舐なめるかのように傷口に舌をもっていき、ぴちゃりと音を立てた。

「あんたっ……」

　怒りの形ぎよう相そうで美み琴ことがブラシを構える。内から放出される英えい力りよくで美琴の髪がふわりと揺れている。少女は美琴を気にもかけず、ワインのテイスティングのように口の中で血を吟ぎん味みしていた。

「うーん、やっぱり味が違うなあ。体な内かに何かあるのかなあ」

　今度は、少女は周しゆう慈じの腹に手を当て、ぐっと押し込んだ。手首から先が周慈の腹の中に消え、周慈は一いつ瞬しゆん苦しそうに顔を歪ゆがめた。

　外傷はない。英力を使って体内を探っているだけだ。

　駆け出そうとする美琴を神しん一いち郎ろうは制した。もしこのままあの少女が周慈の秘密を見つけることができたのなら、その後に少女を倒して聞き出せばいいのだ。その意図を目で伝えると、美琴は渋しぶ々しぶながらも一歩下がった。

　しかし、少女はぐりぐりと周慈の体内をまさぐり首を傾かしげた。

「おかしいなあ。何もなーい」

　少女は手を抜くと、工事現場の隅すみ、積つまれた鉄骨に周慈をもたれかけさせた。放り投げでもしていたら、今度こそ美琴が飛びかかっていた。

「あの子、持って帰ってよく調しらべたいんだけど……ダメ？」

「はっ。ダメに決まってんだろうが。それになあ、日本に来たハテビトってだけでうっとうしいってのに、そのうえ周慈まで傷つけやがって。てめえを殺す理由がこっちにはあり余ってんだよ」

「三回は殺さないと気が済まないね」

　神一郎と美琴が露ろ骨こつに殺気を放つ。普通の人間ならすぐに逃げ出すところだが、少女は表情を一つも変えることなくそこに立っている。よほど負けない自信があるのか、それともただの鈍どん感かんなのか。

「あはは。確たしかにそうかもねー。私はエミュレット・カーナー。吸きゆう血けつ鬼きのハテビトだよ。没落した一族の再さい興こうのため、日本勢力の宝物を貰もらいに来たの」

　エミュレットの手には、三み日か月づきのように左右に刃やいばを広げた大きな鎌かま。よく磨みがかれた銀ぎん色いろの刃には、クサナギを構えた神一郎の姿が映っている。鎌そのものから特殊な英力は感じないからイルフィニではなさそうだが、切れ味は相当よさそうだ。

「あれ？　それってもしかしてクサナギ？」

　例に漏れずエミュレットもクサナギに気づき、目をぱちくりさせた。

「俺おれらに勝てりゃお前は大おお手て柄がらだな」

「きゃーん！　超ラッキー！　私、日本の北の方に上陸してハテビト殺しながら南下してきたんだけど、まさかこんなところで発見できるなんてー！」

　エミュレットは身をよじりながら全身で喜びを表現している。もう勝った気でいるのが気に食わない。まあ、北からここまでは結構な長旅になるし、こいつなりに頑張ってきたのだろう。

　と、美み琴ことがブラシを手放し変なポーズをとった。腕を十字にクロスさせ腰を落としている。これは、アレだ。「もっと序じよ盤ばんに使っていたら建物があまり壊こわれずに済んだのではないか」との声が各方面からあがっている、あの光こう線せんのポーズだ。

「シュワッチ！」

　それを言うな。

「ほら、あんたもやりなさいよ。吸きゆう血けつ鬼きといったら十字架でしょ」

「はいはいっと」

　神しん一いち郎ろうもポーズをとる。

　今、世界で一番アホな格好をしている二人ふたり組ぐみができあがった。

「効かないよー。そんな有名な弱点なんて克こく服ふくしてるに決まってるじゃーん」

　さらにニンニクも効かないとエミュレットは胸を張った。

「…………」

　エミュレットが笑う。誰だれも見てないが恥ずかしくなった神一郎は、とりあえず美琴を殴り咳せき払ばらいをして気を取り直した。

「最近の変な死体ってのはお前の仕し業わざか。俺おれたちの仕事減らしてくれたことには感かん謝しやしてやるよ」

「どういたしまして。私たち吸血鬼のハテビトは、血を英えい力りよくに変換することができるの。だから、いっぱい飲んで私は今元気モリモリだよっ」

　確たしかに。エミュレットから感じる英力は、レッテやデルトールまでとは言わないが、並みのハテビトでは敵かなわない。もし血を飲んだ分だけ強くなるというのなら、放っておけばこいつはいつか最強になるという計算だ。なおさら、今潰つぶしておかなければならない。

「私は殺す気バリバリだっての」

　美琴がブラシで地面を叩たたく、音と共に砂じや利りが散り、下がえぐれる。

「ふーんだ。おばさんに負ける気なんて……」

「死ねええええええっ！」

　明らかに一つの単語に反応した美琴が先手を取った。セリフの途中だったエミュレットの反応が遅れた。レッテ程ほどのテクニックでもない限り、あの大おお鎌がまは防ぼう御ぎよには向かないはず。軽く小回りのきく美琴が接近できれば勝算はある。

「電でん光こう石せつ火か！」

　しかしエミュレットはそこからあり得ない速度で横に跳とんだ。地面を蹴けるモーションが見えなかった。まばたきしたら移動していたという感覚だ。

　美琴は空から振ぶり、無防備な背中にエミュレットの鎌が迫る。

　神一郎は間に飛び込み、鎌を受けた。重いが、グングニル程ではない。エミュレットの腹を蹴り、距きよ離りをとった。

「あははー。遅いねー」

「何？　今の」

「電でん光こう石せつ火かとか叫んでたな。その通りの動きしやがった」

　一つ推測を立ててみる。しかし確かく信しんするにはまだ様よう子すを見る必要がありそうだ。

　エミュレットが鎌かまを振りかぶる。

「一いち撃げき必殺！」

　エミュレットが叫ぶ。よけられない速さではない。が、推測を確信に導みちびく要素が欲しい。ここは敢あえて受けよう。

「ぐっ……」

　さっきの攻撃とは力が格段に違う。神しん一いち郎ろうは後ろに跳び、衝しよう撃げきを逃がした。美み琴ことがその隙すきをついて攻撃するが、エミュレットはまた電光石火と叫び回かい避ひ。

　やはり。

「美琴、わかってきたぞ。あいつの英えい力りよくは口にした言葉によって何かしらの能力が特化するんだ」

「……なーるほどねえ」

　英力は精神的な部分の影えい響きようが大きい。思い込みによって変化する可能性は十分にある。「電光石火」なら速さが上昇し「一撃必殺」なら攻撃力が高まる。

「そーだよ。日本語って色いろんな言葉があって面おも白しろいねー。日本に来てからたくさん覚えたよー」

　だが、これは誰だれにでもできることではない。口にした言葉通りに英力が変化する。つまり頭の中身が単純でないと、言葉が英力に影響しないのだ。

　もっと簡かん単たんに言おう。これはバカの特権だ。

　それを知っているのかいないのか、エミュレットは得意げだ。

　そして、ここにそれが可能な奴やつがもう一人ひとりいる。

「なかなか変な技使うねえ」

「美琴、ＩＴは何の略かわかるか？」

「いっぱいトンカツ」

　できる。こいつなら。

「美琴、お前も何か言って攻撃しろ。日本のハテビトが日本語で負けるわけにはいかねえ」

「そうだね。日本の真しん髄ずいってやつを見せてやろうかね」

　美琴は高く跳とび、ブラシを振り上げる。エミュレットは不敵に笑い、鎌を構えた。

「産地直送！」

　瞬しゆん間かん、美琴の英力が瑞みず々みずしく新しん鮮せんになった。農のう薬やくは一切使っていません。安心と安全をあなたにお届けします。と言わんばかりに。

　それが攻こう撃げきにどう効果をもたらすのか。こっちが訊ききたいくらいだ。

　無農薬ブラシはあっさりと受け止められ、何な故ぜか美み琴ことは誇らしげに戻ってきた。

「あいつ、弱くないよ」

「お前の頭よりはな」

　そうなのだ。これはバカにしかできない芸当なのだ。上う手まく使えば強力だというのに、バカにしか使えない。なんとも歯がゆい話である。

　神しん一いち郎ろうは考える。美琴の語ご彙いに期待ができない以上、自分が考えてそれを美琴に言わせる。それが最良だろう。

「美琴、俺おれがこれから言う言葉を叫びながら攻撃しろ」

「何であんたなんかに」

「いいから。一回試してみろ」

「ふーん……。わかった。言ってみ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようだが美琴がブラシを構える。

　単純な美琴に神一郎が考え得る最高の言葉を言わせ英えい力りよくを高める。これは最強の攻撃になる、はず。

「ミラクルスターダストファイナルエキセントリックアンダーソンファイナルアタックだ」







　あらゆる音が消えた気がした。美琴も、エミュレットも、誰だれも少しも動かず、ただただ驚きよう愕がくの目を神一郎に向けていた。

　すぐ近くを走ったはずの車の音も遠く、今いる工事現場という空間が周りの時間の流れから切きり離はなされたように静せい寂じやくに包まれていた。

　一体どうしたというのだ。美琴は何故攻撃しない。エミュレットも隙すきだらけではないか。

「ダサい」

　ぽつりと言った美琴の言葉が、唯一の音だった。

「ダサい」

　もう一度、美琴は言った。エミュレットも、首を縦たてに振る。

　やがて、この静寂を切り裂くような美琴の叫び声。

「ダッセ─────っ！」

　ハンマー投げの選手がハンマーを投げた後のような、後半ロスタイムでゴールを決めたフォワードのような、まさに雄お叫たけびだった。美琴は心の底の底からダサいと叫んでいた。クサナギが抜けないと明かした時の数倍の声量だった。

　それに感化されたのか、エミュレットも転げまわる。

「あはははは──！　面おも白しろいね君」

「何？　ミラクル何？　今時小学生でも言わないっての！　しかもアンダーソンとか人名入ってるし！　ってか日本語じゃないし！」

「うっせえ。てめえ産地直送とか言ってたじゃねえか」

　これだけ笑われると、恥ずかしさよりも怒りが前に出てくる。そんなに不満か。カッコいい言葉ばっかりじゃないか。強いに決まってるじゃないか。

　自分で言ってもいいのだが、あいにく自分はバカではない。だからこそ、美み琴ことに授けたというのに。

　美琴は軽い呼吸困こん難なん。エミュレットは段だん々だんと息を整ととのえつつある。

「ふう……。いやー、君たちって面おも白しろいね。何だか、殺しちゃうのがもったいないよ」

「それはこっちのセリフだな」

　ひいひい言っている美琴を押しやって、神しん一いち郎ろうはエミュレットと対たい峙じした。今度はどんな言葉で来るだろうか。美琴のように的まと外はずれなことを言ってくれないだろうか。「無む病びよう息そく災さい」とか。

「獅し子し奮ふん迅じん！」

　エミュレットの纏まとう英えい力りよくが大きく上昇する。一時的な爆ばく発はつ力りよくでは、レッテを凌しのぐのではないか。直感的にそう感じた。

　一歩で距きよ離りを縮ちぢめ、エミュレットが鎌かまを薙なぐ。神一郎は上半身を落として鎌の下へ潜もぐり込み、そのままエミュレットの懐ふところへ。

　突き出した刀をエミュレットは柄えで弾はじく。しかし、神一郎は突きの勢いそのままに、頭突きをぶちかました。

「いったあ……」

　それは神一郎も同じ。エミュレットはバカな上に石頭だった。

　エミュレットが刃やいばを叩たたきつけると地面が割れた。「おわっと！」まだ笑っていた美琴は腹を押さえながらも飛びのく。

「どらあっ！」

「一いつ騎き当とう千せん！」

　エミュレットは言葉で英力を上げているものの、その英力はどこからか湧わいてくるものではなく、あくまで自分の体の中にあるものだ。だからこそ限界はどこかにある。しかし、他ほかのハテビトを襲おそい血を奪うばってきたエミュレットと英力の消しよう耗もう戦せんになったら、果たして勝てるだろうか。

　鞘さやと刃がぶつかり合う。その合間に見える吸きゆう血けつ鬼きの少女は笑っていた。

　鎌の刃が神一郎の腕をかすめ、皮ひ膚ふが裂け血が滲にじむ。

「あはっ。美お味いしそうだね」

　神一郎の腕を流れる一筋の血をいとおしそうに眺め、どこか官能的に目を細める。

「俺おれのなんて飲んだら腹壊こわすぞ。クセがあるからな」

「少しくらいクセがあった方があたしは好きだなー」

「はっ。そうかい」

　横目で周しゆう慈じを確かく認にんする。まだ気絶しているようだ。こんなところ見られたらどう言いい訳わけすればごまかせるのか。ＦＢＩは刀を振り回したりはしない。

「お待たせー」

　美み琴ことが並ぶ。目元に涙の跡があるのはそれだけ爆ばく笑しようした証あかしである。後で殴る。絶対殴る。

「さ、仕切り直しだね」

「んー。じゃあ、あたしのとっておきを使っちゃおうかな」

　エミュレットは大きく息を吸う。

　とっておきというのは、よほど強力な言葉なのだろう。エミュレットは今まで四字熟じゆく語ごしか言っていない。おそらく次もそうだ。

　この攻こう撃げきを凌しのげれば、そこに隙すきができるはず。美琴のブラシでは受け止めきれない。自分が受け、美琴に突っ込ませる。

　エミュレットが叫んだ。

「帝王切開！」







　同じような感覚が、ついさっきにもあったような気がする。あらゆる音がなくなり、まるで時が止まったかのような、そんな感覚。

　エミュレットの英えい力りよくは増長し、いつでも鎌かまを振り下ろせる状態にあったが、固まっている神しん一いち郎ろうと美琴を前に戸と惑まどっているようだった。

「あれ……？」

　エミュレットはきょとんとまばたき。

　美琴の咳せき払ばらいが大きく聞こえた。

「えー、そこの日本語が上手じようずな吸きゆう血けつ鬼きさん、帝王切開の意味を教えてもらおうかな」

　自信を持って叫んだ言葉なのだが、二人ふたりの意外なリアクションのせいで、エミュレットの声は語尾に向かうに連れて小さくなっていった。

「あの……帝王が……」

「帝王が？」

「切り開く……の」

「何を？」

「領土、を？」

　こっちに訊きくな。

　さて、ここで正解の発表です。

「医者が妊にん婦ぷの腹を切り開くんだよバ──カ！」

「そ、そんなあー……」

　思い込みの力によって大きくなっていたエミュレットの英えい力りよく。それが勘かん違ちがいだと気づいてしまった今、英力は風船のようにしぼんでいった。

「隙すきありゃあああっ！」

　同時に踏み切る。神しん一いち郎ろうは刀を、美み琴ことはブラシを大きく後ろに引き、打ち下ろした。

　あのかけ声と共に。

　自然と声が合わさった。

「ミラクルスターダストファイナルエキセントリックアンダーソンファイナルアタ──ック！」

　クサナギの鞘さやを受けた鎌かまは砕くだけ、ブラシはエミュレットのあばら骨を数本砕いた。

　宙を舞まう少女の体。とどめにと駆け出した神一郎はすぐさまブレーキをかけた。エミュレットの体を受け止めた奴やつがいたからだ。

　ダンディーな口くち髭ひげにダンディーなタキシード、そしてダンディーなシルクハット。上から下までダンディーで固められたナイスミドルがそこにいた。

「伯はく爵しやく……」

　わずかに意い識しきが残っているエミュレットが呟つぶやく。その男に抱かれ、安心しきっているようだった。
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「ご苦労だったエミュレット。しかし我われ々われはここで一度退場のようだ」

　声もこれまたダンディーだった。この声でラブソングなどを歌われたらもうたまらん。

「あんたが吸きゆう血けつ鬼き勢力の長おさかな？」

「いかにも。私はキリドル。小さいながらも一つの勢力をまとめている」

　勢力のトップだ、英力もエミュレットより数段高いだろう。しかし、キリドルからはそれほどの脅きよう威いを感じない。それどころか辛つらそうだ。額ひたいはシルクハットのせいでわからないが、首筋にはうっすらと汗が滲にじんでいる。もしかして、もうどこかで一戦交えてきたのだろうか。

「伯爵……糖とう尿によう病びようは……大丈夫なんですか？」

　違った。

「もうしばらくは大丈夫だ。いらぬ心配はするな」

「……はい」

　エミュレットは目を閉じ、気を失った。

「糖尿病とは難なん儀ぎだねえ。でも、ここで見逃すってわけにもいかんのよ」

　美琴はまだ力があり余っているようだ。思い出してみると、今回こいつはそれほど動いていない気がする。

「すまぬが退散させてもらうよ。今日きようは月に一度のケーキが許されている日なのだ」

　神しん一いち郎ろうは大きくうなずいた。糖とう尿によう病びようの最中のケーキは貴重だ。それは十分にわかる。

「そんなんで逃がせるかあ！」

　美み琴ことが駆け出した瞬しゆん間かん、キリドルが指を鳴らす。すると、タキシードのポケットから無数のコウモリが飛び出し、美琴の顔にへばりついた。さらに神一郎にもまとわりつく。

「っぷ！」

　一匹一匹剝はがしているうちにキリドルとエミュレットは消え去り、コウモリもどこかに行ってしまった。

　美琴は舌打ちしながらもすぐに周しゆう慈じに駆け寄り、無事を確かく認にんして抱き上げた。

「あーあ……春はる菜なちゃんにどうやって言おうかね」

「まったくだ」

　ここから家までは歩くと結構な時間がかかる。ゆっくり歩きながら考えるとしよう。

　家に着いて、気絶した周慈を見た春菜が気絶しそうになったのは言うまでもない。







　４、 罪か罰か







　オロチの討とう伐ばつは、壮そう絶ぜつであり凄せい絶ぜつなものだった。戦う時は複数で取り囲むのが基本戦術。手て柄がら欲しさに単身で突っ込もうものなら返り討ちは必ひつ至しだった。さらに、何も知らない人間たちに隠れて行わなければならず、任務の遂すい行こうは困こん難なんを極めた。

　そんな中、スサノオを隊長とする部隊は最強の部隊の名に恥じず、順じゆん調ちように任務をこなしていった。

　最強たるゆえんは、個々の戦せん闘とう力りよくもさることながら、隊長であるスサノオの高い統率力であった。人格者であるスサノオを部隊の誰だれもが慕したい、チームワークが乱れることはなかった。

　しかし、オロチもあと一人ひとりとなった時に事件は起きた。スサノオの部隊はその最後の一人の討伐を任まかされていたが、突然隊長のスサノオが行方ゆくえ不ふ明めいになったのだ。

　副隊長がなんとか部隊をまとめようとしたが、隊員の戸と惑まどいは拭ぬぐい切れず、チームワークの乱れた部隊は最後の一人による攻こう撃げきで負傷者を出し、たちまちバラバラになってしまった。

　それでも任務は果たさなければならない。副隊長は、残った少ない隊員とともに、標的を追い詰めていった。

「タケシロ……すまない」

「大丈夫だ。あとは俺おれ一人でやる」

　重傷によってこのまま一いつ緒しよに追っても足手まといになると判断した隊員を置いて、副隊長は一人で標的を追った。

　時は夕方。買い物客や学生でごった返す大通りを、副隊長は駆け抜けていた。

　標的との距きよ離りは段だん々だんと縮ちぢまってきている。このまま人のいない所まで追い込み、そこで討伐を完了させる。標的はもうかなり弱っていた。副隊長一人でも十分に勝てるほどに英えい力りよくの差があった。

　十数分後の勝利を確かく信しんしていた副隊長。彼は行方不明になる前のスサノオの言葉を思い出していた。「もし俺がいなくなるようなことがあれば、その時はお前に全すべて任せる。頼んだ」と、スサノオ隊長は言っていた。

　隊長は、自分がいなくなることを予期していた。隊長は一体何を知り、隊長に何が起きたというのだろう。副隊長の自分にくらい、教えてくれてもよかったのにとも思う。

　街中を全力で走る二人ふたりは、人間たちの目では追い切れないほどの速さに達している。人々は何かが通ったことには気づくがそれが何かまではわからず、少しの違和感を残したまま、だがその興きよう味みもすぐに失われ、また元の日常へ戻っていく。

　もう少し、もう少しで任務が完了する。これが終われば、バラバラだった部隊もきっと元通りになる。隊長だって戻ってくる。そう信じていた。

　その時、標的がガードレールを足がかりに車道へ飛び出した。横断し、向こう側へ移るつもりなのか。副隊長も追って飛び出した。

　しかし標的の思おも惑わくは違った。副隊長はすぐにそのことに気づいた。人が間にいては攻こう撃げきできない。だから、間に邪じや魔まの入らない車道へおびき出したのだ。

　標的の両手に光が集まる。

　このことに気づいてしまった人間はもう少なくない。こうなってしまったら、戦せん闘とうはなるべく速すみやかに、これ以上目立たないように終わらせるしかない。今なら、人の目には一いつ瞬しゆんの出来事に映る。何かの見間違いだと思ってくれれば幸いだ。

　必要最低限の戦闘。その判断は正しかった。しかし、任務完了への少しの焦あせりがその方法を誤らせた。

　標的が光弾を放つ。もう英えい力りよくは残り少なく、この攻撃もたいしたものではなかった。

　副隊長は、光弾のカウンターを狙ねらい……。

　よけて、しまった。

　後ろには人間の乗る車が走っているというのに。







　春はる菜なは食べていればよかったのに、随ずい分ぶんとお腹なかをすかしてみんなの帰りを待っていた。周しゆう慈じを抱えて帰ってきた時「周慈は？」と声を出したと同時に腹の虫が大合唱したのは内ない緒しよの話だ。

　気絶している周慈を見て、自分まで気絶してしまいそうになった春菜だったが、すぐに気を取り直して、美み琴ことの「慣なれないランニングをし過ぎて倒れた」という事情説明を聞いていた。美琴の訓練で周慈が疲れていたことは事実で、美琴がその場で考えた理由にも納得していた。そして、美琴はやり過ぎだと怒られた。

　周慈を寝室に寝かせると、今まで周慈のことで頭がいっぱいだった春菜も、神しん一いち郎ろうと美琴がボロボロだということに気がついた。

「ちょっと……！　何かあったんですか？」

「周慈を捜してる時に悪の組そ織しきと遭そう遇ぐうしてな」

「……噓うそですか？」

「ああ。噓だ」

　すっかり冷さめてしまった夕飯を温め直そうと、神一郎は逃げるように台所へ行く。春菜は後ろをついてきた。

　何皿かを電子レンジに放り込み、フライパンに油をしく。

「どうして噓うそをつくんですか？」

「信じといていい噓ってのもあるんだよ」

「……そうですか」

　キッチンを春はる菜なに任まかせて、服を着替えた。

　料理を簡かん単たんに調ちよう理りし直して、遅くなったが夕飯にする。英えい力りよくの消しよう耗もうが激はげしいせいか、腹が減っていた。美み琴ことも怒ど涛とうの勢いで食べている。

　食事中は特に会話もなく、テレビの音がむなしく響ひびいていた。

　やがて四人分の食事を三人で完食し、美琴は風ふ呂ろに行った。

　片付けの最中、一人ひとりでやると言ったのに半ば無理やり手て伝つだっている春菜が驚おどろきの声をあげた。

「神しん一いち郎ろうさん、ケガしてるじゃないですかっ」

　腕の切り傷を指差す。エミュレットにつけられたものだ。もう血は止まっているが、あの大おお鎌がまでやられただけあって、傷口はそれなりに深い。英力を治ち癒ゆにあてても、数日はかかるだろう。

「たいしたことねえよ」

「悪の組そ織しきは噓なんじゃなかったんですか」

「極ごく悪あくの組織と遭そう遇ぐうしてな」

「……こっちに来てください」

　春菜はそれ以上何も言わずリビングへ行ってしまった。声の感じが何だかいつもと違って、神一郎は持っていたスポンジを放ってついていく。

「何だよ」

　春菜はリビングの角にある棚から救急箱を出して、消毒液を取り出した。

「座ってください」

「だからたいした……」

「座ってください！」

　それは怒っているようで、でも泣いているようにも見えた。とても切ない声だった。

　神一郎が座ると、春菜は消毒液をつけたガーゼを傷口にあてた。

「っ！」

「我が慢まんしてくださいね」

「わかってるよ」

　痛みにも慣なれ、黙だまって手当てを受けていると、春菜が静かに口を開いた。

「あんまり……心配させないでください」

　耳に届くか届かないかの小さな声で。

「俺おれは周しゆう慈じじゃないぞ」

「周慈じゃなかったら、心配しちゃいけないんですか？」

　春はる菜なの語気は強く、まるで問い詰めるような。

「…………」

「いきなり押しかけてきた変な人たちですけど、一いつ緒しよに暮らしている人を心配しては……いけないんですか？」

　思わず春菜の手に力が入り、消毒液がしみた。神しん一いち郎ろうが顔を歪ゆがめると「すみません」と慌てて言った。

「いや、ありがとう」

　素直に言えたことが、自分でも不ふ思し議ぎだった。手当てをしてくれた人に礼を言うのは当然だと、とりあえず理由をつけた。

　春菜が包帯を巻く。その手つきは慣なれたもので、あっという間に神一郎の腕にはきれいに包帯が巻かれていた。

「上う手まいんだな」

「周しゆう慈じ……ケガすることが多くて」

　それはいじめでやられたものか。

「安心しろ。あいつは強くなる」

　肉体的にではなく、精神的に。だが、素人しろうとどうしのケンカに勝つにはそれで十分だ。

「はい……」

　手当ては終わり、春菜が救急箱を片づけに行くところを神一郎は呼び止めた。訊ききたいことがあった。それがとてもお節せつ介かいなことで、自分がそんな性格だということもわかっていた。

「何ですか？」

「お前さ、夢っていうか、そんなのはねえのか？」

「……どういうことですか？」

　背中を向ける春菜は、振り返らなかった。

　予感がした。この質問が、二人ふたりの距きよ離りを少しだけ変えてしまうような。

　でも、神一郎は言葉を続けた。

「周慈に元気に生きて欲しいってのはわかる。でもさ、お前自身がどうなりたいとか、そーゆーのってねえのか？　周慈周慈ってさ、お前、自分の願ねがいを全部周慈に押し付ける……てのは変かもしれねえけど、そんな感じになっちまってねえか？」

　一息で、言い切った。

　春菜は何も言わなかった。







　副隊長がそのことに気がついたのは、標的の胴体を刀で切り裂いた後。流れた光弾はトラックの前ぜん輪りんを破は壊かいし、ハンドルの利かなくなったトラックは対向車しや線せんへ突っ込んでいった。

　運悪く、そこには一台の乗用車が走っていた。

　車体はトラックの方が大きい。トラックは乗用車をボンネットから押おし潰つぶす形で、アスファルトにその跡を刻みながら数十メートル走り、停止した。

　トラックは、小さな車の全身を破は壊かいした。

　人々の悲鳴。もしかしたら起こるかもしれない爆ばく発はつを恐れ逃げ回る。自然と、二台の大破した車の周りから人は消えていた。

　任務は成功したのに、達成感や高こう揚よう感かんなどまるでなかった。

　副隊長はゆっくりと潰れた車へ歩み寄って行った。ガラス、鉄の破片が散乱し、踏むとじゃり、と音を立てた。後ろから親切な誰だれかが「危ないぞ」と声をかけた。

　クラクションや人々の声で、周りはうるさい、はずだった。しかし、その騒さわがしい雑音は副隊長の耳には入らず、半ば呆ぼう然ぜんと、副隊長は歩いていた。

　トラックの運転手は、フロントガラスに頭から突っ込んでいて、血を流していた。おそらく、即死だろう。

　乗用車の運転席と助手席は無残に大破していた。男と女がひとりずつ、間違いなく、死んでいた。

「……っ！」

　後部座席。ドアが開いていて、少女の腰から上がアスファルトに投げ出されていた。まだ息があった。

　少女の下半身は、歪ゆがんだ車に強く挟まれていた。







　長く感じたたった数秒の後、春はる菜なは振り返って笑え顔がおを作った。

「別に、私はいいんです。奇き跡せきみたいに助かった周しゆう慈じが、これからもこのまま元気でいてくれれば、それで」

　じゃあ悲しそうな顔するんじゃねえよ、と思った。

　お節せつ介かいだということはわかっていた。でも、それでも何か、春菜に自分の願ねがいを持って欲しかった。

　それを叶かなえることで、あくまで自己満足な、いたって自分勝手な、最低の罪滅ぼしになるのなら。

「そうじゃねえんだよ。もっとあるだろ？　お前くらいの歳としの女の子だったらさ。すげえ高いブランドの服が着たいとか、色いろんなトコ行って遊びたいとか、そういう普通のさ、自分のために何かするっていう……」

「走りたい」

　遮さえぎられて、息を飲む。

「走りたい走りたい走りたい走りたい。……これで、いいですか？」

　また、春はる菜なは笑った。諦あきらめたように、微笑ほほえんだ。

　目を逸そらす。

「もし生まれた時からこうだったなら、こんな思いはしてなかったかもしれません。でも、私は知ってるんです。自分の足で歩く感覚を。地面を蹴ける感触を。だから余計に……願ねがっちゃうんです」

　春菜は神しん一いち郎ろうに背を向け救急箱を片づけ、風ふ呂ろから出てきた美み琴ことに風呂に入るから手て伝つだってくださいと言った。美琴はリビングの変な空気を察したが何も言わずに風呂場へ向かった。

　ドアの手前で、春菜はこっちを見た。その瞳ひとみは、かすかに潤うるんでいるように見えた。

「絶対に叶かなわない願いは夢とは言いません。寝言って言うんです」







　人間への被害。それはハテビトにとって最大限の努力をもって避けるべき事態であり、その罰は重いものだった。

　帰き還かんした副隊長は、オロチ討とう伐ばつの功こう績せきは認められたものの、それによって人間三人を死に追いやり、一人ひとりに重傷を負わせたという罪が帳消しになるわけはなく、地位と武器を取り上げられた。

　そして、スサノオが死んだこと、ツクヨミが行方ゆくえ不ふ明めいになったことを知る。クサナギとヤサカニが行方不明になったことも。ついでに、アマテラスがひきこもったことも。スサノオの死は、色いろ々いろな方面から調しらべが進められたが、結局原因はわからないままに終わった。

　あの少女は一命を取りとめたが、一生車くるま椅い子すの生活を余よ儀ぎなくされたらしい。幹部の誰だれかが言った。

　少女の名前を知った。

　家に帰ると、庭に刀が突き刺さっていた。スサノオ隊長が持っていた、現在行方がわからないとされているクサナギだった。引き抜くと、重かった。

　刀には微弱な英えい力りよくが残っていて、それはスサノオが死の直前に託たくしたメッセージだった。

『最も信頼するタケシロにこれを託す。誰にも渡すな』

　その日から、日本のどこかに散ったイルフィニを求めて、各地からハテビトが上陸するようになる。それでも、スサノオの言葉を信じて、刀は隠し通した。

　いつか戦う時が来る。その時のためにと、どれだけ修行をしても、刀を抜くことはできなかった。

　そして、人間界への出動命令が下る。一人の生なま意い気きな仲間と共に。







　神しん一いち郎ろうが最後に風ふ呂ろに入り、二階の部へ屋やに戻ると、そこでは美み琴ことがマンガを読んでいた。敷しきっぱなしの布ふ団とんの上に、まるで自分の物かのように堂どう々どうと座り込んでいた。

　虫が鳴き、時折窓から涼しい風が入り込む、穏おだやかな夜だった。

「結構面おも白しろいね。これ」

「だろ？」

　美琴が布団を独占しているのでフローリングの床ゆかに腰を下ろす。風呂でほてった体にひやりと冷たい。

　しばらくの無言。美琴はマンガを読み、神一郎は窓の外を見ていた。

　やがて、美琴が本を閉じる。あくびをし、目じりに浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「ご執しゆう心しんじゃん」

　見ると、美琴はニマニマといやらしい笑えみを浮かべていた。まるで、今の状況を楽しんでいるかのように。いや、間違いなく楽しんでいる。それにしても、何でこいつはこういう表情が得意なんだ。生まれた時もこんな顔だったのではないだろうか。

「聞いてたのか？」

「聞こえたの。興きよう味みないんじゃなかったの？」

「うっせえよ」

「好きになっちゃった？」

「うっせえ」

　美琴は「ははっ」と笑った。いやらしい笑みから、いたずらっぽい笑みに変わっていた。表情はたいして変わってないのにそう見えるのは、こっちの心境の微妙な変化のせいだろうか。

「別にいいんじゃない？　ハテビトが人間を殺したり傷つけたりしちゃいけないって決まりはあるけど、好きになっちゃいけないって決まりはないからねえ」

　美琴は腰まである長い髪の毛先をもてあそびながら、上うわ目め遣づかいに神一郎を見た。

「……違ちげえよ」

「ふーん。あっそ。つまんないの」

　美琴は本を放り投げ、立ち上がると伸びをした。そしてまたあくびを一つ。

「おやすみー」

　美琴が部屋を出て行くと、神一郎は舌打ちをした。ほとんど無む意い識しきにそれをしていた。

　クサナギを取り出し、夜風にあてた。柄えを握り引っ張ってみるが、やはり抜けない。

　クサナギは、英えい力りよくが高ければ抜けるという物ではない。この刀は、使うハテビトを選ぶ。刀に選ばれなければ、抜くことはできない。その代わり、刀が認めた者には大きな力を与えるという。

　今まで、この刀を抜いたのは一人ひとりだけ。誰だれからも信頼され、神一郎も信頼を寄せていた隊長のみ。

「俺おれを……選んではくれないのか」

　不定期に英えい力りよくを漏らす不ふ思し議ぎな人間、周しゆう慈じ。その姉、春はる菜な。

　周慈を守るというこの任務は、いつ終わりが来るのだろうか。周慈の正体がわかれば、照てる子こや他ほかの幹部たちが何かしらの対策を講こうじるだろう。その時任務は終わる。

　あの双ふた子ごの近くにいるのは、嫌いやじゃない。人間と一いつ緒しよに暮らす日常というのも悪くない。

　でも、少しつらい。







　５、 甘口か辛口か







　週始めの月げつ曜よう日び、周慈はまた金を取られて帰ってきた。無傷なところを見ると、殴られはしなかったようだ。

　美み琴ことは春菜に頼まれた買い物に出かけていて、神しん一いち郎ろうはカラ助すけから定期報告を受けていた。エミュレットはキリドルと共に日本を出たことが確かく認にんされた。おとなしく糖とう尿によう病びよう患者の介かい護ごでもしてろ。

　周慈がいくら奪うばわれたかは知らないが、この家を見れば周慈が金持ちであることくらい簡かん単たんにわかる。不良たちにとってはいいカモである。

「本当にケガはないの？」

「うん……大丈夫だよ」

　一階に下りてくると、ザ・過か保ほ護ごの春菜は心配そうに周慈に訊きいていた。が、周慈はいたって冷静だった。初めて会った時のこいつなら、すぐにでも春菜に泣きつきそうなものだが。特訓の成果だろうか。それでも金を取られては意味がない気がする。

「神しん一いち郎ろうさん、本当に周しゆう慈じはいじめられなくなるんでしょうか」

「俺おれに訊きかれてもな。周慈のことは美み琴ことの担当だし」

　金きん曜ようの夜に、春はる菜なと変な話をしてしまったが、次の日からはまたいつもの春菜に戻っていた。切り替えが早いのか、違う。春菜はもう完全に諦あきらめてしまっているのだ。走りたいという願ねがいを。

「周慈、どうなんだ？」

「美琴さんは、今週中には決着をつけるって言ってましたけど……」

　今週中か。そうなると特訓はあと数日。神一郎は、自分が意外にも周慈のケンカを楽しみにしていることに気づいた。あんな奴やつらボコボコにしてやれ、と思う。

　周慈はいつものようにジャージに着替えて庭へ。美琴が帰ってくるまでは自主練だ。神一郎によく似た顔が描かれているサンドバッグを殴っている。気のせいか頰ほおが痛い。

「よう。俺が代わりに見てやるよ」

　神一郎は庭に出た。

「いいんですか？」

「夕飯の準備までな」

　実は、神一郎はあまり周慈と話をしていない。美琴がつきっきりというのもあるが、周慈は神一郎が怖いらしく、なんとなく距きよ離りを感じる。出会い方がアレだったから、そう思われても仕方がないかもしれないが。

　いい機き会かいだと思った。

　周慈がサンドバッグを殴る様よう子すを後ろから見る。アドバイスはしたいが、色いろ々いろと変えてしまうとどうせ後で美琴に文句を言われる。それはそれで面めん倒どうだ。

「今度は俺に向かってやってみな。動かないサンドバッグ殴ってても面おも白しろくないだろ」

　そう言って、手のひらを前に向ける。

「えっと……いいんですか？」

「ミットつけてねえからって手加減すんなよ。お前のパンチなんて俺には効かねえんだからよ」

「あ、はい」

　数発周慈のパンチを受け、踏み込みの甘さを指摘した。人が相手だとどうしてもためらいが生まれる。これは慣なれるしかないことだ。

「美琴の特訓はどうだ？」

「厳きびしいけど、楽しいです」

　出会った時のような弱々しさが多少抜け、周慈ははっきりと答えた。

「そりゃよかった。自主トレもしてるみたいだし、美琴はいい弟で子しを持ったな」

　特訓を続ける。やはり英えい力りよくが漏れている。とても弱いから、近くにいる神一郎くらいしか気づかないが、何な故ぜ周しゆう慈じに英えい力りよくがあるのかさっぱりだ。エミュレットも周慈の身体からだの中には何もないと言っていたし。

　やがて、周慈が手を止めた。

「あのっ、神しん一いち郎ろうさん、訊きいてもいいですか？」

「何だ？」

　周慈は言いづらそうに目を泳がせ、頰ほおを薄うっすらと赤く染めている。やはり双ふた子ご、そんな仕し草ぐさが春はる菜なに似ている。

「神一郎さんと美み琴ことさんは付き合ってるんですか？」

　神一郎がもし三日以内にドリフを観みていたなら、効果音と一いつ緒しよに派は手でにずっこけていたところだ。

「はっ。そう見えるか？」

「え……だって、いつも一いつ緒しよにいるし、仲よさそうだし……」

　こいつは今までそういうふうに見ていたのだろうか。何を見たらそんな結けつ論ろんに達するのだろうか。美琴が聞いたらさぞかし驚おどろくだろう。

「ありえねえな。家いえ康やすの埋まい蔵ぞう金きんを頼より朝ともが掘り当てるくらいありえねえ」

「そうですか……」

　周慈はほっと胸をなでおろす。

　マジかよ。

「お前、美琴に惚ほれてんのか？」

「いえ！　そうじゃないんですけど！」

　やめておけと言いたい。別に、ハテビトと人間だからというわけではなく、美琴はないだろう。ブラシで撲ぼく殺さつするような奴やつだぞ。確たしかに顔もスタイルも客きやつ観かん的てきに見て悪くないし、性格もさっぱりしていて嫌いではない。欠けているとすれば女らしさだが、そこが重要ではないか。周慈みたいなタイプはもっとおとなしい女子が好みだと勝手に思っていたが、そうでもないのか。わからん、思春期。

　パニクり始めた周慈をもっとからかってもよかったが、あいにくそろそろ夕飯の準備の時間だ。美琴が帰ってくるまで適当に練習しとけと言って、神一郎はキッチンへ向かった。

「春菜、今日きようは何にする？」

　キッチンでは、すでに春菜が準備を始めていた。

「麻マー婆ボー豆どう腐ふにしようと思ってたんですけど、他ほかにリクエストあります？」

「いやない。それにしよう」

　神一郎が米を研といでいると、洗い終わった弁当箱を発見した。今日は忘れずに持っていったので、神一郎の出番はなかった。

　朝、弁当を作ってやろうかと申し出たら真顔で却下された。豪ごう華かな弁当を持っていくと、また友達にからかわれてしまうかららしい。今日きようも色いろ々いろ訊きかれたと春はる菜なは言っていた。

「ただいまだにゃー」

　ドアが開く音と共に、世界一かわいくない猫が帰ってきた。

「お帰りだにゃー」

「うわっ！　キモいにゃー」

「先に言ったのお前だろうがにゃー」

　隣となりの春はる菜なは苦にが笑わらい全開である。できるだけ早めにツッコんでくれるとおおいに助かる。ちらりと春菜を見た。

「あの……お帰りなさい……にゃー」

　乗っかりやがった。顔は真まっ赤か。そんなに恥ずかしいなら初めから言わなきゃいいのに。変にマジメなんだこいつは。

「メモに書いてあったの買ってきたよ」

　美み琴ことはポリ袋をテーブルに置いて、おつりを春菜に渡した。

「ありがとうございます。これ……美琴さんにしか頼めなくて」

「夕飯の食材か？」

　豆とう腐ふでも買ってきたのかと、袋に手を伸ばすと、背後に殺気を感じた。

「どらっせあ！」

「うおぅ！」

　間かん一いつ髪ぱつで美琴の回まわし蹴げりをかわす。とっさに反はん撃げきの構えをとりつつ間合いを取る。

「何しやがる！」

「うるせえこの腐くされティッシュ野郎！」

　新しい罵ば倒とうだ。

　美琴は春菜に袋を渡し、春菜はそれを顔を赤くしながら受け取った。

「女の子には色いろ々いろあるの！」

「はあ？」

　いやちょっと待て。袋の隙すき間まからかすかに見えてしまったが、卵ボーロじゃないか。確たしかにもっと幼い子供が食べるようなものだが、恥ずかしがるようなものでもない。

「あー……すまん」

　とりあえず謝あやまった。見えてしまったことは言わない方がいいだろう。

「いえ……謝られても、困るんですけど……」

　春菜はその袋を置いてくるために部へ屋やに戻っていった。今度から余計な発言と行動は控ひかえようと心に誓った。

　それにしても、好きなのか、卵ボーロ。

「そういや美琴、今週中に周しゆう慈じをケンカに勝たせるんだってな」

「あ、周しゆう慈じから聞いた？　まあ私らもここにどれくらいいられるかわからないし、そろそろかなーってね」

　美み琴ことによると、周慈に教えたのは最低限の体たい捌さばきと正せい拳けん突づきで、他ほかにはよけるためのテクニックと一対複数の場合の戦い方。これだけ身についていれば、素人しろうととのケンカには問題ない。あとは周慈の勇気だけである。

　周慈を庭に発見した美琴は意い気き揚よう々ようと特訓に行った。

　春はる菜なが戻ってきて、夕飯作りが再開した。

　卵ボーロ、久し振りに食べたいかもしれん。







　神しん一いち郎ろうと美琴が麻マー婆ボー豆どう腐ふをご飯と一いつ緒しよにかきこんでいると、春菜が遠えん慮りよがちに口を開いた。

「あの、お二人ふたりは今週の金きん曜よう日びはお暇ひまですか？」

「ふぃふぁふぁよ」

「ふぉみふぉんでふぁら言え」

「そーゆーあんたが飲み込みなさいよ」

　先に飲み込んだのは美琴だった。一足遅れて神一郎も口の中のものをお茶で流し込む。

「暇だけど、何かあるの？」

「えっと……誕たん生じよう日びなんです。私たちの」

　春菜の隣となりで周慈もうなずく。

「それで、あの、パーティーをしたいな……って」

　神一郎は飲みかけのお茶を吹き出しそうになった。慌てて口をおさえる。

「ははっ。中二にもなって誕生日パーティーはないだろ」

　こういうのって小学生くらいまでだろう。春菜は自覚があったのか、恥ずかしそうにうつむいている。周慈は相変わらずおろおろしてるし。

「別にいいじゃないですかっ。私たち以外の人が家にいるのって久しぶりで……。今までは二人だけでお祝いしてきたから……その……」

「あーあ、神一郎が泣かしたー」

　ずるい、と思った。神一郎は心の中で舌打ちを一つ。

　そんな声で、そんな顔でそんなこと言われたら、冗じよう談だんだろと笑い飛ばすこともできなくなる。謝あやまるしかなくなる。

　ハテシナに伝わってくる噓うそくさい人間たちの情報の中で、これだけは本当のことで、ハテシナでも共通だと確かく信しんした。「女は強い」。

「泣いてねえだろ。とにかく、あー、悪かった。パーティーやるか」

「はい。ありがとうございます」

「いよし！　じゃあ周しゆう慈じも金きん曜ように決着つけるよ！　あいつらの首を姉ねえちゃんへのプレゼントにしてやんな！」

「えっ？　あ、はい」

　聞くところによると、週末にどこかの歌手のアルバムが発売されるらしく、周慈は不良たちに金曜までに金を持ってくるように脅おどしかけられていた。今日きよう取った分を残しておけばいいとも思うが、使ってしまうのが不良なのだ。そしてそういう不良を狩っているのが神しん一いち郎ろうと美み琴ことなのだ。

　というわけで、金を徴ちよう収しゆうしにきた奴やつらを周慈が返り討ちにするというプランができあがった。ケンカに反対の春はる菜なは最後まで不安そうな顔をしていたが、食後の特訓に向かう周慈を見て微笑ほほえんでいた。

　数日の間で藤とう堂どう家けのキッチンの主あるじとなった神一郎でもケーキを作ることはできず、ケーキは買ってくることになった。ピザでも頼もうかという話になったが、「せっかくだから俺おれの手料理を食いやがれ」と神一郎が押し切った。

　片付けの時の春菜は妙に上じよう機き嫌げんで、神一郎は初めて春菜の鼻歌というものを聞いた。

「そんなにパーティー楽しみか？」

「はい。ちょっと……楽しみです」

　リズミカルに皿を磨みがいている。それが鼻歌と合っている。

「顔緩ゆるんでるぞ」

「え？　そうですか？」

「ああ。黒船にビビってる民衆を見下してる時のペリーの顔みたいだ」

「……見たことあるんですか？」

「あるぞ」

「そうですか」

　春菜得意の棒ぼう読よみ切り返しが決まったところで、神一郎はからかうのを断念した。

　庭からは気合いの入った師弟の声。

「ほら！　目ぇつぶらない！」

「は、はい！」

「私が手袋に字を書いてパンチするから、それを読みなさい」

「はい！」

「ほい！　何て書いてある？」

「あ、あの……この『さんぴー』ってどういう意味ですか？」

「美琴さんっ！」

　春菜が最高スピードで庭に飛び出していった。やればできるじゃないか、ドリフト。







　最近判明したこと。それは周しゆう慈じの英えい力りよくが美み琴こととの特訓中に漏れているということだ。まあ、美琴が近くにいるから、漏れた英力を美琴の英力で外にまで出さないようにすることはできる。学校とかで出されるよりはマシだ。

　体を動かすことと関係しているのだろうか。

　誕たん生じよう日びパーティーを明後日あさつてに控ひかえた水すい曜よう日び、神しん一いち郎ろうと美琴はケーキの予約のために商店街に来ていた。

　藤とう堂どう姉弟きようだいというのは家庭の事情のせいもあって、商店街では結構有名だった。当然、そこに住み着いた親しん戚せきで高校生くらいの若い二人ふたりというのも知られていた。

　予約を済ませ、夕飯のための買い物で八や百お屋やに寄ると、おばちゃんが馴なれ馴なれしく話しかけてきた。

「春はる菜なちゃんはかわいいからねえ。親戚でも男の人と一いつ緒しよっていうのはちょっと心配なのよ。それにあなた目つき悪いし」

　悪かったな。

「心配するな。春菜は二階に上がれないからな。俺おれが襲おそわれる心配はねえ」

「あなたすごいこと言うね！」

　ジャガイモ、ニンジン、玉ねぎ、ついでにリンゴを買い、飲み物などはスーパーで調ちよう達たつした。あと忘れてはいけないルー。

　美琴がカゴにお菓子を勝手に入れてくるが、ここは許してやろう。

　そろそろ春菜と周慈も帰ってくる。さあ、これからカレーを作ろうと張り切って帰ってくると、なんだか家がドタバタしていた。

　いつもは玄関に揃そろえられているはずの靴はひっくり返って転がっているし、家の中からは春菜が周慈に何か指示を飛ばしていた。

「きれいなタオル！　早く！」

「うん……」

　声は春菜の部へ屋やから。タオルを持った周慈が春菜の部屋に入ろうとしたところで、神一郎と目が合った。

「ただいま。どうした？」

「あの、救急車呼んでください」

「は？」

　春菜に何かあったのか。しかし、さっきの春菜の声を聞く限り問題はなさそうだが。

　周慈と一緒に春菜の部屋に入ると、ベッドに小学生くらいの少女が寝かされていた。

　黒く長い髪に白い肌、危ない趣しゆ味みのおっさんまたはお兄にいさんが思わず誘ゆう拐かいしたくなるような。

「レッテ!?」

　美み琴ことが声をあげる。

　そこにいたのは北ほく欧おうのハテビト、レッテ。数日前に剣を交えた相手である。そのレッテが、全身を痣あざだらけにして気絶していた。これは斬きられた傷ではない。どちらかというと殴られたような傷だった。

「この子のこと知ってるんですか？」

　口が切れていて、滲にじんだ血を拭ぬぐいながら春はる菜なが言う。

「ああ、少しな。こいつはどこにいたんだ？」

「すぐそこです。応急手当をしようと思って周しゆう慈じに運んでもらって……」

「春菜、こいつが倒れてた場所の近くにランドセルがあるはずだ。周慈と捜してきてくれ。手当ては俺おれと美琴がする」

「でも……」

「ほらほら、任まかせて」

　美琴が強引に春菜の車くるま椅い子すを押して部へ屋やの外へ出した。春菜は心配そうな顔をしながらしぶしぶランドセルを捜しにいった。

「とどめ、刺す？」

　春菜が家を出るのを確かく認にんして、美琴が言った。レッテは外傷もひどいが英えい力りよくも残り少ない。今なら一いつ瞬しゆんで息の根を止めることができる。

「いや、こいつほどのハテビトがやられたんだ。何があったか、誰だれにやられたのか話を聞くべきだろ」

「オーケー」

　レッテの額ひたいに浮かぶ汗を拭ふき取り、傷の確かく認にんをする。

「骨は？」

「左腕とあばらが二本折れてるね。あとは打だ撲ぼく多数」

　ズタボロだったパーカーは剝はぎ取り、英力を注ぐ。これでとりあえず命の危険はなくなった。傷も、骨以外ならすぐに治る。あんまり治し過ぎて、意い識しきを取り戻した時に攻こう撃げきされても困るので、こちらの優ゆう位いを保てる程度に英力を調ちよう節せつした。

「何があったのかな」

「さあな。こいつが起きるまではどうしようもないな」

　レッテと対等に戦えるとすれば、一番に思いつくのは照てる子こ。しかし、照子の武器は刀で、もし戦ったのならレッテには切り傷がつくはずだ。照子以外で、レッテと並ぶ実力の持ち主、どこの勢力の奴やつだろうか。さらに、一いつ緒しよにいるはずのデルトールがいないというのも気になる。

　ランドセルを見つけてきた春菜と周慈は、落ち着いた寝息をたてるレッテを見て安あん堵どの息を漏らした。

　レッテが目を覚ましたのはそれから一時間後で、神しん一いち郎ろうがニンジンを適当な大きさに切っている時だった。

　美み琴ことに呼ばれて春はる菜なの部へ屋やに行くと、春菜と周しゆう慈じも集合していた。

「ここは……」

「おう、起きたか」

「お前はっ……！」

　身構えようと体を起こすが、すぐに痛みに顔を歪ゆがめる。慌てて春菜が寝かせる。

「ほら、ケガしてるんだから起きちゃダメでしょ」

　レッテは瞬しゆん時じに状況を理解したようで、おとなしくなった。

「……かたじけない」

　見た目のせいで、完かん璧ぺきに子ども扱いのレッテ。しかも、春菜がタンスの奥から引っ張り出してきた、かわいい猫が描かれたＴシャツを着ている。隠れて美琴が吹き出したところを睨にらまれた。

　お堅い話し方をする奇妙な小学生だったが、春菜はそれを「面おも白しろい子」というふうに判断したようだ。

「お水、飲む？」

「すまない。いただこう」

「ご両親に電話をしたいんだけど、お家うちの電話番号教えてくれるかな」

「いや……」

　コップ一杯の水を一気に飲み干して、レッテは布ふ団とんを握りしめた。

「レッテちゃん？　どうかしたの？　痛い？」

「……申もうし訳わけないが、この二人ふたりと話をさせていただきたい。外はずしてはくれぬか」

「え、うん……」

　何かあったらすぐ呼んでね、と、春菜と周慈は部屋を出て行った。ジャガイモを切っておいてくれると非常にありがたい。

　ハテビト三人の空間で、最初に口を開いたのは美琴。

「さあて、質問に答えてもらおうかな。拒否権はないからね」

「自分の今の立場はわかっているつもりだ。手当ての恩もある。答えよう」

「誰だれにやられた？」

　一拍の間の後のち、レッテは答えた。

「デルトールだ」

　いくつかあった推測の中の一つ。そうである確かく率りつは二十パーセント以下くらい。それでものけぞってリアクションをとるほどの衝しよう撃げきではない。

「えええっ!?」

　こいつは別として。

「完全に不意をつかれた。私としたことが、情けない……」

　よほど悔しいのか、唇を嚙かみしめた。

　相手がデルトールであれば、レッテの打だ撲ぼくにも納得がいく。それにしても、北ほく欧おう勢力のイルフィニ、グングニルとミョルニルがぶつかったのか。周囲に被害が出ていなければいいが。下へ手たしたら、建物がいくつか粉々になっていてもおかしくない。

「仲間割れか？」

「いや、違う。……お前たちとあの川原かわらで戦った時、デルトールはもう死んでいたのだ。一いつ緒しよに上陸していた諜ちよう報ほう員いんから連絡があった」

　その連絡を受けた瞬しゆん間かん、一緒にいた偽にせデルトールに諜報員は殺され、レッテも瀕ひん死しの重傷を負った。何とか逃げのびようと朦もう朧ろうとする意い識しきの中で移動した結果、この住宅街にたどり着いた。幸か不幸かというやつか。

「ふーん、あれは偽者だったんだ。外見までそっくりだったってこと？」

「そうだ。しかも本物から奪うばったミョルニルを使っていた。相当なハテビトだろう」

　変装の達人で、さらにミョルニルまで使える英えい力りよくの持ち主。厄やつ介かいだ。

「ちょっと待て。あの時デルトールは、ネットゲームの話をしてなかったか？」

　あの一戦でネカマだということが判明したデルトール改めアリス。もし偽者であれば、そのことを知っているのはおかしい。

「おそらくは、外見、記き憶おく、人格、英力の性質まで偽ぎ装そうしたのだろう」

　それはもはや、変装ではなくコピー。そんな芸当が可能なハテビトがいるというのか。スパイなんて簡かん単たんにできてしまう。今のうちにおさえておかないと、後のち々のち脅きよう威いになるかもしれない。

　レッテの額ひたいには汗が滲にじんでいる。このケガだ。話すだけでもつらいはずだ。

「とりあえず話はわかった。おとなしく寝て食って英力回復しろ」

「私はお前たちの敵だぞ」

　鋭するどい目つきで神しん一いち郎ろうを見上げる。小さな体でケガまでしているが、存在感は圧倒的だった。

「お前は俺おれたちを攻こう撃げきしねえ。日本のイルフィニよりも、ミョルニル奪だつ還かんが優ゆう先せんだからだ」

　しばらくの間の後、レッテは薄うすく笑った。

「……賢かしこい男だ。私は偽のデルトールを倒しミョルニルを奪還したら一度帰還する。それまでお前たちに仕掛けないことを誓おう」

　噓うそのない瞳ひとみだった。

　その時ノックがした。小さくドアを開けて、春はる菜なが顔を覗のぞかせる。

「あのー、カレーなんですけど、中ちゆう辛からでいいですか？」

「ああ。美み琴ことは辛口か？」

「うん。辛いのがいい」

「残念だが辛から口くちのルーは買ってない」

「今なんで訊きいた!?」

　意味のないやり取りの中、春はる菜なはレッテに顔を寄せて、優やさしい笑え顔がおを見せた。

「レッテちゃんは？」

「…………甘口を頼む」







　英えい力りよくの密度を高めるために子供の姿をしているレッテだが、ここにきてその容よう姿しがあだになった。甘口カレーを食べたレッテは、口元についたカレーを春菜に拭ふいてもらうと、もう出て行くと言った。だが春菜に強引にデザートを食べさせられ、強引に体を濡ぬれタオルで拭かれている。別にいいとレッテは断ったが、骨が折れていてお風ふ呂ろに入れないでしょ。だから拭いてあげると春菜が押し切った。春菜は相当レッテを気に入ったらしい。

　実際のところ、ある程度回復したレッテの英力を回復に注げば、骨折以外のケガは一晩で治るだろう。

　周しゆう慈じは部へ屋やで勉強中。神しん一いち郎ろうと美み琴ことはリビングでテレビを観みていた。春菜とレッテは風呂場でお楽しみ中だ。

「随ずい分ぶん優しいじゃん。話聞いたらすぐに殺しちゃうって選せん択たく肢しもあったのに」

「お前ならそうしたか？」

「さあねー」

　辛くないことに文句を言いながらも三杯食べた美琴はそっぽを向いた。

「そのうちレッテと偽にせデルトールが戦うだろ？　どっちが勝っても、勝った方は手負いのはずだ。そこを狙ねらってグングニルとミョルニルを奪うばうって選択肢もある」

「あらあら、とんだ悪者だね」

　そんなこと言いながらも、絶対にそういう手段をとらないことをお互いわかっている。あくまで正面から、力と力で。それが二人ふたりのスタイルだ。出会ったばかりで知らないことだらけだが、それだけは共通していると自信を持って言える。

　レッテと春菜が風呂から出てきた。レッテは風呂で威い圧あつ感かんまで拭き取られてしまったのか、やけに普通の少女になっていた。春菜が嬉うれしそうにしているところを見ると、かなりかわいがられたようだ。

「レッテちゃん、アイス食べる？　バニラとストロベリーどっちがいい？」

「ストロベリーをいただこう」

　ちゃっかり食べてるし。そしてストロベリーは確たしか神一郎の分だったはずだ。仕方ない。ギャリギャリ君で我が慢まんするか。と思ったらそれも美琴に食べられていた。

　春菜がアイスを取りに行っている間、レッテは熱ねつ心しんに髪にブラシを通していたが、そこでハッと何かに気づき、眉み間けんをおさえた。そして呟つぶやいた。

「……無知とは怖いな」

「同感だ」

　北ほく欧おう勢力の誇る戦せん闘とう集団ヴァルディア。その隊長ともなれば、味方からは尊敬と信頼の対象であり、敵からは恐怖と絶望の対象である。しかしそれはあくまでハテシナにおけるハテビトどうしのことであり、一般の女子中学生がそんなこと知るはずもない。

　ケガをしたかわいい小学生は、春はる菜なにとってはかわいいお人形さんだった。







　明け方、レッテの心変わりや偽にせデルトールの来らい襲しゆうなど、いくつかの可能性を考こう慮りよして起きていた神しん一いち郎ろうの部へ屋やを、春はる菜なと一いつ緒しよに寝ていたはずのレッテが訪ね、この家を去ると告げた。ちなみに美み琴ことは隣となりの部屋で爆ばく睡すいしている。

　打だ撲ぼくはほぼ治り、骨もあと数日とかからないという。ランドセルを背負い、部屋の窓から出ていった。

　七時ごろ起きた春菜はレッテがいなくてちょっとしたパニックになったが、テーブルの上に置かれた「世話になった」という、下へ手たな字で書かれた書き置きを発見して、安心と心配が混じったような顔をしていた。

「結局家の電話番号も教えてくれませんでしたし、それに、どうしてあんなケガしたんでしょう」

「熊くまとでも戦ったんだろ？　最近のガキは何考えてるかわからねえからな。ゆとり教育の弊へい害がいってやつだ」

「もう、マジメに考えてください」

　実際、重傷なのは熊の方だ。

　春菜は、「ケガが治ったらきっと遊びに来てくれます」と、自分に言い聞かせるように言っていた。

　美琴と周しゆう慈じも起きてきて、朝食が終わり、キッチンで春菜たちの弁当に神一郎が文句をつけている時だった。

「あの、神一郎さん、今日きようの夕方は空あいてますか？」

「ん？　悪の組そ織しきが襲おそってこなければ空いてるぞ」

「でしたら、買い物に行きませんか？　駅前のデパートまで連れて行って欲しいんです」

　春菜はちらっとリビングを確かく認にんして、「周慈の誕たん生じよう日びプレゼントを買うんです」と小声でつけ加えた。確たしかに、それでは周慈と一緒に行くわけにはいかない。

「そんなもん一人ひとりで行けばいいじゃねえか」

「私……車くるま椅い子すなんですけど」

「それ電動だろ？　レバー倒せば進むだろうが」

　春はる菜なの右手のところにあるレバーを後ろに倒すと、ゆっくりと春菜がバックしていった。

「きゃっ……。いきなり動かさないでください！」

　改造すれば時速三十キロくらいは出るようになるのではないかと、口に出したら間違いなく呆あきれられるようなことを考えていると、春菜が戻ってきた。

「神しん一いち郎ろうさんたちをこの家に住まわせる時に約束したじゃないですか。美み琴ことさんは周しゆう慈じをいじめられなくなるようにしてくれて、神一郎さんは私の世話を……その……」

　もちろん忘れたわけではない。そして、そこをつかれると痛い。美琴は妙に張り切って周慈と特訓しているが、神一郎は具体的には特に何もしていない。弁当を届けたくらいだ。

「あー、そうだな。約束だしな」

　嫌いやになる。どうして約束だからと理由をつけないといけないのかと。どうしてもっと、普通にオーケーできないのかと。本当は、春菜をいくらでも世話してやりたいのに。何の不自由もないような生活を送らせてやりたいのに。車くるま椅い子すだってことを春菜が忘れてしまうくらい。

「ありがとうございます。一度帰ってきますから、待っててくださいね」

「おう」

　春菜は弁当を鞄かばんに入れると、周慈と学校に行った。

　春菜の電動の車椅子は、普通の人の徒歩くらいの速さだが、春菜はだいたい周慈に押してもらっている。車椅子というのは、誰だれかに押してもらった方がなんとなく心地ここちがいいものなのだろうか。それともただの節約だろうか。

「ふむ……」

「どした？」

　腕を組んだままリビングに行くと、美琴がヨーグルトを食べていた。

「今日きようの夕方春菜とプレゼントを買いに行くんだが、何か俺おれにできることはないかと思ってな」

「学校まで迎えにいってあげたら？　そーゆー気き遣づかいって喜ぶと思うよ」

　ふたを舐なめるな。貧乏臭い。

「……お前天才だな」

　ブラシ女だけど。

「乙女おとめですから。あと、身だしなみはちゃんと整ととのえな。一いつ緒しよにいて恥ずかしくない男でないと」

「……お前天才だな」

　撲ぼく殺さつ女だけど。

「乙女ですから」

　美琴はヨーグルトを口の端につけながら親指を立てた。

　神しん一いち郎ろうは午前の間にその辺をぷらぷらしていたヤンキー数名から「もう見逃してください」とカンパを貰もらい、服を新しん調ちようしてヘアワックスも買った。

　午後三時半。意い気き揚よう々ようと学校に行くと、前来た時と違って妙に静かだった。

「春はる菜なー。迎えに来たぞー」

　教室のドアを開けると、一斉に向けられる視し線せん。おかしい。弁当を届けに来た時は立っている奴やつとかもいたりして、もっと賑にぎわっていたはずだ。しかし今は机もきっちり並んでいて、向き合っていたりしていない。

　さらに、黒板の前には、明らかに生徒ではないおばさんが立っていた。

　そのおばさんと目が合った。

「誰だれだお前」

「担任ですが!?」

「神一郎さんっ！」

　下から声。春菜の席は、ドアに近い角だった。またもや顔を真まっ赤かにして、机の上に置いた鞄かばんを握りしめている。

「よう。行こうぜ」

「待っててって言ったじゃないですかっ。それにまだホームルーム終わってないんです！」

「ん。じゃあ廊下で待ってるわ」

　ついでに周しゆう慈じの教室に挨あい拶さつにでも行くか。いや、今日きようは周慈の誕たん生じよう日びプレゼントを内ない緒しよで買うために春菜を迎えに来たのだ。周慈に会っちゃまずいか。

　出て行こうとすると、おばさんに引き止められた。

「あなた、藤とう堂どうさんとどういうご関係ですか？」

「俺おれは……あれだ……」

　春菜に目をやると、魚みたいに口をパクパク動かしている。「なんとかごまかしてください」あたりだろう。

「その人はー、藤堂さんのー、彼氏でーす！」

　遠い親しん戚せきか未来から来た人型ロボットかで迷っていると、誰かが言った。声の主ぬしは、この前質問してきた春菜の友達らしいショートカットの女子だった。

「沙さ紀きちゃんっ……！」

　静かだった教室がドッと騒さわがしくなった。「前にお弁当持ってきた人でしょー？」「背ぇ高ーい」「年上だよね？」と、特に女子の声が目立つ。それに混じって「藤堂の彼氏？　マジかよー」という残念そうな男子の声もあった。

「ほら、静かにしなさい」

　おばさんが声を張り上げるが、そう簡かん単たんにはおさまらない。このままでは、ホームルームが長引いてしまうではないか。

　仕方ない。

「え？」

　神しん一いち郎ろうは春はる菜なの後ろに行くと、車くるま椅い子すを押して教室を出た。そのまま廊下を全力疾しつ走そう。

「ちょっと、まだ……」

「めんどい！　待てん」

　後ろからおばさんの声が聞こえるが無視。階段の前で一時停止した。

「あ、昇しよう降こう機き使ってきゃああああっ！」

　神一郎は、車椅子を持ったまま階段の上からジャンプ。先に着地し、腕の力で車椅子を支えながらそっと降ろした。

「ほら」

「何が『ほら』ですかっ！」

　心しん臓ぞうが止まりそうになったのか、それとも〇・五秒くらい止まっていたのか、春菜は息を切らして振り返った。

　明らかに怒っているのだが、その顔もすぐにまた恐怖に歪ゆがんだ。春菜の教室は三階、そしてここは二階と三階の間の踊り場。あと三回はジャンプしなくてはいけない。

「きゃああああっ！」

　悲鳴を聞きつけて、他ほかの教室から教師や生徒が出てくる頃ころには、春菜の乗った車椅子は昇降口を出て校門へ向かって突っ走っていた。







　午後四時には西の空が橙だいだいに染まり始めている。段だん々だんと、夕暮れが早まっていた。秋の訪れを告げるように、時折涼しい風が吹く。

　駅までの道。車椅子はやはり珍しいのか、通行人の三人に一人ひとりくらいはこちらを見ていく。

　前方にはもう駅が見える。少し下を向けば春菜の後頭部。学校を出てから、まだ一度も顔を見ていない。

「怒ってるのか？」

「いえ。もう怒るのにも疲れました」

　その投げやりな言い方は怒っているとは言わないのか。

　勝手に教室に入ってホームルームを抜け出し、さらには階段全段飛ばしという芸当をやってのけて、春菜の感情を司つかさどる部分は、怒っていいのか怖がっていいのか呆あきれていいのか悩んだ挙句、色いろ々いろ放ほう棄きすることを選んだらしい。

「そう言うなよ。アメ玉買ってやるから」

「子供扱いしないでください。本当に怒ってませんから。それに、今私、ちょっと優ゆう越えつ感かんあるんです」

　振り返って、春はる菜なは微笑ほほえんだ。

「何でだ？」

「神しん一いち郎ろうさん、私のクラスでは結構人気者なんですよ。背は高いし、年上で、その……ちょっとカッコいいし……ちょっと、ちょっとですよ？　だから、身内自じ慢まんっていうか……」

「身内ねえ……」

「いけませんか？」

「いや、悪くねえな」

　弁当を持って行った日から、そういう年とし頃ごろのせいか春菜に質問が絶えないのだという。春菜の家に押しかけようという話まで出たそうだ。

　駅とデパートは繫つながっている。いつもならエスカレーターで昇るために駅員を呼んで操そう作さをしてもらい、エスカレーターの段を二つ繫げてそこに乗るのだそうだが、今日きようは神一郎がいる。神一郎は車くるま椅い子すを持ち上げ、そのままエスカレーターで上まで行った。

「すごい力ですね」

「まあな」

　結構な数の視し線せんを集めていることにも気づかず、春菜は感心の声をあげる。

　デパートは五階建てで、一階の食品売り場には用はなく、とりあえずメンズファッションの店が並ぶ二階に向かった。

「神一郎さんに連れてきてもらったのは、男の人の意見を聞きたかったっていうのもあるんです」

「なるほどな。去年は何あげたんだ？」

「本のしおりです。周しゆう慈じは読書が好きですから」

　図書委員だしな。

　十五歳といえば思春期真まっ只ただ中なかだ。色いろ々いろなことに興きよう味みが湧わいてくる時期である。そして周慈は男の子だ。だとすれば、おのずと答えは見えてくる。

「エロ本はどうだ？　読書好きなんだろ？」

「…………」

　無言というのはこうも恐ろしいものなのか。見えているのは後頭部だけなのに、しっかりと春菜の現在の感情が伝わってくるから不ふ思し議ぎだ。

「はいはい。マジメに考えますよ」

「神一郎さんは、誕たん生じよう日びに何を貰もらったら嬉うれしいですか？」

「そうだな。お前の家みてえなシステムキッチンが欲しいな。料理の幅が広がる」

　実際、春菜の家で暮らすようになってから、格段にレパートリーが増えた。やはり器具が揃そろっていると今までできなかったことができるようになる。今では藤とう堂どう家けの冷れい蔵ぞう庫この中身も把は握あくし、夕飯の材料の買い物メモを春菜に書いて渡していたりする神一郎である。今回の任務の給料が出たら、ハテシナにある神しん一いち郎ろうの家にもシステムキッチンを設置しようかと考えている。

「私のお小こ遣づかいの範はん囲いで言ってくださいよ」

「別にお前が俺おれに寄こすわけじゃねえだろ」

「そ……それはそうですけどっ」

　そういえば、と、春はる菜なが誕たん生じよう日びを訊きいてきた。本当にシステムキッチンをくれるのかと思ったが、そこで神一郎は肝かん心じんなことに気づいた。誕生日など覚えていなかった。とりあえず二月三十日だと言っておいた。

「そんな日ありませんよ」

「数百年に一度の『超うるう年』に俺おれは生まれたんだよ」

　周しゆう慈じへのプレゼントはなかなか決まらず、しばらく二階をうろうろしていた。二人ふたりの会話はちらほら。春菜が気の早い冬物コーナーのマフラーを手に取った時、神一郎は「あのさ」と口を開いた。

「何ですか？」

「この前のことなんだけど、悪かった」

「この前、ですか？」

　忘れているのか、わざととぼけているのか、神一郎にはわからなかった。

「お前の夢だとか願ねがいだとか、余計なこと言っちまって。俺が無神経だった」

「……気にしてませんよ。私もきつく言ってしまって、すみませんでした」

　春菜の顔は見えない。声からでは、春菜がどんな顔をしているのかわからない。

　何もわかってないんだな。美み琴ことから乙女おとめ心ごころのレクチャーを受けておくべきだったか。

　春菜はプレゼントをマフラーにすることにしたのか、いくつか手にとって眺めている。

「あら、こんにちは」

　聞き覚えのある声に振り返った。前に会った時と同じようなブラウスにスカートという格好で、穏おだやかに微笑ほほえむ清せい楚そなお姉ねえさんがそこにいた。

「照てる子こ」

「神一郎君、でしたね。お元気そうでなによりです」

　春菜が車くるま椅い子すをターンさせると、照子は春菜にもいつもの笑え顔がおを見せた。春菜も会え釈しやくする。

「こんな所で何してるんだ？」

「お惣そう菜ざいを買いに。美お味いしいんですよ」

　そう言って、持っていた袋を見せる。てんぷらがパックされていて、さらに値下げのシールまで貼はってあった。そういえば、照子はどうやってこっちの世界で生活しているのだろう。金の調ちよう達たつとか、気にならなくはない。

「ちょっと時間いいか？　話しておくことがある」

「ええ、私は構いませんけど」

「春はる菜な、ここにいてくれ。すぐ戻るから」

「え？　はい……わかりました」

　きょとんとしている春菜を置いて、照てる子こを連れてなるべく人の少ない場所を探す。客はほとんどがエスカレーターとエレベーターを使うために、階段付近に人はいなかった。

「何かあったんですか？」

「ああ、ちょっとな」

　神しん一いち郎ろうはレッテとデルトールのことを照子に話した。あの夜に戦ったデルトールは偽にせ者もので、レッテが重傷を負ったこと。

　照子は相あい槌づちを打ちながら聞いていたが、段だん々だんとその表情が真剣になっていくのがわかった。

　簡かん単たんな報告を終えると、照子は一つ息を漏らした。

「……そうでしたか。では、あの戦いの後ログインしてきたアリスも偽者だったということですね」

「そういうことになるな。何か違和感とかなかったのか？」

「いえ。いつものアリスでした」

　というより、人間の世界まで来てネットゲームをやるとは。ノートパソコンでも持ち込んでいるのか。そして、そこまで楽しいものなのか。というより、どうやって人間の世界から繫つないでいるのか。

「私くらいになると、英えい力りよくを使ってネットを繫ぐことができるんです。すごいでしょう？」

「そうかい」

　ここまで英力の無む駄だ遣づかいをしている奴やつは初めて見た。

　となると、偽デルトールは人格や記き憶おくまでコピーしているという仮説はさらに真実味を帯びてくる。そんなことできる奴やイルフィニがあるのかと照子に尋たずねたが、照子も知らないとのことだった。

「私も調しらべてみますね。貴重な情報、ありがとうございます」

「ああ。じゃあ俺おれはあいつの所に戻る。あんまり油っこい物ばっかり食べるなよ」

「ふふっ。わかりました。あなたは……罪滅ぼしですか？」

　照子に背を向けていた神一郎が歩みを止める。

　不意打ちだ。露ろ骨こつに図ず星ぼしを見せてしまったのが悔しい。

「知ってたのか」

　振り返らずに言う。きっと照子は、虫も殺さないような優やさしい笑えみでいる。

「それなりの地位はありますから」

「悪いか？」

「いいえ。頑張ってください」

　言われなくても。はた目から見てそれがどんなに滑こつ稽けいでも。

　春はる菜なは二つのマフラーを持って悩んでいた。神しん一いち郎ろうが戻ってくると、「どっちがいいですか？」と答えを求めた。

「こっちの白いやつがいいんじゃねえの？」

「じゃあ、そうしますね」

　春菜は即そつ決けつしてしまうと、会計を済ませてラッピングしてもらった。

　他ほかに特に用事はなく、帰って夕飯を作ることにした。今日きようはサンマ。それと揚あげ出だし豆どう腐ふだ。大根おろしを大量に作って、野菜室の大根を減らさなければならない。

　帰り道。空は濃こいオレンジで、太陽は半分ビルの後ろに隠れている。風は涼しく、昼間が暑いからといって薄うす着ぎで出かけた人は肌寒さを感じるはずだ。

「ゆっくり行きましょう」という春菜の要望どおり、のんびり車くるま椅い子すを押している。夕飯は、少し遅くなりそうだ。

「きれいな人でしたね」

「照てる子このことか？」

「どなたなんですか？　もしかして……恋人、ですか？」

　語尾が小さくて聞き取りづらい。向かい合ってないからなおさらだ。

「まさか。仲間っていうのが一番近いか」

「仲間……？」

　しっくりきていないようだが、実際そうなのだから仕方がない。仲間という表現なんてゲームでしか使わないからな。

「そういやさ、お前は何か欲しい物あるか？」

「そういうのって、普通本人に訊ききます？」

「いや、訊かないね」

「強い足腰が欲しいです」

「……やっぱ気にしてんじゃねえか」

　自分でわかるくらい声が怖くなってしまった。きっと、顔もろくでもない感じになっている。

　春菜が振り返ろうとしたので、わざと車椅子を揺らして蛇だ行こうさせてやる。春菜は「きゃっ」と小さく悲鳴をあげて、すぐに笑った。

「ふふっ。冗じよう談だんですよ。欲しい物はありません。一いつ緒しよに祝っていただければ、それで十分ですから」

　住宅街に入る。奥さんたちの井い戸ど端ばた会かい議ぎを、犬がつまらなそうに見ていた。

　三年間二人ふたりで生きてきた姉弟きようだいの、ささやかな記念日。今こ年としは二人じゃない。四人いる。きっと楽しくなる。楽しくしてやる。

　それ以上に、何か、与えてあげられるものはないのだろうか。

　そして、二人の誕たん生じよう日びがやって来る。
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「これでよし」

「はい。ありがとうございます」

　周しゆう慈じは包帯でぐるぐる巻きの両手を、何度かグーパーして、最後にぐっと握りこんだ。

　別に周慈がケガをしたわけではない。包帯は、その内側にされたテーピングを隠すためだ。素人しろうとのパンチというのは、相手以外にも自分の拳こぶしを痛める危険がある。当たり所によっては、指を骨折というのもあり得る。それを防ぐためにがっちりテーピングをする必要があるのだ。それに、両手をケガしているように見えるので、相手も油断するだろう。周慈が反はん撃げきしてくるなんて思ってもいないだろうが。

「本当に大丈夫？　周慈」

　春はる菜なは朝からずっと心配そうだ。さっきも鞄かばんに絆ばん創そう膏こうや傷薬を詰め込んでいた。

「大丈夫だよ。お姉ねえちゃん。だから、先に帰ってパーティーの準備をしててよ」

「うん……」
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　周慈はこの数日でめっきり男らしくなった。美み琴ことの特訓によって、内面から変わってきている。それが外面にも滲にじみ出ている。

「頑張ってきな、周慈」

　美琴が激げき励れい。背中を力強く叩たたいた。

「はい。行ってきます」

　春菜を押して、周慈は玄関を出て行った。その背中を見送って、美琴と神しん一いち郎ろうは顔を見合わせ、一つ息をついた。

「周慈、英えい力りよくだだ漏れなんだけど」

「知ってる」

　微量ではあるが、朝からずっと周慈から英力が漏れている。日に日に漏れる時間が長くなっていることは気づいていたが、今日きようはまたすごい。

　周慈は一体何なんだ。周慈の身体からだの中を探ったエミュレットは、中には何もないと言っていた。それならば、何らかの理由で周慈自体が自覚のないハテビトだという可能性が浮上するが、双ふた子ごの春菜に何も英力がないというのはおかしい。

　もう少し、考える時間が欲しいところだ。

「私、念のため学校で見張ってることにする。あんたはケーキ取ってきといて」

「わかった。それに、弟で子しのデビュー戦見たいんだろ？」

「もちろん。何かあったらあんたに英えい力りよく飛ばすから」

「了解」

　美み琴ことに簡かん単たんな弁当を用意してやり、学校に向かうと、神しん一いち郎ろうは冷れい蔵ぞう庫この中を確かく認にんした。今日きようやることは一つである。それは夕飯の準備。豪ごう華かなものにするため、昼から下ごしらえをする必要がある。

　メインはハンバーグ。それにポテトサラダとオニオンスープを並べる予定だ。

　商店街の店が開くまではまだ時間がある。神一郎はそれまでの時間でリビングを掃そう除じすることにした。掃除機きをかけ、フローリングにワックスをかけ、棚のほこりを落とし、窓を磨みがいた。

　気がつくと正午近くて、商店街に行くことにする。

　材料は多め、春はる菜なにはオレンジジュース、周しゆう慈じにはコーラを買った。

「あんた、目つきは悪いけど、やってることは奥さんだねえ。その大きな体でまあ」

　肉屋のおばちゃんが肉の計量をしながらそんなことを言った。

「うるせえ、寿じゆ命みようで死ね」

「そうするつもりだけど!?」

　こんなやり取りも慣なれてきた。それだけこの商店街に来ているということか。

　いくつか店を回り、最後にケーキを受け取り、家に帰って下ごしらえを開始。この時点で「家政婦か！」と自分にツッコんだ回数は四回である。しかし、家事が嫌いでない、いやむしろ好きなのだから仕方がない。

　だいたいの準備が終わったのは三時前。まだ春はる菜なが帰ってくるには時間がある。

　よし、せっかくだ、周しゆう慈じを見に行こう。

　美み琴ことが退屈しているだろうから、マンガを持っていってやることにした。

　美琴は校舎の屋上にいて、他ほかに生徒はおらず案あんの定じよう暇ひまそうだった。その証しよう拠こに、自作らしいダンスを踊っていた。できてないぞ、ムーンウォーク。

　誕たん生じよう日びパーティーということで気合いが入っているらしく、この前買ったチェックのミニスカートとブーツを履はいていた。スタイルがいいからパンツもスカートも似合う。そればっかりは認めるしかない。

「よう。様よう子すはどうだ？」

「別にー。英えい力りよくは微弱なまま。後は放ほう課か後ごの決戦を待つだけだね」

「そういやカラ助すけは？　周慈の見張り頼んであるんだが」

「カラ助ならさっきまでいたよ。私がいるから大丈夫って言ったら、喜んでデートに行ったよ」

　神しん一いち郎ろうからマンガをひったくって、美琴は寝転んだ。

　授業が終わるまでまだ時間がある。神一郎も美琴の隣となりに寝転がった。

　雲が流れる。『女心と秋の空』という言葉がある。女心が変わりやすいのは最近学んだ。しかし、空は簡かん単たんに変わるのだろうか。この青空も、目を離はなした隙すきに雨を降らせたりするのだろうか。

「なあ、美琴」

「んー？」

「お前、プレゼント用意してるか？」

「してるよー。周慈にはダンベル、春菜ちゃんにはあんたが用意するんでしょ？」

　思わず体を起こす。美琴は神一郎に一いち瞥べつもせずマンガを読んでいる。

「いつの間に」

「昨日きのう、ちょっとね。ってあんた、まさか買ってないの？」

「何が欲しいか訊きいたら、一いつ緒しよに祝ってくれればいいってさ」

　ため息と一緒に美琴はマンガを閉じて、同じように体を起こした。前に周慈にしていたデコピンを貰もらった。

「あのね、それも大事かもしれないけど、やっぱ形として残る物あげるべきなんじゃないの？　私ら、いつかいなくなるんだしさ」

「…………」

　いつかいなくなるから、思い出として残る物を渡す。いつかいなくなるから、何も残さない方がいい。どちらが正しいのかなんてわからない。

　でも、きっと何も残さない方がいい。そう思った。

　チャイムが鳴った。やがて、たくさんの生徒が昇しよう降こう口ぐちから出て行く。校門から帰っていく生徒、グラウンドに行く生徒、テニスコートに行く生徒。春はる菜なの姿も見えた。確たしか沙さ紀きとかいう友達に車くるま椅い子すを押してもらっている。なら大丈夫だな。それに、今春菜の前に行くとややこしいことになりそうだ。

　金きん曜よう日びだから、周しゆう慈じは図書委員の仕事がある。いじめっこたちはそれが終わるまで律りち儀ぎに待っているつもりらしく、屋上から覗のぞき込んだら体たい育いく館かん裏でタバコをふかしていた。時間が遅くなれば、それだけ人目につかなくなるから、カツアゲする側からすれば好都合でもある。

「勝ち目はあるのか？」

「ちゃんと私の言った通りにすれば勝てるはず。ま、勝った後は、あいつ次第だけどね」

　そう、このケンカは単なる一つのステップにすぎない。勝ったからすぐにいじめがなくなるのかといえば、そうではない。そこから、周慈が成長できるかである。

　少し時間が過ぎた。日は落ち、部活の生徒も次々と帰っていく。マンガを読み終わった美み琴ことは、退屈のあまり太たい極きよく拳けんとラジオ体たい操そうの融ゆう合ごうにチャレンジし始めた。美琴の動きを見るに、ラジオ体操の方が濃こく出ている。

　こんなに図書委員の仕事は面めん倒どうなのか。これなら家でハンバーグを作ってからでも間に合った。春菜も腹を空すかしているだろう。勝手にハンバーグを作っていなければいいが。

「っ！」

　ある感覚。美琴も気づき、妙な動きを止める。

　これは周慈の英えい力りよくだ。朝から漏れているような微弱なものではない。初めて会った時のような、大きな反応だ。しかも一いつ瞬しゆんではなく、大きな英力が漏れ続けている。

　周慈に何かあったのか。周慈を捜そうと校舎に入ろうとしたがその必要はなく、昇降口から体育館裏へ向かう周慈を発見した。見た目には異常は見られない。

「おい、やばいぞ。こんだけ英力出してたら近くのハテビトが集まっちまう。周慈連れてどっかに……」

「ダメ」

「美琴」

「ごめん。周慈の戦いが終わるまで待てないかな」

　できれば一秒でも早く行動を開始したい。でも美琴は真剣な、そして少しだけ寂しそうな目で下の様よう子すを見ていた。

　下では周慈はいじめっこ三人に囲まれ、何か言われている。いじめっこたちも相当待ったので、文句でも言っているのだろう。声はここまで届かない。

「わかった。それで美琴、もっとアリーナで見ないか？　ここじゃ遠いだろ」

「サンキュ」

　二人ふたりは屋上から飛び降り、違う場所に着地した。そっと体たい育いく館かん裏へ近づき、物陰から様よう子すをうかがう。

「よし、三人ね。予定通り」

　待ちくたびれた三人は、周しゆう慈じにさっそく金を出せと脅おどしかける。両手の包帯には目もくれない。周慈が財さい布ふを取り出さないでいると、すぐに不良たちから声が飛ぶ。

「おい！　さっさと出せよ」

　しかし、大きい声を出せばビビってしまうような周慈ではない。それでも財布を出さない周慈の胸むな倉ぐらに、一人ひとりが手を伸ばす。周慈はそれを払いのけて、二つの拳こぶしを顔の前にもっていき、構えをとった。

　不良たちは笑った。今までいじめていた奴やつが見せた抵抗の姿に。聞いていて不快になるような笑い声だった。

「はあっ！」

　周慈の拳が、一人の顔面に直ちよく撃げきした。そいつはよろけて他ほかの奴にぶつかった。少し踏み込みが甘かったか。しかし、初弾としては上出来である。

「よし！」

　隣となりの美み琴ことが小さくガッツポーズをした。

　喰くらった奴は鼻をおさえまだ悶もん絶ぜつしている。残りの二人ふたりが表情を変える。

　いじめっこたちは「やべえ、こいつできるぞ」なんて退散することはなく、しっかりキレて周慈に罵ば声せいを浴びせた。

　一人が蹴けるが、腰パンのせいで伸びもなければ威い力りよくもない。周慈はその足を摑つかみ持ち上げ、強引に転ばせた。それを見たもう一人が殴りかかるが、周慈は体を横に振ってそれをかわし、カウンターの一発を見み舞まった。

「おお、やるじゃん」

「別に不良っていってもケンカが強いわけじゃないからね。結局、ちょっと悪ぶってみたいガキってこと」

　しかし、ここからが勝負である。美琴もそれがわかっているから、周慈から目を離はなさない。普ふ段だんいじめている奴からまさかの反撃を受けたいじめっこたちは、本気で袋ふくろ叩だたきにしようとする。ここで周慈にビビリ心が生まれてしまうと、体が縮ちぢこまってしまってケンカに負けてしまう。

　周慈が腕を摑まれた。これはまずい。一対一ならまだいいが、複数を相手に動きを封ふうじられるのはかなりのマイナス要素だ。

　よけることができずに殴られてしまう。このまま倒れてしまったら終わりだ。

　と、周慈は殴られながらも、引っ張られた勢いそのままに真正面の相手に頭突きを喰くらわせた。腕が離はなれ、一度逃れる。

「頭突きも教えたのかよ」

「いや、私はそんなの教えてないよ。周しゆう慈じの気合いだね、これは」

　美み琴ことは嬉うれしそうに言った。

　周慈は校舎の壁かべに背をつけ、構え直す。これなら逃げることはできないが、後ろをとられることはない。周慈はやる気だ。

　いじめっこたちはというと、一度仕切りなおしたせいで、ためらいが生まれたようだ。普ふ段だんは金を脅おどし取っているだけで、本気で殴りあったことなどないのだろう。さっきキレた勢いで周慈をボコボコにできなかったのは失敗だ。

　それでも逃げるわけにはいかない。いじめっこたちは周慈との距きよ離りを詰める。が、誰だれも攻こう撃げきしようとしない。何か言っているだけだ。

「弱いねえ。ケガさせて先生に怒られるのが怖いのね」

「初うい々ういしくていいじゃねえか。ハテビト殺すのにためらいがなくなっちまった俺おれたちより断然マシだ」

「そうねー」

　もし、周慈がいじめっこの誰かにケガをさせたとしても、いじめられていたという事実や、一対複数だったことで、周慈が責められることはない。周慈はそこまで考えているのか、おそらく考えてないだろうが、先に手を出した。

「はっ！」

　毎日練習した正せい拳けん突づき。リーダー格の腹に突き刺さった。もう少し上を殴っていれば、あばら骨にひびの一つでも入れられたかもしれない。

　横の二人ふたりはただただ驚おどろくだけで、次の行動が遅れる。周慈はもう一発リーダーを殴った。

「それいけ！」

　美琴もエキサイトしてきた。

　リーダー格を狙ねらうというのはいい方法だ。特に中学生という子供には効果的である。ガキの不良グループというのは、一人ひとりやんちゃな奴やつがいて、そいつにいじめられたくなくて仲間になる奴が加わってできる場合がある。あいつらはそのいい例で、リーダーが何か言わなければ何もできない。

「早くこいつぶっ殺せよ！」

　やっとリーダーの命令が出た。

　何度か攻撃を当ててはいるが、周慈の力ではあまりダメージは望めない。これからは手数が必要になりそうだ。

「くう～～っ。盛り上がってきたねえ」

「残念だが時間切れだぞ美琴」

「……わかってるって」

　見物はここまで。ここからは仕事の時間だ。

　周しゆう慈じたちに見つからないようにこっそり移動。行く先は校庭。美み琴ことは未み練れんがましく何度か振り返っていた。

「でかい英えい力りよくに釣られて来る奴やつがいて、それを追っかけてくる奴がいて。何もここでおっ始めなくても、ねえ」

　弟で子しの戦いを最後まで見ることができなかったのが不満な美琴は、横でぶつぶつ言っている。

　ついさっき、校庭にやって来たハテビトが二人ふたりいる。美琴の言うとおり、こんなところでやり合わなくてもいいと思う。

　校庭では、ランドセルと背負った銀髪の少女と、長身金髪の、スーツを着崩したホストみたいな男が激はげしくぶつかり合っていた。

　少女は自分の背ほどもある巨大な槍やりを、男は黄金に輝かがやくハンマーを振り回していた。

　レッテと偽にせデルトールだ。

　おそらく、周慈から漏れた英力を偽デルトールが探りに来ると踏んで、レッテもやって来たのだろう。

「おお、やってるやってる」

　まるで観かん客きやくのように、いや、実際見物人のわけだが、美琴が声をあげる。

　レッテはまだ完全に回復していないはずだが、それでも何とか偽デルトールと渡り合っている。ヴァルディアの誇りをそこに見た。

「ちょっくら目もく撃げき者しや眠らせてくるわ」

「はいよー」

　神しん一いち郎ろうは校舎に入っていった。この時間、生徒はいないだろうが、職しよく員いん室しつに教師が残っているはず。案あんの定じよう、二階の職員室には数人残っていて、校庭からの轟ごう音おんを聞いて窓まど際ぎわに集まっていた。

「悪いな」

　それだけ言って、神一郎は教師に眠ってもらった。朝までは寝ていてくれ。

　ついでに、家に電話をかけた。

『はい、藤とう堂どうです』

「よう、俺おれだ」

『神一郎さん？　今どこにいるんですか？』

「お前らの学校だよ。周慈を見に来た」

『あのっ、周慈はどうですか!?　ケガしてないですか？』

「善戦してるよ。心配すんな、もう少しで帰る」

『そうですか……。では、待ってますね』

「おう。それとお前、ハンバーグに触ったりしてねえだろうな」

『え？　もう焼いちゃいましたけど』

「バカ！　お前、あれは俺おれが……」

『ふふっ。噓うそですよ。料理は全部神しん一いち郎ろうさんにお任せします』

「てめえ……」

『はい、それでは』

　受話器を置く。

　やられた。まさか春はる菜なにからかわれるとは。無む性しように悔しい。しかし、ハンバーグが無事で何よりだ。

　美み琴ことのところに戻ると、なおも戦せん闘とうは続いていて、美琴は地面に座り込んで観かん戦せんしていた。あちらの二人ふたりも神一郎たちの存在に気づいてはいるだろうが、構っている余裕はないようだ。

「人いた？」

「何人かな。朝起きたら忘れてるだろ」

　偽にせデルトールが黄金のハンマー、ミョルニルを打ち下ろす。あれは北ほく欧おう勢力の中でも有名なイルフィニで、そう簡かん単たんには扱えない。あの偽者、確たしかに侮あなどれない。

　レッテはグングニルでミョルニルを受けるが、万全ではないし体重差もあり、グラウンドの土の色を変えながら後ずさっていく。

「お前も混ざってくれば？」

「どっちに加勢するのさ」

「お好きな方に」

　美琴はため息一つ。そして重い腰を上げた。

「かわいいかわいいレッテちゃんを手て伝つだってあげようかね。あの子に恩を売っておいて損はなさそうだし」

「同感だな。……あ、そうだ」

「ん？」

「レッテにリボン巻いて春菜にプレゼントすれば喜ぶんじゃないか？」

「あはっ。それいいね。じゃあレッテに死んでもらうわけにはいかないね」

　神一郎はクサナギを鞘さやのまま、美琴はブラシを取り出し、グラウンドの中央へと歩いて行く。

　整せい理りする。レッテは神一郎の持っているクサナギと日本のどこかにあるヤサカニには手を出さないと誓っていて、目的は偽デルトールの持つミョルニルの奪だつ還かん。それさえ果たせば、日本を出て行く。

　神一郎と美琴は、周しゆう慈じの英えい力りよくを探るために現れたであろう偽デルトールを撃げき退たいし、可能ならば正体をつきとめ、照てる子こあたりに報告しなければならない。そして周慈はケンカに勝ち、今夜は誕たん生じよう日びパーティーをする。

　つまり、偽デルトールを倒すことによって目的は果たされる。

「お前らっ！　手を出すな！」

　近づいてくる神しん一いち郎ろうたちに気づいたレッテが、こちらを見ずに言った。偽にせデルトールは二人ふたりを一いち瞥べつ。神一郎と目が合った。

「目的が一いつ緒しよなんだから、手て伝つだってやるって言ってんの」

　むしろ感かん謝しやしろと言いたげな美み琴ことは、いきなり偽デルトールに飛びかかった。

「どらあっ！」

　奇き襲しゆうにも動じず、偽デルトールは一歩で数メートル後ろに跳とんだ。

「さて、事情はどこまで知ってる？」

「あんたが本物殺して入れ替わった変装名人だってことくらいは」

「ふん。それだけ知っていれば、俺おれがお前たちを殺す理由としては十分だな」

　状況は三対一。にもかかわらず、偽デルトールは口の端に笑えみを浮かべている。

　神一郎と美琴は、レッテを庇かばうように前に出た。

「お前ら……」

　レッテは息が上がっている。

「悪いな。こっちにもこっちの事情があるんだ。タイマンさせてやれなかったことだけ謝あやまっとく」

「ふ……、自分勝手な連中だ」

「褒ほめ言葉だな」

　神一郎と美琴が駆け出そうと足に力を集中させた瞬しゆん間かん、全身に痺しびれが走った。まるで心しん臓ぞうをそのまま止めてしまいそうな、痛みすら覚える衝しよう撃げきだった。

「っ……！」

　レッテ、偽デルトールも顔を歪ゆがめている。ここにいる誰だれかの仕し業わざではない。どこかからの遠えん距きよ離り攻撃だろうか、だとしたら誰が。いくつかの推測が一瞬のうちに頭を占せん拠きよした。

　続いて、巨大な英えい力りよく反応。今の衝撃はこの英力のせいだと考えて間違いない。だが、この英力には覚えがある。いや、覚えているどころではない。いつも感じていたあいつの英力だ。

「周しゆう慈じ……」

　美琴が呟つぶやく。

　何だこれは。周慈に何が起きている。あいつは今、校舎の裏にいるはず。何が起きたか確かく認にんする必要がある。

　美琴に行ってこいと目で伝え、美琴もうなずく。この場から離り脱だつしようとした美琴は、しかしすぐに足を止めた。

　美琴の視し線せんの先、グラウンドの端。そこには周慈がいた。制服には土がつき、口の端には血が滲にじみ、頰ほおを腫はらしていた。

「周慈っ……」

　周しゆう慈じもこちらに気づき、どうしてここにいるんだろうと不ふ思し議ぎそうな顔をしていが、美み琴ことを見るなりすぐに笑え顔がおになって、叫んだ。

「美琴さ──ん！　僕、勝ちました！　あいつらにケンカで勝ちました！　僕、強くなれたんです！」

　周慈から漏れていた巨大な英えい力りよくが、ある一部に急きゆう激げきに集まっていく。そこは周慈の体の真ん中である腹。何かが、周慈の体内に確かく実じつに存在していた。

「ついに……。待っていたぞ」

「っ！」

　偽にせデルトールが漏らしたその言葉。

　三年前に治った周慈の病気。

　時折漏れる英力。

　エミュレットは何もないと言った。

　三年前に消えたあのイルフィニ。

　周慈は……。

「美琴ぉっ！　周慈を守れえええっ！」

　偽デルトールが周慈に向かって駆け出した。一いつ瞬しゆん遅れて神しん一いち郎ろうが追い、さらに遅れて美琴が地面を蹴けった。

「逃げろ周慈！」

　鬼き気き迫せまる表情で向かってくる男に周慈は怯おびえ、神一郎の声は届かない。

「このっ……！」

　偽デルトールが周慈に手を伸ばしたところで、神一郎はスーツの端を摑つかみ踏ん張ってブレーキをかける。減速した偽デルトールの手は周慈には届かず、神一郎は刀を振る。横に跳とんで偽デルトールはそれを回かい避ひした。その隙すきに周慈との間に入る。

「美琴！　周慈を連れてどっか行け！　こいつは俺おれがやる！」

「任まかされたあっ！」

　おそらく美琴はまだ気づいていない。何が起きているのか、周慈は何者なのか。それでも美琴は戸と惑まどうことなく、周慈のもとへ行くと腕を摑んだ。

「美琴さん……」

「いいからこっち！　理由は後で考えてぐっ……」

　美琴の声は途と切ぎれ、うめき声に変わる。偽デルトールは「ギリギリだな、おい」と、にやりと笑った。

　まだ誰だれかいる。レッテではない。

　向かい合う偽デルトールの視し線せんの先に、神一郎の後ろに美琴と周慈以外の誰かがいる。神一郎は偽デルトールを警けい戒かいしつつ振り返った。

　そこには攻こう撃げきを受けたらしく膝ひざをつく美み琴こと。いつの間にか気を失った周しゆう慈じの腹には、後ろから手が突っ込まれていた。

　あの声。

「危なかったですねえ。走って来たかいがありました」

　穏おだやかな、優やさしげな、丁てい寧ねいな物腰の、その女。パン屋にいれば、毎日顔を見るためにパンを買いに来るような純粋な学生が五人くらい生産されそうな。

　天あま野の照てる子こがそこにいた。

「照子、どういうつもりだ」

「申もうし訳わけないのですが、今はそのような質問に答えている場合ではありません」

　照子は「どこですかねえ」と言いながら、周慈の体の中を探る。やがて手を引き抜くと、周慈はその場に崩れ落ちた。

「これ何だと思います？」

　照子の手には、エメラルドグリーンに輝かがやく、ピンポン玉くらいの球体があった。すでに周慈からの英えい力りよくの放出はなく、その球体から巨大な英力を感じた。

「ヤサカニか」

　三年前になくなった三大武具ジンギの一つ。それを求め、何人ものハテビトが日本に上陸し、戦いを繰くり返した。

「はい、正解です。賢かしこい人は好きですよ」

　それは、周慈の体の中にあったのだ。

　照子はいつもの笑え顔がおで、いつものように穏やかに言った。

　美琴が立ち上がり、照子から離はなれ神しん一いち郎ろうに並んだ。味方であるはずの照子だが、嫌いやな予感しかしなかった。見み慣なれた笑顔が、黒く染まっているようだった。

「あれがヤサカニ？」

「ああ、それは間違いないみたいだ」

　しかし、疑問はまだある。数日前に周慈の体の中に手を入れたエミュレットは、何もないと言っていた。あいつが見逃したのだろうか。いや、何かあればすぐに気づくはずだ。

「ちょっと前には周慈の中には何もなかったはずだが？」

「ええ。正せい確かくには、あったのですが、固体化していなかったのです」

　宝石でも見るかのように、照子はヤサカニを愛いとしげに眺めている。そして続けた。

「三大武具の中で、ヤサカニはとても特殊な物なのです。攻撃用でも防ぼう御ぎよ用ようでもなく、単純な英力の貯ちよ蔵ぞう庫こです。これを持っているだけで、英力は格段に高くなります。ですが、英力を使い過ぎればいつかはなくなってしまいます。すると、ヤサカニは誰だれかの体内に溶け込んで英力をまた貯蓄するのです。それはハテビトでも人間でも構いません。そして、英力が一定量に達したとき、このようにまた固体化するのです」

　だから、エミュレットは気づかなかった。照てる子この言っていることは本当なのだろう。

「なら、ずっとそのヤサカニは周しゆう慈じの中にあって、英えい力りよくを蓄たくわえていたってことか」

「ええ、そうです。このヤサカニは、宿やど主ぬしの意志の力を英力に変えて貯ちよ蓄ちくを行います。ですから、この、周慈君でしたっけ？　この子の意志が強くなればなるほど、固体化のスピードが速まったということです」

「周慈の……意志？」

　倒れている周慈を見て、美み琴ことが呟つぶやく。

　照子はヤサカニを手のひらの上で転がしながら言った。

「この英力の質からすると……そうですね……『強くなりたい』という意志でしょうか。とても純粋な、いい力です」

　強くなりたい。それが周慈の意志。

　いじめられて、金を取られて、お姉ねえちゃんに心配かけて。

　情けない弟は、強くなりたかった。

「その力を、奪うばったのか」

「奪ったとは心外ですね。別に、このヤサカニを体内から取り出したからといって、この子の人格が変わるわけではありません。強くなりたいという意志も残ります。ご心配なさらず」

　周慈から漏れていた英力にも納得がいった。英力が漏れていたのは主おもに美琴との特訓の最中だった。周慈が強くなりたいと思っている時だったのだ。その意志にヤサカニが反応して、英力を放出していたのだ。

「ご心配なさらずってあんたねえ。ヤサカニが大事ってのはわかるけど、ウチの周慈にちょっと乱らん暴ぼうなんじゃない？　ん？　待てよ」

　不ふ機き嫌げんな美琴がふと、何かに気づいた。

「どうして私攻こう撃げきされたんだろ」

「……裏があるからに決まってんだろ」

　でなければ、こんなに殺気がガンガン飛んでくるのはおかしい。まるで首筋に刃物をぴたりとくっつけられているような。背筋が冷たくなっているのがわかる。

　スサノオ隊長が刀に残した「誰だれにも渡すな」というメッセージ。スサノオ隊長は強かった。そう簡かん単たんに負けるような人じゃない。

　誰に、殺された。

「なあ、そこの賢かしこい兄にいちゃんは気づき始めたみたいだぞ」

　言ったのは偽にせデルトールだった。さっきのセリフからも、照子と組んでいるのは間違いない。

　偽デルトールは軽く跳とんで照子に並んだ。

「さて、俺おれは誰でしょう」

　偽デルトールは親指で自分を指し、口の端を吊つり上げた。

「神しん一いち郎ろう、わかる？」

「心当たりがある」

　照てる子こと組みそうで、ミョルニルを使えるほどの英えい力りよくの持ち主。さらに、人間の世界で自由に動けるハテビト。行方ゆくえ不ふ明めいということになっているハテビト。

「ツクヨミか」

「そう。頭いいね、君。初めまして。ボクがツクヨミさ」

　偽にせデルトールの口く調ちようが変わる。すると、偽デルトールの顔に一本の亀き裂れつが入り、それは全身に広がっていく。偽デルトールの表面はガラス細ざい工くが砕くだけるように粉々になり、その下からは、一人ひとりの少年が姿を現した。

　黒い髪に、インテリそうな黒くろ縁ぶちのメガネ。ストライプのシャツに黒いパンツの、周しゆう慈じより少し年上だろうか、高校生くらいの少年だった。幾分背も低くなった。

　人を小バカにしてそうな顔に、妙に腹が立つ。

「生きてたのか」

「当然。さ、ここまできたら、だいたいわかったんじゃないのかな。ボクたちがしてきた、色いろんなことがさ」

「ああ、わかっちまったさ」




「ちょっと、説明しなよ」

　美み琴ことは本当にわかってないようだった。

　わかれよ。

　神一郎がツクヨミを睨にらみつけると、「どうぞ」というように肩をすくめてみせた。

「まず、ヤサカニはオロチ討とう伐ばつの時にツクヨミが持っていた物だ。それが、討伐の後に行方不明になった。ツクヨミは自分を行方不明だということにして、人間界で自由に動ける身になり、ヤサカニを捜した。やがて周慈の中にヤサカニを発見するが、まだ固体化してなくて取り出せない。しかし、そのまま放っておけば、周慈から漏れる英力に気づいた他ほかのハテビトに周慈がさらわれてしまうかもしれない。だからといって自分が護ご衛えいにつけば、生きていることがハテシナにばれて色々面めん倒どうだ。そこで、照子に連絡して護衛をつけさせた。それが俺おれたちだ」

「おー、すごいすごい。大正解だよ」

　ツクヨミはパチパチと手を鳴らした。

「弱いハテビトでは困りますからね。元副隊長の神一郎君と、潜せん在ざい能力の高い美琴さんを選びました。まさか神一郎君がクサナギを持っているとは思いませんでしたけど」

　照子が言った。

　照子が神一郎のクサナギを取り上げなかったのにも納得がいく。周慈を守るために、死んでもらっては困るのだ。

　神しん一いち郎ろうは続ける。

「だが、いきなりレッテやデルトールなんていう強力なハテビトが来た。結構焦あせったんじゃないか？　照てる子こも人間界に来て、二人ふたりがかりでデルトールを殺し、デルトールになりすましてレッテを始末することにした」

　デルトールになりすませば、北ほく欧おう勢力の情報も手に入る。それでレッテも殺すことができれば一いつ石せき二に鳥ちようである。

　今思えば、河か原わらでレッテたちと戦った時、照子は本来味方である偽にせデルトールと結構本気で戦っていたことになる。欺あざむくためには仕方ないことなのだろう。そしてその後のネットゲームの会話。迫真の演技だ。いや、デルトールがアリスだったことは本当に初耳だったのかもしれない。

「おい待て。お前の説明では、そこのツクヨミがどうやってデルトールになりすましていたかがわからん」

　レッテはいつの間にか神一郎の後ろにいて、しっかり話を聞いていた。

「それは俺おれも知らん」

　レッテは「なんだ」と拍子抜けしたような顔になった。悪かったな。

　すると、照子がごちゃごちゃと銀の装飾がくっついた手て鏡かがみ、ヤタノカガミを取り出した。

「これのもう一つの力ですよ。ヤタノカガミは防ぼう御ぎよだけでなく、容よう姿し、人格、記き憶おくの完全コピーが可能なんです。もっとも、この力は私くらいの英えい力りよくがないと使えませんけど」

　自慢げだ。美み琴ことがぴくりと眉まゆを動かした。

「オーケーオーケー。とりあえずここまではわかった。でも、どうしてそこまでして三大武具ジンギを捜したの？　もっと人手を増やしたり、方法はあったじゃん」

「ボクたちはさ、三大武具を日本のために取り返したかったんじゃないよ。自分たちの物にしたかったんだ」

　ツクヨミの言葉に、神一郎は小さくうなずいた。

　三大武具は、普ふ段だんは厳げん重じゆうな警けい備びがされている宝物庫に保管されていて、よほどのことがない限り外に持ち出すことはできない。それは三さん貴き子しでも不可能である。

　そこで、『よほどのこと』を無理やり起こす必要があった。

「オロチを放ったのはお前らか」

「うーん、いちいち鋭するどいね、君は」

　オロチが人間界に放たれれば、すぐに討とう伐ばつ部隊が編へん成せいされる。さらに三大武具の使用が可能になって、それは三貴子に分け与えられる。これは必然。簡かん単たんに予想することができる。

「さっさとオロチを殺して、後はクサナギを持ってるスサノオを言いくるめるだけだったんだけどさ。あれがまた強情でさ。結局ケンカになっちゃったよ」

「スサノオ隊長を殺したのは……」

「そ。さすがに強くてさ。ボクのヤサカニは空っぽになった挙句、あいつにどこかに飛ばされちゃうし、せめてクサナギだけでも奪うばおうと思ったら、どこかに隠しちゃったし。そのせいで計画がめちゃくちゃだよ」

　同胞を殺したことに罪悪感など微み塵じんもないように、ツクヨミは言い放った。

　これが三年前の真実。

　誰だれが悪い。

　目の前にいる照てる子ことツクヨミ。三年前の最後のオロチ、任務遂すい行こうに焦あせった副隊長。

　誰がいなければ、スサノオは死ななかった。

　春はる菜なは……。

「さ。ここまで話したんだ。もうわかるよね。そのクサナギ、貰もらおうかな」

「ここまで聞いて誰がやるかボケ。だいたい、おとなしく渡したところで、色いろ々いろ知っちまった俺おれらを殺すに決まってんじゃねえか」

「だよねー」

「……そこまでして、お前らは何がしたいんだ？　世界征服でもすんのか？」

　このことがハテシナに伝われば、照子とツクヨミは罪人となり、居場所を失う。そこまでのリスクを負ってまで、何をしたいというのだろう。

　答えたのは照子だった。

「私たちは、ヨモツヒラサカへの道を開きたいのです」

「ヨモツヒラサカ……？」

　レッテが首を傾かしげる。レッテは知らなくて当然だ。

　ヨモツヒラサカ。日本のハテビトたちに伝わる、伝説のハテシナ。とても口では言い表せないような美しい場所であるとか、数百年も進んだ技術を持っているとか、さらにその先にあると言われるヨミという国は、もっと大変なことになっているとか、噂うわさだけは無数に存在している。しかし、詳しい文献や資料は少なく、本当に存在するのかすらわからない、おとぎ話のような場所。

　神しん一いち郎ろうも知ってはいるが、本当にあるんだなんて真剣に友達に話そうものなら笑われるのがオチだ。

　そんな所に行けるというのか。三大武具ジンギがあれば。

「こりゃまた突とつ拍ぴよう子しもない話だねえ」

　美み琴ことも半ば呆あきれ顔がおである。

「いえいえ。私たちはその見込みがあるからこそ、ここまでしているんですよ。もし、あちらに行くことができて、新たな力を手に入れることができたのなら、世界征服をしてみるのも面おも白しろいかもしれませんね」

　だからさっさと刀をよこせ。そう笑え顔がおが言っている。

　ツクヨミは照てる子こからヤサカニを受け取り、それを自分の胸に押し当てた。すると、ヤサカニはゆっくりとツクヨミの体の中に入っていった。

　ツクヨミの顔が恍こう惚こつと緩ゆるむ。ツクヨミの放つ英えい力りよくが急きゆう激げきに上昇し、それは威い圧あつ感かんとなって神しん一いち郎ろうたちにぶつかってくる。

「うーん、いいね。力がみなぎってくるよ」

　その時、神一郎と美み琴ことの間から、レッテが飛び出していた。グングニルを大きく振りかぶり、ツクヨミに向かって振り下ろす。

「はあっ！」

「おっと。どうしたのさ突然」

　ツクヨミはミョルニルで軽々とそれを受け止めた。表情にも余裕が見える。

「ヨモツヒラサカなど私にはどうでもいい。私はただ、デルトールの仇かたきを討ち、ミョルニルを奪だつ還かんするだけだ！」

　レッテは攻こう撃げきを続けるが、ツクヨミはそれを簡かん単たんに受け流す。まるで、子供を相手にしているように。

　照子は手を出さない。その理由は、神一郎から見ても明らかだった。

「くっ……！」

「悪いんだけどさ、君じゃ無理だよ」

　ここまで差が出るものなのか。レッテは手負いとはいえグングニルを使えるほどのハテビトだ。それが楽々とあしらわれている。これがツクヨミ。これがヤサカニ。

　レッテは腹にミョルニルの一撃を喰くらい、校庭の中央まで飛ばされ、土つち煙けむりをあげながら転がっていった。そこからぴくりとも動かない。英力はかすかにだが感じる。死んだということはなさそうだ。

「頭のいいタケシロ君でしたら、抵抗することがどれだけ無意味かわかるでしょう？　それに、私たちと一いつ緒しよに行くというのなら、殺さないであげてもいいですよ」

「はっ。スサノオ隊長殺した時点で、お前らは俺おれの敵なんだよ」

　照子は白しら々じらしく首を傾かしげて、次に美琴を見た。

「アマギリさんはどうします？」

　美琴はブラシを杖つえのようにして体重を預け、前髪をいじっていた。美琴はよくこういう仕し草ぐさを見せる。これはもう癖くせのようなものだ。「んー……」と何か考えているようだ。

「私はさ、スサノオなんて知らないし、ヨモツヒラサカに誰だれが行こうが行くまいが関係ないんだよね。そりゃ、私を殺すっていうなら殺し返すけどさ」

「あらあら。アマギリさん、よろしければご一緒にどうですか？」

　ちらりと神一郎を見て、ダンスでもどうですかといった感じに、照子は手を差し出した。

「でもなー……あんたらのやってることはやっぱ悪いって思うしなー」

「何だよ。珍しく煮え切らねえじゃねえか」

「だってさ、人生決める決断じゃん？　場合によっちゃあんたと……」

　美み琴ことの言葉を遮さえぎったのは、横たわっている周しゆう慈じだった。意い識しきが戻ったわけではないようだが、小さく苦しそうなうめき声を漏らして、額ひたいには汗が浮かんでいた。

「周慈？」

「そうそう。言い忘れてましたが、周慈君は死にますよ」

「……どういうこと？」

　美琴の声が低くなり、目つきも変わった。周慈のもとへ駆け寄ると、抱き起こし、額の汗を拭ぬぐってやる。周慈の息は荒くなり、まるで何かの病気の発ほつ作さのようだった。

　病気……。三年前に治ったはずの、不ふ治じの病やまい。

「お気づきのこととは思いますが、周慈君の病気が治ったのヤサカニによるものです。ヤサカニは、英えい力りよくの回復のために、宿やど主ぬしに死んでもらっては困るので生かそうとします。今までの周慈君は、病気の殺そうとする力と、ヤサカニの生かそうとする力が相そう殺さいしていたんですね。ですから、ヤサカニがなくなれば、当然病気は再発します」

　照てる子この隣となりで、ツクヨミが「くくく……」と笑った。

「だとさ。良かったじゃねえか美琴」

　そう神しん一いち郎ろうが言うと、美琴は周慈をそっと寝かせ、不敵な笑えみと共に立ち上がった。

「ホント。良かった」

　その表情は、何かが吹っ切れたように清すが々すがしかった。

「良かった、と言いますと？」

　美琴はブラシを一度、地面に叩たたきつけた。

「あんたらぶっ殺す理由ができたってこと！」

　美琴は一歩で間合いを詰めると、照子にブラシを振り下ろす。照子はほとんど動作もなく左手のヤタノカガミを発動させ、見えない壁かべを作り出した。鈍にぶい音が響ひびき、ブラシが照子の直前で止まる。

「交渉決裂ですね」

　照子が右手に刀を取り出す。鞘さやがすべり落ち、現れた刃やいばは伸び、蛇へびのように鞭むちのようにうねった。

「鬼おに切きり丸まる！」

「うわっと！」

　美琴は刃をよけつつ後退。そのままグラウンド中央まで走っていく。周慈から離はなれるのが目的だろう。

「さ、ボクたちも始めようか」

「おう。さっさと来な」

　ツクヨミが薙ないだミョルニルを後ろに跳とんで回かい避ひ。ヤサカニで英えい力りよくが上昇している上に、得え物ものはあのミョルニルである。まともに受けたらたまったものではない。そうなるとこちらの戦術は限られてくる。ひたすらよけて隙すきを待ち、カウンターを狙ねらうしかない。ミョルニルは大振りの武器だ。隙は必ずできる。

　神しん一いち郎ろうはバックステップで距きよ離りをとりつつ、周しゆう慈じから離はなれる。

　ツクヨミはミョルニルが隙ができやすい武器だということを知っているのかいないのか、やけに大きく振り回す。もともと自分の物ではないし、まだ使いこなせていないのだろうか。だとしたら、そこに勝しよう機きがある。

　神一郎はミョルニルの一振りを体を低くしてかわしつつ、ツクヨミの懐ふところに潜もぐり込んだ。

「はあっ！」

　命中、するはずだった。振り下ろした刀はツクヨミの片手によって受け止められ、やばいと思った時にはもう顎あごを蹴けり上げられていた。

　強制的に目に空が映り、二、三歩後退したところでなんとか踏みとどまる。一いつ瞬しゆん、意い識しきが飛んだ。

「ボクはさ、徒と手しゆ空くう拳けんの格かく闘とうが専門なんだよね。残念でした」

　ツクヨミはミョルニルを投げ捨て、脇わきを締しめると、ボクシングのような構えを見せた。

「くそっ……。誘い込まれたか」

「そーゆーことだよ！」

　蹴りが飛んできた。速く、鋭するどい。ミョルニルの間合いに目を慣ならそうとしていた神一郎には、余計に速く感じられた。

　刀での防ぼう御ぎよは間に合わない。次々と繰くり出される攻こう撃げきは、神一郎に確かく実じつにヒットしていった。

「がっ……」

　連撃の締しめに腹に一発貰もらって、大きく後ろに吹っ飛ぶ。ダウンだけは避けようと、ふらつく両足でこらえていると、背中に何かがぶつかって、それに押し倒されるように地面に突っ伏した。

「おお、ナイスクッション」

　美み琴ことだった。

「うっせえ。早くどけ。重いんだよ」

「失礼な奴やつだね」

　とか言いながら、美琴はなかなか起き上がろうとしない。神一郎は、自分の服に血が滲にじんでいることに気がついた。しかし、神一郎は打撃を受けただけで、まだ出血はしていないはず。

　美琴は全身傷だらけだった。服は所々切り裂かれ、そこから血が滲んでいる。だが数は多いが傷自体は浅いようで、美琴の英力もまだ残っている。

　やっと立ち上がった美琴に、照てる子こが微笑ほほえみかける。

「あら、まだ立ちますか」

「立てる程度にいたぶってるようにしか見えないけど」

「あ、わかります？」

　鬼おに切きり丸まるの刃やいばが不規則な軌き道どうを描いて襲おそってくる。美み琴ことはその切っ先を見み極きわめブラシで止めよとするが、刃はブラシを真っ二つにして美琴の頰ほおをかすめ、同時に長い髪の一部を奪うばっていく。ブラシがなかったら、額ひたいに突き刺さっていたかもしれない。

　パーティーのためのオシャレは台無しで、裂けたミニスカートから土のついた太ももが覗のぞいている。

　美琴は荒い息で照てる子こを見据えていた。その眼光は圧倒的な力の差にも押おし潰つぶされることなく鋭するどかった。

「美琴、今のお前すっげえ色気出てんぞ」

「マジ？　ってかあんたの趣しゆ味みわからんわ」

　美琴は二つになったブラシを投げ捨てた。

「それにしても、よく今までそんな武器で戦ってこれましたね。感心します」

「どーも」

　神しん一いち郎ろうも起き上がり、美琴と背中を合わせる。

　照子とツクヨミに挟まれる形になる。二人ふたりはなんとも嫌いやな笑え顔がおでこっちを見ている。こんな姉と弟にはなってはいけないと、後で春はる菜なと周しゆう慈じに言っておこう。生きてあの家に帰ることができたら、だが。

　ツクヨミから目を離はなさず、神一郎は小声で言った。

「どうすんだよ。武器なくなっちまったぞ」

「今考えてんの。黙だまってな」

　ツクヨミは、隙すきをうかがっているのかそれともどう殺そうか悩んでいるのか。動こうとしない。おそらく後者だ。

「随ずい分ぶん必死ですね。そんなに周慈君の命が大切ですか？」

「へっ。あんたらには一生わからないだろうね」

　無理やり押しかけて、その場の思いつきで交換条件押し付けて。そんな迷めい惑わくな奴やつらだったけど、あいつらは受け入れてくれた。

　いじめっこに勝つために、病気で弱ってしまった体なのにトレーニングさせて。それでも、ちゃんとついてきた。

　勝手に弁当にアレンジ加えて、そしてそれを学校まで持っていって教室を騒さわがせて。それでも、迷惑そうな顔してたけど、ちゃんと食べてくれた。美お味いしいと言ってくれた。

　──ハテビトと人間が一いつ緒しよにいて何が悪い。

　──そんな毎日を楽しいと思って何が悪い。

　──たった二人の人間を、守ろうと思って何が悪い。

「神しん一いち郎ろう、一いつ瞬しゆん援えん護ごお願ねがい」

「任まかせな」

　神一郎の返事と同時に、美み琴ことは地面を蹴けって左へ跳とんだ。反応した照てる子こが鬼おに切きり丸まるを振るって刃やいばを操あやつり、美琴の背中を狙ねらう。しかし美琴は振り返りもしない。

　刃は美琴には届かず、途中で神一郎に弾はじかれる。それでも、神一郎の腕に二つの傷がついた。

「つっ……！」

　この刃、剣先は一つだがそれに気を取られていると他ほかの部分に斬きられてしまう。全すべての軌き道どうを追うには目があと三つくらい足りない。美琴が全身傷だらけになるはずだ。

「約束どおり、一瞬だけだ」

「オーケー。十分だね」

　美琴の目的。それはレッテだった。いや、正せい確かくにはレッテの傍かたわらに転がっている槍やりのイルフィニだ。

「お前っ！　それは私が……」

　意い識しきを取り戻したレッテが、しかし起き上がれずに頰ほおを地面につけたまま言う。美琴は聞く耳など持たずに、グングニルに手をかけた。

「別にパクったりしないって。ちょっと借りるの」

「お前ごときの英えい力りよくで、グングニルなど持てん！　手を離はな……」

「はっ！　リタイアした奴やつは黙だまってな！」

　怒ど声せいで遮さえぎり、レッテを黙らせた。

　美琴は柄えを握りしめ、歯を食いしばり、グングニルを持ち上げようとする。だが、巨大な槍は一センチも浮き上がらない。

　美琴の傷口から、さらに血が流れ出る。

「美琴さん、無理はしない方がいいですよ。人間一人ひとりのためによくそこまで頑張れますね」

　美琴はどこか虚うつろな目で、照子を見据えた。神一郎はその瞳ひとみの奥に、美琴の中で渦うず巻まく巨大な力を見た気がした。

「うるさいなあ……。周しゆう慈じのためじゃないんだよ。周慈が死んだらさ、私がつまんないんだよ。まだあいつで遊び足りないんだよ！」

　流れる血が止まった。美琴の英力が爆ばく発はつ的てきに上昇して、傷が治ち癒ゆし始めている。あの時と同じ、クサナギを持ち上げた時のような、感情の高ぶりと共に変化する美琴の英力。

　照子は言った。美琴の潜せん在ざい能力は高いと。

　もしこいつが英力を全すべて解放することができたのなら、それは……。

「くうううううっ！」

　ズズ、と、槍と地面が擦こすれる音がした。グングニルが動いている、浮き上がっている。レッテは目を丸くして、一人のハテビトを見ていた。

「私に従えこのボケナスがあああ──っ！」

　背中をいっぱいに反そらし、美み琴ことはグングニルを持ち上げた。その重さにふらつきながらも、一度槍やりを横に薙なぎ、目の前の空気を切り裂いた。

　月明かりを反射する鈍にぶい金の刃やいば。柄えと刃が半分ずつくらいの、身長ほどもある槍。レッテではなく美琴の英えい力りよくに包まれて、それは禍まが々まがしく存在を主張していた。

「あらまあ……」

　そう言いつつ、照てる子この顔に笑えみは消えていた。

　美琴は息を切らし、それでも不敵に笑い、神しん一いち郎ろうに「どうよ」と視し線せんを投げかけた。

「やるじゃん」

　素直にすごいと思った。色いろんな言葉で褒ほめてやりたいと思った。だが、言ってしまったらこれから美琴がムカつくくらい調ちよう子しづきそうだったので、この一言にまとめた。

「弟で子しが頑張ってんのに、師匠が情けないんじゃカッコがつかないから……ねっ！」

　低く、地面を這はうように美琴が駆け出した。その先には照子。

　照子はヤタノカガミを前に出し、見えない壁かべを作り出す。

　美琴はそんなこと関係ないかのように、スピードを落とさない。そして、両手で持ったグングニルを、ぶっきらぼうに、乱らん暴ぼうに、ただ力いっぱい振り下ろした。

「どらあっ！」

　金属で金属を叩たたいたような、鈍い音。目に見えるほど高密度の英力が、火花のように青く散った。

「く……」

　照子の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　美琴が一歩、さらに踏み込んだ。

「あああああああっ！」

　また、音がした。今度は鈍い音ではなく、何かが割れるような。後のち々のち思い出してみれば、あれは卵を割る時の音と似ていたのかもしれない。百年に一羽といわれているようなダチョウが産んだ卵を割ったらこんな感じの音が出る気がする。

　グングニルが壁を叩き割った。轟ごう音おんと共にグラウンドに大きな亀き裂れつが入る。その一いつ瞬しゆん前に、照子はそこから離り脱だつしていて、鬼おにのような形ぎよう相そうで美琴を睨にらみつけていた。そこに穏おだやかなお姉ねえさんの片へん鱗りんはない。

「姉さん！」

　ツクヨミが叫んだ。照子はそれが聞こえているのかいないのか、反応はない。もはや、美琴しか見えていないようだった。

「で、神一郎、あんたは？」

「おう。そうだった」

　神しん一いち郎ろうは、左手で鞘さやを摑つかみ、柄えを握る右手に力を込めた。

　目を閉じる。

　暗くら闇やみの中に眠る、威い圧あつ的てきとも思える存在感。

　何かが湧わき上がってくるのを感じた。まるで全身の血液が増量し、足の先までとてつもない勢いで駆け巡っているような、そんな感じ。

　選べ。そして力を寄こせ。贅ぜい沢たくは言わない。たった二人ふたりの人間の、小さな日常を守れるだけ。だから力を、今。

　目を開ける。

　驚おどろくほどあっさりと、恐ろしいほど滑なめらかに、刀は鞘から抜けていた。

「……めっちゃカッコいいじゃん」

　白銀の刃やいば。空の月を映し、それはどこか艶なまめかしさを感じさせるように美しく輝かがやいていた。

　鞘を投げ捨てる。鞘という枷かせから解き放たれた刃は軽く、持つ両手に吸い込まれるように馴な染じんだ。

　クサナギ。スサノオ隊長が副隊長に残した、信頼の証あかし。

「うわー……かっけー……」

　美み琴ことが口を開けっぱなしにして呟つぶやいた。

「何だよ……。何でいきなり英えい力りよくが上がるんだよ。わけわかんないよ」

　ツクヨミが自分の前髪をぐしゃぐしゃと搔かき回した。

「まあなんだ、結局のところさ、俺おれってすごいじゃん？」

「あーあ、調ちよう子し乗っちゃってんの」

　美琴が口元を緩ゆるめ、小さく息をついた。

　刀を構える。

「仕切り直しだツクヨミっ！」

　強く地面を蹴けり、ツクヨミとの距きよ離りを縮ちぢめる。

「美琴ぉっ！」

　この勢いで言ってしまおう。とても素面しらふでは言えない、録ろく音おんされて再生されたら死にたくなるような言葉を。

「何だい？」

「頼れる相あい棒ぼうがいるってのはいいことだなあっ！」

「うわっ。バカがハズいこと言ってんだけど！　穴があったらぶち込みたいね！」

　美琴が笑った。

　迎むかえ撃うつツクヨミの拳こぶしが見える。さっきまでは追いつかなかった拳に反応できる。体が軽かった。これもクサナギの力なのだろうか。

　ツクヨミは後ろに跳とび、さっき自分で投げ捨てたミョルニルを拾い上げた。

「このっ……！」

　振り下ろされたミョルニルを受け止める。よけるという選せん択たく肢しは浮かばなかった。確かく実じつに受け止められると思った。

「だりゃあっ！」

　強引にミョルニルを弾はじく。ミョルニルはツクヨミの手を離はなれ再び地面に転がった。そのまま刀を後ろに引き、切っ先をツクヨミに合わせる。

　突きをかわしたツクヨミの頰ほおに一筋の傷がついた。何かにイラついたように歯ぎしりをする。

「ヤサカニの英えい力りよくを全部放出してるんだぞ！　どうしてなんだよ！」

　腕を下ろし、刀を低く構える。

「知るかそんなこと！　どっちが強くてどっちが弱いか決まりゃそれでいいだろうがあっ！」

　ツクヨミの拳こぶしを身をよじってかわし、そのまま肩からぶつかった。バランスを崩したツクヨミを斜めに斬きり上げる。

　回かい避ひは間に合わず、白銀の刃やいばがツクヨミの左腕を斬り落とした。一いつ瞬しゆん後のちにシャワーのように鮮せん血けつが噴ふき出し、グラウンドの土を黒く染めた。ぼとり、と腕が転がった。

　ツクヨミが目を見開く。

「うわあああっ！」

　ツクヨミは落ちた腕を拾い大きく後ろに跳とび、神しん一いち郎ろうと距きよ離りをとった。

　まずい。と思った時には遅かった。ツクヨミの近くには周しゆう慈じが寝ている。ツクヨミがそれを見逃すはずはなく、周慈を抱え、残った右腕を周慈の首に回した。

「周慈！」

　美み琴ことが駆け出そうとした瞬間、後ろから鬼おに切きり丸まるの刃が迫り、美琴の体を貫つらぬいた。足がもつれ、その場に倒れ込む。

「くうっ……！」

　蛇へびのような刃はうねり、照てる子このもとへ帰っていく。

「私に背中を向けるなんて、いい度胸ですね」

　照子の顔に貼はり付いた笑え顔がおは、もはや笑顔と呼べるようなものではなかった。

「美琴！」

　美琴はグングニルを地面に突き刺し立ち上がった。貫かれたのはわき腹ばらで、手で押さえてはいるが、簡かん単たんに血が止まるはずもなく、流れ出てきている。

「大丈夫、急所は外はずしたから。立って走れりゃ問題ないね」

　傷口から手を離し、両手でグングニルを持つ。グングニルにすべての英力を注いでいるせいで、回復に回す余裕がなく、止血ができない。あの出血が続けば、美琴はあと数分しか動けないだろう。
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「美み琴こと、お前は照てる子この相手してろ。周しゆう慈じは俺おれに任まかせてくれ」

「……任せたからね。相あい棒ぼう」

　美琴は槍やりの切っ先を照子に向けた。

「おう」

　ツクヨミに歩み寄る。一いつ瞬しゆんで飛びこめる距きよ離りではない。

「はあっ……はあっ……」

　肩を上下させ、ツクヨミは神しん一いち郎ろうを睨にらんでいる。

「おいおい。人間を盾たてにするなんて、ツクヨミ様らしくないじゃねえか」

「うるさい！　お前、それ以上近づくな」

　歩みを止める。まだ遠い。

　ツクヨミは右手に持っている自分の左腕を切断面にあてた。すると、みるみるうちに腕がつながっていく。グロテスクな光景ではあったが、十秒ほどでツクヨミの左腕はついさっきの状態に戻ってしまった。

　ヤサカニか。ツクヨミの体内にあるヤサカニが、宿やど主ぬしの死を防ぐために再生を促うながしたのか。なんて厄やつ介かいな物なんだ。

「周慈を放せ。怒らせたら面めん倒どうな奴やつ第二位がそこにいるんでね。普通にケンカしようじゃねえか」

　ツクヨミは息も整ととのい、冷静さも取り戻したようだった。

「黙だまれ。……そうだな。君、そのクサナギで自分を刺せ」

　言いながら、ツクヨミは周慈の首に回した腕に力をこめた。

「はっ。バカ言うな。それじゃあ俺おれが死んじまうじゃねえか」

「死ねって言ってるんだよ！　いいのか!?　この人間が……」

「うるせえっ！　俺はまだやることがあるんだよ。だから死にもしねえし、そいつも助ける」

　ツクヨミは苛いら立だちを隠さず、唇を嚙かむ。が、すぐに口の端に笑えみを見せた。周慈を人質にとったことで、余裕ができたようだ。

「はは。やることねえ……。知ってるぞ。君、三年前に三人殺して、一人ひとりに重傷を負わせたんだってね。それがこいつの姉なんだろ？」

「ああそうだ。で？」

「やることっていうのは罪滅ぼしかい？　随ずい分ぶんと面おも白しろいことをするんだね」

「いや、違ちげえな」

「……は？」

　ツクヨミの言う通り、世話をすることが罪滅ぼしになればいいと思っていた。でも、一いつ緒しよに夕飯を作るうち、一緒に食卓を囲むうち、車くるま椅い子すを押して歩くうちにそうじゃないと気づいた。

　罪は何をしても消えない。消えたと自分で思い込むこともできない。過去はどうしたって変えることはできないのだから。

　ならどうすればいい。とりあえず先を見ればいい。

　ひとつひとつ、一歩一歩、目の前にある小さな幸せを与えてあげればいい。

　そのために、今やらなければならないこと。

「家帰ってハンバーグ焼かねえといけねえんだよ！」

　足元で英えい力りよくを爆ばく発はつさせ、一気に最高速へ。ツクヨミは周しゆう慈じを抱えたまま横に跳とぼうとする。

　その時、ツクヨミの頭上から何かが落ちてきた。それは黒いかたまりで、驚おどろくツクヨミに大きな羽を広げて襲おそいかかった。

「この！　このっ！」

　三本足の大きなカラスが、弱っちい英力でツクヨミの顔に爪つめを立てていた。そんな英力では、傷を負わせることすらできないというのに。

「なんだっ……。くそっ！」

「んぎゃ！」

　カラ助すけは片手で簡かん単たんに薙なぎ払われた。そのままサッカーゴールのポストに激げき突とつし、ぺにょっと地面に落ちた。

　が、一いつ瞬しゆん周慈を抱えるツクヨミの腕が緩ゆるんだ。

「はっ。カラ助、お前にＭＶＰくれてやるよ！」

　懐ふところに潜もぐり込み、迷わず周慈を蹴けっ飛ばす。周慈はツクヨミの腕から解放され、地面を転がった。美み琴こと、これくらいは許せ。

　神しん一いち郎ろうがクサナギを振るう。その剣けん閃せんはツクヨミの左足の膝ひざから下を奪うばう。バランスを失ったツクヨミは背中から地面に倒れた。

「ボクは……」

　神一郎は刀を逆さか手てに持ち、切っ先をツクヨミの首に合わせた。神一郎は冷静だった。さっき、ツクヨミはヤサカニを胸に押し込んでいる。そこを狙ねらってヤサカニに傷がついたりしたら困る。

「ツクヨミ！」

　照てる子この叫び声。同時に何かが風を切る音が聞こえた。そしてそれは、段だん々だんと神一郎に近づいてくる。照子が鬼おに切きり丸まるの刃やいばを神一郎に放ったのだ。だが神一郎はそこから動くことなく、目すらも向けることはなかった。

「っはあ！」

　神一郎のこめかみに刃が突き刺さる直前、鬼切丸は両断された。まるでスイカ割りのように、美琴が槍やりを叩たたきつけていた。

　かん高い音をたてて刃は砕くだけた。

「くっ……」

　それでも照てる子こは残った鬼おに切きり丸まるの刃やいばを操あやつり、刃は美み琴ことを取り囲む。照子が刀を持つ腕を引くと、蛇へびのような刃が美琴を八つ裂きにせんと、同時に多方向から襲おそいかかる。逃げ道は上だけ。しかし美琴は跳とぶ動作は見せず、グングニルを握り直しただけだった。

「砕くだけろおっ！」

　美琴はその場で一回転。槍やりに振り回されることなく、槍を振り回した。傷口から血が噴ふき出す。

　うねる長い刃は、今度こそ粉々になった。

「どうして……」

「簡かん単たんだね。私さあ、ハンバーグ大好きなんだよ」

　なるほど。

　美琴は槍を地面と水平に構え、突きの体勢をとった。

「ぶち抜け美琴。俺おれのハンバーグは絶品だ」

「オッケエエイ！」

　きれいに整ととのった顔の中に二つ、どこか獣けものじみた狂気を孕はらんだ瞳ひとみをぎらつかせ、全力の突進。そして繰くり出されるグングニル。照子は再び鏡かがみを使って壁かべを作り出した。

「もう少し……もう少しなのにっ……！」

　二度目の衝しよう突とつは、短く、あっさりとしたものだった。照子の英えい力りよくが下がっていたのか、美琴の英力が上がっていたのかはわからない。槍の切っ先は触れた途と端たんに見えない壁にひびをいれ、突き破った。

「はあああああっ！」

「ぅあっ……」

　照子の体を、鈍にぶく光る禍まが々まがしい巨大な槍が貫つらぬいた。ヤタノカガミは手から離はなれ、照子は血を吐き出した。血が刃にしたたり、伝い、美琴の手を染めた。

　怪物のような断だん末まつ魔まはなく、照子は口をぱくぱくと動かしただけで、事切れた。

「もしかしたらよ、ヨモツヒラサカって死んだら行けるんじゃねえ？」

　神しん一いち郎ろうは、ツクヨミの首にクサナギを突き立てた。ツクヨミは途と切ぎれ途切れに何か呟つぶやき、白目をむいて絶命した。「姉ねえさん」と聞こえたような気がした。

　神一郎は刀から手を離し、その場に座り込んだ。英力は底をついている。息は乱れ、せわしなく肩が上下に動いていた。

　勝った、のか。実感はない。

　美琴がグングニルを引きずって歩いてきた。満まん身しん創そう痍いだ。神一郎のところまでくると、同じように座り込んだ。

「ふぃー。お疲れー」

「おう」

　小さくハイタッチ。しかしお互い勢いはなく、小気味よい音はしなかった。

「傷は？」

「今止血してる。あー、レバー欲しいレバー」

　これだけ喋しやべれるなら平気だろう。

　美み琴ことはツクヨミの胸に腕を突っ込むと、そこからヤサカニを取り出した。ツクヨミの体に入れっぱなしにしておくと、ヤサカニが英えい力りよくの貯ちよ蓄ちくのためにツクヨミを生き返らせてしまうかもしれない。エメラルドグリーンのそのヤサカニは、さっき見た時よりも輝かがやきが弱くなっていた。ツクヨミが戦せん闘とうでかなりの量の英力を使った証しよう拠こだった。

「残り少なくなってるね。それでも結構な量だけど」

「おい」

　その声はレッテのものだった。ランドセルを背負い、腹を押さえていた。

「あ、これ返す。サンキュー」

　美琴がグングニルを渡すと、レッテはそれをランドセルにしまった。

「ここに日本の三大武具ジンギが揃そろってるわけだが、どうする？」

　神しん一いち郎ろうが言うと、レッテは薄うすく笑った。

「お前は、私が今ここで無抵抗なお前らを殺して武具を奪うばうような女に見えるか？」

「いいや。見えねえな」

「それでよい。私は一度ハテシナに戻る。次に会った時は敵として全力で戦おう。……デルトールの仇かたきを討ってくれたこと、礼を言う」

　二人ふたりの返事を待たずに、ミョルニルを回収してレッテは去っていった。美み琴ことが「じゃあね」と言うと、レッテは振り向かずに小さく手をあげた。

「さて、周しゆう慈じにこれを戻さないとね。こんだけ減ってれば、満タンになるまで時間かかるっしょ。あ、残ってる英力を私らの回復に使った方がお得だよね」

　ヤサカニの英力を使おうとした美琴の腕を、神一郎が摑つかんだ。

「何？」

「それ、少しだけ俺おれに貸してくれねえか」

「はあ？　周慈に戻さないと周慈死んじゃうんだよ？　何言ってんの？」

「頼む。少しでいいんだ。周慈には必ず返す」

　美琴は神一郎の目を見ていた。逸そらさない。

　やがて、ふっと笑ってヤサカニを握っていた手を開いた。

「行ってきな。ここの処理はあそこでのびてるカラ助すけ起こしてやらせておくから。周慈の体も、私が残りの英力使って何とかごまかす。そうだね……一時間は……もたないかな」

　口が耳まで裂けたって言わない。お前は最高のパートナーだ。

「……悪い」

　神しん一いち郎ろうはヤサカニを受け取り、立ち上がった。膝ひざが笑っている。

　それでもしっかりと歩き出した。あの場所へ。

　これがあれば、できるかもしれない。

　ハンバーグの前に、もう一つ、幸せを。

　渡せるかもしれない。

　誕たん生じよう日びプレゼント。







　最後の角を曲がると、一人ひとりの少女と目が合った。少女は「あっ」と小さく声をあげて、そしてすぐに驚おどろいたような顔をした。

「神一郎さん！　どうしたんですかそのケガ」

　藤とう堂どうの家の前、いつもの部へ屋や着ぎの春はる菜なは車くるま椅い子すを動かして神一郎と向かい合った。

「お前こそ何で家から出てんだよ」

「遅いから心配だったんです。電話でもう少しで帰るって言ってたじゃないですか。あの、周しゆう慈じは……」

「すぐに美み琴ことと一いつ緒しよに帰ってくる。……悪い。せっかくのパーティーだったのにな」

　少しの沈ちん黙もく。辺あたりに人ひと気けはなく、犬も吠ほえてない。静かな秋の夜だった。

　先に口を開いたのは春はる菜なだった。

「ケガ……。また悪の組そ織しきと戦ったんですか？」

「そうだ。今回は手て強ごわくてな」

　笑え顔がおを作ったつもりだったが、上う手まくできたかはわからなかった。

「今、何時だ？」

「九時をちょっと過ぎたくらいです」

「よかった……まだ今日きようか」

「ふふ。大丈夫ですよ。まだまだ時間はあります」

　ダメだ。春菜の笑顔を見たら、安心したら、途と端たんに疲れが出てきた。今気を抜いたら、きっと今日が終わってしまう。誕生日が終わってしまう。

　全身を覆おおうだるさに耐えながら、神一郎はしゃがんだ。春菜と視し線せんの高さを同じにするために。

　ぐっと顔が近くなって、春菜は頰ほおを赤らめて目を逸そらした。

「春菜……実は俺おれ、悪の組織と戦う魔ま法ほう使つかいだったんだ」

「え？」

「だから、誕生日プレゼントに、俺の魔法を見せてやろうと思う」

「魔法なんて……。そんなことより、早く手当てしないと……」

　春はる菜なは車くるま椅い子すのレバーを後ろに倒して、バックしようとした。神しん一いち郎ろうはその手を摑つかみ、レバーから離はなさせた。

「目を閉じろ」

「何するんですか、もう……」

「いいから！」

　語気を強めた神一郎に春菜は目を丸くし、そして諦あきらめたように、そっと目を閉じた。その目と唇は、どこか怯おびえたようだった。

「別に『恋の魔ま法ほう』とか言ってキスなんてしねえから安心しろ」

「そ、そんなこと考えてませんっ！　そんなこと……」

　神一郎は、ヤサカニをゆっくりと春菜の胸元に押しこんでいった。音もなくヤサカニは春菜の中に入り、春菜はぴくっと眉まゆを反応させた。

「開けていいぞ」

「はい。えっと……何だったんですか？」

　春菜は指を自分の唇にあて、何かを確かく認にんしていた。だからしてねえって。相変わらず信用ねえなあ。

　神一郎はそこから数歩後ろに下がった。

「どうだ？　足」

「足って……別に……」

　足に何かされたのかと春菜は両足を見下ろして、触ってみた。やがて、驚おどろいたような困ったような、それでいて喜んでいるような、変な顔になった。

「うそ……感覚ある……動く……。指……動いてる……！」

　春菜はひとしきり足を触って、少し離れた神一郎を見た。街灯に照らされたその二つの瞳ひとみは輝かがやき、潤うるんでいた。

　小さく、唇が動く。

「魔法……ですか？」

「そうだ。ここまで来てみ」

　春菜はためらいがちに、時間をかけて片足を地面に降ろした。靴の底がアスファルトの地面に触れた瞬しゆん間かん、春菜は「はあっ……」とうわずった声を漏らした。

　もう片方の足も地面につき、春菜は何回か深呼吸をして、やがてぐっと力を入れて腰を上げた。

　春菜は、三年ぶりに自分の足で立った。

「あ、ああ……」

　足は震ふるえ、春菜は壁かべに手をついた。

「ほら、足を前に出して。じゃねえと進まねえぞ」

「は、はい」

　右足、左足。順番に、一歩一歩確たしかめるように、春はる菜なは前に進む。

　長い長い数メートルだった。

「きゃっ」

　あと一歩のところでバランスを崩し、前につんのめる。神しん一いち郎ろうは前に一歩踏み出して春菜を抱きとめた。

「久しぶりだから……歩き方忘れちゃいました……」

　神一郎の胸の中で、春菜は笑いながら泣いて、泣きながら笑っていた。頰ほおを伝う涙は止まらず、春菜はそれを拭ぬぐおうともしなかった。

　春菜の体は温かかった。

「走ってみろよ」

「え、でも……」

「危ねえなら俺おれの手握ってろ。それなら転ばねえだろ」

「……はいっ」

　春菜はしっかりと神一郎の手を握り、歩く。時々神一郎の顔を見上げて、笑う。仲のいい兄妹きようだいのように、付き合い始めたばかりの恋人のように。はにかみながら無む邪じや気きに笑った。

　やがて歩みは速くなり、段だん々だんと駆け足になっていった。

「神一郎さん、私、走ってます！」

「見りゃわかるよ」

　神一郎も隣となりを走り、喜ぶ春菜の横顔を見ていた。

　よかった、と思う。

　家の周りを一周して、春菜は足を止めた。はあはあと息をして、「体力ないなあ、私」とまた笑った。ずっと、神一郎の手は離はなさなかった。

　すると春菜は、今度は自分から神一郎に抱きついた。背中に回された両手は、強く神一郎の服を握っていた。この強さが、春菜の願ねがいの強さなのだと思った。

「本当に……魔ま法ほう使つかいだったんですね」

　涙の混じった声。

「すげえだろ。実は美み琴ことも魔女で、ああ見えて五百年くらい生きてるんだ」

　知らねえけど。

「ふふ……。本当に変な人たちです」

「悪かったな」

　風が吹いた。涼しくて、気持ちのいい風だった。春菜の茶ちや色いろがかった髪が揺れ、春菜の匂においが鼻先をかすめた。

　春菜はまだ離れない。嗚お咽えつの中から、必死に言葉を紡つむぎだす。

「ずっと、こうしたかった……。歩きたかった……！　あの日、目が覚めたら病院で、お父とうさんとお母かあさんがいなくて……、足の感覚がなくて……。お医者さんが『残念だけど』って……。ずっと、ずっと……」

　ここで「ごめん」と言ってしまえれば。いや、言ったところで何も変わらない。今はただ、胸の中で少女が喜んでいる。それでいい。

「寝言……とか、言ってたな」

「……寝言じゃなくなっちゃいましたね。叶かなったから、夢です。夢だから、叶ったんです」

　神しん一いち郎ろうは、今自分が泣きそうなことに気がついた。これから言わなければいけないこと、しなくてはいけないことを考えたら、泣きそうになった。泣いて、謝あやまってしまいそうだった。

　きっと春はる菜なは、神一郎の胸に顔をうずめながら、笑って泣いている。神一郎も春菜を感じていたかった。叶うのならば、夜が明けて日がまた暮れるまで。

「そうだ。夢なんだよ、春菜」

「神一郎さん……？」

　神一郎は、一度だけ強く春菜を抱きしめた。そして、優やさしく、傷つけないように、首の後ろを叩たたいた。

　意い識しきを失って崩れた春菜は、それでも笑っていた。

　祈る。

　いい夢が見られますように。これからも、ずっと。

　誕たん生じよう日びおめでとう。春菜。







　７、 二人か四人か







　朝、目が覚めたら、私は自分の部へ屋やのベッドの中にいた。カーテンの隙すき間まから射さし込む太陽の光が眩まぶしい。

　昨日きのう、周しゆう慈じたちの帰りが遅くて、心配になって外に出たらケガをしたあの人がいて、また悪の組そ織しきがどうとか言って、私は目を閉じて。

「……っ！」

　私は慌てて自分の足に触れてみた。感覚はない。動かない。いつもと同じ、私の足だった。

「夢……だったの？」

　車くるま椅い子すに座って、私は部屋を出た。

　リビングはきれいに片付いていた。

　テーブルの上に何か置いてある。数枚のメモ用紙だった。一枚目には『ハンバーグとケーキは冷れい蔵ぞう庫こ』。二枚目以降は、『大量の大根を処理するレシピ』とあって、いくつもの大根料理の作り方が詳しく書かれていた。もう、ほとんど大根は残ってないんだけどな。

　冷蔵庫を開けると、ハンバーグとケーキが半分ずつ食べられていた。

「…………」

　涼しい朝だった。

「お姉ねえちゃん……」

　周慈が部屋から出てきた。もう起きていたみたいで、手にはリボンが巻かれたダンベルを持っていた。

　周慈も私を同じことを考えている。すぐにわかった。

　私は二階への階段を見上げた。

　やっぱり唐とう突とつなんだ。来る時も、いなくなる時も。

　周慈は目に涙を溜ためていた。一度まばたきをすれば、こぼれ落ちてしまいそう。

　……私は、お姉ちゃんだから。

「周慈、泣いちゃダメ。強くなったんでしょ？」

「うん」

　周慈は袖そでで目を拭ぬぐうと、鼻をすすり上げた。

　泣いちゃいけない。泣いてしまいたいけど、泣いたらきっとあの人に「泣き虫だな、おい」なんて言われる。それはすごく、悔しい。

「また、二人ふたりになっちゃったね」

「うん……」

　私は周しゆう慈じを抱き寄せた。こうしたのはいつ以来だろう。もしかしたら、初めてかもしれない。

「きっとまた……ね？」

　私たちは、しばらくそうしていた。ある日突然訪れた二人ふたりの共通の思い出を、しっかりと心に刻み込んでいた。どんな小さなシーンでも、忘れることのないように。

　やがて、私は笑え顔がおで言った。

「朝だけど、ハンバーグ食べよっか。絶対美お味いしいよ」
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　珍しく家に客が来た。そいつは、出した料理を見ているこっちが気持ちいいくらいの勢いで食べて、あっという間に皿を空からにした。さらに、何の遠えん慮りよもなくデザートを要求した。

「ごち！」

　プリンを食べて、満足そうに美み琴ことは言った。

　ハテシナに戻ってきて二週間後の神しん一いち郎ろうの家。バス通りを隔へだてた向こう側には団地が並び、近所にはほとんど開いている店がない寂れた商店街がある。改めて、人間の世界とハテシナはそんなに変わらないんだなと思う。そして、一人ひとりで住むには大きな庭付きの家に、美琴がやって来ていた。チャイムもなしに突然入ってきて、「腹減った。何か食わせて」と言った時には蹴けっ飛ばしてやろうかと思った。蹴っ飛ばした。

「んで、どうする？」

　片付けが終わって、神一郎が食器を棚に戻していると、美琴が切り出した。

　手を拭ふいて、リビングの椅い子すに向かい合って座る。

「周しゆう慈じか？」

「もちろん」

　今回のことで、日本勢力はまたも混乱した。三さん貴き子しが全員死んでしまったのだから、当然といえば当然だ。あのおっかないナギ爺じいはショックでぎっくり腰になるし、ナミ婆ばあの化け粧しようの乗りも悪くなったそうな。また、大きく戦力ダウンしたことを他ほかの勢力に知られないようにするために、早急に三貴子に代わる役やく職しよくを作ることになった。そうなった途と端たん、ここぞとばかりに出しゃばる奴やつらが大量に発生し、しばらくの間、上層部はその辺の処理に追われることになった。

　照てる子この持っていたヤタノカガミは宝物庫に戻したが、クサナギは神一郎が引き続き隠し持っている。そして、ヤサカニは周慈の体へ返した。実質、三大武具ジンギはヤタノカガミだけが存在を確かく認にんできるという、前と全く変わっていない状況なのだった。

　クサナギとヤサカニのありかを知っているのは、神一郎と美琴、カラ助すけ、そしてレッテだけである。カラ助は藤とう堂どう姉弟きようだいの事情もある程度知っており、黙だまっていてくれという神一郎の提案に賛さん同どうしてくれた。美琴が「カラスの手て羽ば先さきって美お味いしいのかな」とわざとらしく言っていたのも大きい。

　問題はレッテだが、今のところ北ほく欧おう勢力に動きはない。デルトールが死んだことで多少の騒さわぎにはなるはずで、動きがあるのは内部のことが済んでからだろう。それに、レッテのことだ、卑ひ劣れつと言われるようなことはするまい。

「あんたが春はる菜なちゃんの足を動かしたせいで、ヤサカニはほぼ空からっぽになったでしょ？　それを周慈に入れたから、しばらく周慈は心配ないし、英えい力りよくもないから漏れないよねえ」

「そうだな」

「でも、いつかは満タンになるんだし、定期的にヤサカニの英えい力りよくを減らさないといけないんだよねえ」

「そうだな」

「それに、周しゆう慈じから英力が漏れ始めたら、またハテビトが来るかもしれないんだよねえ」

「そうだな」

　その時、窓の外から「うおーい！」と声がして、開いていた窓からでかいカラスが飛び込んできた。テーブルの上に着地したせいで、神しん一いち郎ろうの裏うら拳けんをくらった。

「いきなりひでえ！」

「テーブルの上に足乗せんな」

　しかも三本も。

　あの夜、カラ助すけは周慈が悪いっぽいハテビトに捕まっているのを発見し、こりゃいかんと思って後先考えずに突っ込んだらしい。その後、それがツクヨミだと知って死ぬほどびびっていたが、かなりの頑張ったで賞しようだ。

　カラ助は美み琴ことが出した椅い子すに乗っかって、羽毛の中から一枚の紙を取り出した。三本目の足で器き用ように摘つまんで、それを神一郎に渡した。

　それは神一郎と美琴に、新たな役やく職しよくを与えるという内容のものだった。

「あれから色いろ々いろ調しらべて、アマテラスがこもっていた自宅から、ヨモツヒラサカに関する文献がたくさん見つかったんだ。お前らの話、信じてもらえたみたいだぞ」

　神一郎と美琴は、ハテシナに帰ってすぐに照てる子ことツクヨミの野望について正直に話した。そのためにオロチを放ったことも、スサノオが殺されたことも。

　そんな話を上層部が簡かん単たんに信じるはずもなく、調ちよう査さが始まった。もし信じてもらえなければ、神一郎たちは同どう胞ほう殺しの罪をかぶってしまうところだった。

　カラ助によると、北ほく欧おう勢力から一通の文書が届き、そこにも神一郎たちが話したことと同じことが書かれており、外部勢力のもので説得力には欠けたが、決め手の一要素にはなったのだという。差出人は不明だが、それを聞いた美琴は「はは。いい奴やつじゃん」と笑った。

「そんで、三さん貴き子しがいなくなっちまったから、それに近い役職を作ることになったのは知ってるだろ？　それにお前ら二人ふたりが選ばれたんだよ」

　自分のことのように嬉き々きとして喋しやべるカラ助だったが、美琴はその紙を丸めると、部へ屋やの隅すみにあったゴミ箱に放り込んだ。

「ナイシュー」

「おい！　何してんだよ！」

「いらないっての。っていうかさ、こんなご褒ほう美びいらないから、無期限の長期出張の許可、申しん請せいしてくんない？　あと、私の新しい武器も」

「ああ、それ俺おれも」

　神しん一いち郎ろうはひょいっと手をあげた。

　カラ助すけは首を傾かしげた。鳥だからわかりづらいが、きっと納得いかないような困った顔をしているのだろう。

「申しん請せいはするけどさ、目的地は？」

「人間界」

　美み琴ことが答える。

「目的は？」

　神一郎が答えた。

「家事手て伝つだいとでも書いとけ」

　カラ助はますます首を傾げた。
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　とても変な人たちだった。とても迷めい惑わくな人たちだった。とても自分勝手な人たちだった。とても楽しい人たちだった。

　制服が冬服に変わって、涼しかった秋風が肌寒く感じるようになる頃ころ。

　私は、いつものように弟に車くるま椅い子すを押されて帰路についていた。

「周しゆう慈じ、本当にもういじめられてないの？」

「うん。大丈夫だよ」

　周慈は、背が伸びたわけでも筋肉がついたわけでもないのに、急に男らしくなった気がする。

　商店街に入って、私は夕飯の材料を何か買っていこうと思ったけど、冷れい蔵ぞう庫こにまだたくさん残っていることを思い出して、やめることにした。

　たまに間違って、四人分買ってしまうのだ。いや、間違えたわけではないのかもしれない。いつ帰ってきてもいいように、いつか帰ってきてくれますように。そんなことを考えていたら、四人分買ってしまっているのだ。

　あ、そうだ。大根だけ買っていこう。大根料理のレパートリーが格段に増えたから。

「春はる菜なちゃん、あのでっかい兄にいちゃんと髪の長い姉ねえちゃんはどうしたんだい？　最近顔見ないけど」

　お肉屋のおばさんがカウンター越しに話しかけてきた。

「あの……ちょっと用事ができたって……」

「あら。面おも白しろい人たちだったんだけどねえ」

「……はい。本当に」

　商店街の色いろんな店の人に、あの人たちのことを訊きかれる。みんな、顔が見られなくて残念そうにしていた。私はそれが嬉うれしかった。

　私はそっと、足に触れてみた。

　あれは、本当に夢だったのだろうか。今でも覚えている。自分の足で歩く感覚を、地面を蹴ける感触を。夢だとしたら、とてもリアルな夢だった。とても素す敵てきな誕たん生じよう日びプレゼントだった。思い出すだけで、涙が出るくらい。

　商店街を抜けて、あと少しで家が見える。二階の住人がいなくなって、また広くなった私たちの家。

「周しゆう慈じは、あの人たちのこと、好き？」

「うん。どこにいるんだろうね」

「そうだね」

　今いま頃ごろ、どこで何をしているんだろう。ひょっとしたら、また誰だれかの家に勝手に入り込んで、勝手に同居しているのかもしれない。もしそうだとしたら、その家のみんなに言ってあげたい。「きっと、楽しい日々が訪れますよ」と。

　最後の角を曲がると、どこからかシチューの香りが漂ってきた。お隣となりだろうか。我わが家やの夕飯は、今日きようは何にしよう。

「あれ？」

　ドアの鍵かぎが開いていた。朝、戸と締じまりは確かく認にんしたはずなんだけど。

　ドアを開けると、玄関には二足の靴が無む造ぞう作さに転がっていて、シチューの香りが私たちを包んだ。

　思い出す。合鍵、渡したままだった。

　リビングまで来ると、周慈は庭に人ひと影かげを見つけて飛び出していってしまった。押す人がいなくなって、仕方なく私はレバーを倒して車くるま椅い子すを前進させた。

　庭から声が聞こえる。弟の声は、涙が混じっているようだった。

「あの……、ダンベル、ありがとうございます。僕、毎日使ってます！」

「どういたしまして。ほら、何泣いてんのよ。男の子でしょ？」

「……すみません。あの……それで……」

「ん？」

「また、僕に稽けい古こをつけてください！」

「はは。もっちろん！　さっさと着替えてきな！」

「はいっ！」

　周慈は泣きながら、でも笑え顔がおで自分の部へ屋やに駆け込んでいった。

　私の行き先は決まっている。キッチンだ。

「今日は、シチューですか？」

「おうそうだ。そろそろ寒くなってきたからな」

　鼻をくすぐる、とてもいい香り。なんとなく悔しくて口には出せないけれど、私はこの人の料理の腕を尊敬している。

「ハンバーグ、ごちそうさまでした。美お味いしかったです」

「そりゃそうだ。俺おれが作ったんだから」

「今度、レシピ教えてくださいね」

「お前にはまだ早いな。あれは上級者用ハンバーグなんだ」

　ほらやっぱり。この人はこういうことをさらっと言う。私だって、料理は得意な方なのに。

　私は手を洗って、手て伝つだうことにした。

　私が隣となりに並ぶと、キッチンの主あるじは私を見ることなく、料理をしながら言った。少し言いづらそうだった。

「あー、それでな、理由は言えねえんだけど、またこの家に住まわせてもらいたいんだが」

「またですか？」

　いじわるっぽく私は言った。ちょっと、困った顔が見たかった。でも彼は困ったりしないで、前みたいに一方的に条件を押し付けてきた。

「家や賃ちんは払う。食費も出す。どうだ？」

「どっちもいりませんよ。でも、一つ条件があります」

「何だ？」

「明日あしたから、毎日私と周しゆう慈じのお弁当を作ってください」

　私は精せい一いつ杯ぱい偉そうに言ってみた。この家は私たちの家なんだから。彼は、あくまで居候なんだから。

　そんな私の口く調ちようがおかしかったのか、彼は笑った。

「はは。任まかせな。極ごく上じようの弁当を作ってやるよ」

　その横顔は、少年のような無む垢くな笑え顔がおで。

　私は胸の奥が温まっていくのを感じた。

　家族っていいな。なんて言ったら、彼は笑うだろうか。笑うだろうな。

「そうだ。言い忘れてた」

「何ですか？」

　彼は料理の手を止めて、私を見た。

「お帰り。春はる菜な」

　きっと今私は、溢あふれそうな涙をこらえて、それでも必死に笑おうとして、おかしな顔で。

　でも、一番の笑顔だと思う。

「はい。お帰りなさい」







　電でん線せんの上に、大きな三本足のカラスがとまっていた。その隣となりに、雌めすのカラスが寄り添う。

「仕事は終わったの？」

「終わったよ。誰だれもが怖おそれる強敵を、おいらが軽くひねって終了さ」

「まあ！　私、惚ほれ直しちゃったわ。ねえ、そろそろお名前、教えてくださらない？」

「まだ名乗ってなかったっけな。ハテシナの空を駆けるブラックフェザーとはおいらのこと、その名も──」











美「はい！　新人で何巻まで出せるかわからないこの状況で始めてしまうこのコーナー、『カミガカリ一いち問もん一いち答とう』の時間です。あとがきだと思って油断していたあなたは正解です。ということで、早速一つ目の質問をどうぞ」

神「おう。えっと《俺おれは嚙かませ犬じゃねえ》さんからの質問。『冒頭であいさつ代わりに殺されたんですけど、もう出番はなしですか？』」

美「はいありませーん。死んだらそこで終わりでーす」

神「ばっさりいくな。お、同じ奴ヤツからまだ来てるぞ。『ならせめて表紙に出れませんか？』だとさ。何で会話つながってんだ？」

美「無む茶ちや言わないでくださーい。っていうか私らが表紙じゃないのが不ふ思し議ぎなくらいです」

神「……本当だよな」

美「……本当よね」

神「…………」

美「…………。っと、ちょっと切ない気分になっちゃいました。さ、気を取り直して次の質問どうぞ」

神「《春はる菜なのクラスメイトＡ》さんから。『作者が初の海外旅行でやらかしたらしいですけど、何をやらかしたんですか？』って、すげえこと訊きいてきやがった」

美「はいやらかしました。某ぼう国こくの某観かん光こうスポットで、誰だれでも運転できる電動のカートを池に沈めました。もちろん解決済みですのでご心配なく。もしそこに行ってガイドさんが『カートを池に沈めた日本人がいる』と言ってたらそれが作者です」

神「まあ、旅行にトラブルはつきものってことで。それと、パスポートの写真は後悔のないように撮とれよ」

美「その辺の証明写真機きだと思わぬ悪あく人にん面づらになる恐れがあるからね。はい次」

神「ん。……あ、ねえや」

美「え？　終わり？　まだ何かないの？　ほら、私のネットゲーム内での名前とか、知りたくないの？」

神「何？」

美「ケンシロウ」

神「お前魔ま法ほう使つかいじゃなかったのかよ。しかも男かい」

美「異性のキャラっておもしろいよ。アリスだってそうじゃん」

神「そういうもんかね」

美「そういうもんです。ではでは、次がありましたらお会いしましょう！」

神「次は表紙出てえなあ」






　えー、少しですがここから本当のあとがきです。はじめまして。高たか遠とお豹ひよう介すけと申します。このたび、第十四回電でん撃げき小説大たい賞しようで銀賞をいただきまして、この本を出版させていただくことになりました。

　今回、私の作品を銀賞に選んでくださった審しん査さ員いんの皆様、期待に添えられるように頑張ります。出版に際して何から何までお世話になった担当様、これからもよろしくお願ねがいいたします。私をここまで鍛きたえてくれた大学文芸部の先せん輩ぱい後輩同級生のみんな、照れくさいけど本当に感かん謝しやしています。執筆をただの趣しゆ味みだと思っていた両親様と弟君、長男はこんな感じに育ちました。素す敵てきなイラストを描かいてくださった油ゆ谷たに様、もう頭が上がりません。

　そして何より、この本を手にとっていただいた読者の方々に最大の感謝を。

　機き会かいがあれば、またお会いしましょう。





高遠豹介　　
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

大学の文芸部に所属し、部員のみんなに迷惑をかけ続けた挙句に部長となる。そして「部長の仕事は何かあった時に責任を取ることだ」と言い張り、具体的な仕事は何一つせずに任期を終えた。趣味はテニス。ラケットはずっとプリンスを愛用。
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油ゆ谷たに秀ひで和かず

関西在住。紆余曲折を経ていつの間にやらイラストの世界へと迷い込む。暑さには強いが寒さに弱く、紅茶が無いと仕事が出来ないという変な性質を持つ。

第14回電撃イラスト大賞〈金賞〉受賞者。
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藤とう堂どう家けはカミガカリ








高たか遠とお豹ひよう介すけ
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